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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

５
月
23
日
夕
、
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ー

ル
ド
球
場
で
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ヘ
リ
テ

ー
ジ
・
ナ
イ
ト
と
題
し
て
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
と
Ｎ
Ｙ
メ
ッ

ツ
の
３
連
戦
初
日
の
試
合
が
行
わ
れ

た
。
始
球
式
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

商
工
会
議
所
の
河
手
哲
雄
会
頭
が
投

手
を
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー

理
事
長
が
捕
手
を
務
め
た
。
投
げ
た

ボ
ー
ル
が
見
事
捕
手
の
ミ
ッ
ト
に
。

　

こ
の
試
合
に
は
大
谷
翔
平
選
手
が

出
る
こ
と
か
ら
大
勢
の
日
本
人
フ
ァ

ン
が
訪
れ
た
。
始
球
式
前
に
は
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｙ
日

商
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｌ
、
全
米
日
系
人
歴
史

博
物
館
の
代
表
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

当
日
の
試
合
は
、
３
回
に
雨
が
降

り
一
時
中
断
さ
れ
た
が
、
１
時
間
後

に
再
開
さ
れ
、
日
を
ま
た
ぐ
13
回
延

長
の
長
い
試
合
の
末
、
ド
ジ
ャ
ー
ス

が
２
点
を
勝
ち
越
し
て
７
対
５
で
メ

ッ
ツ
に
勝
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

日本の伝統を賞賛
CITIFIELDでJAPAN ヘリテージナイト

始球式後に観衆に笑顔で手を振る投手の
河手さん（右）と捕手のウォーカーさん

試合前の投球練習で笑顔を見せる大谷選手
写真左から佐藤 JAA 会長、NY日商前田事務局長、日本クラブ内藤 GM、モリワキ
JAA名誉会長、アリタ日米カウンシルNY代表、バンナイ日系博物館理事

同
様
に
「
保
護
地
域
」
と
さ
れ

て
い
た
が
、
裁
判
所
で
の
逮
捕

は
第
一
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
も

行
わ
れ
、
弁
護
士
協
会
や
人
権

団
体
な
ど
か
ら
の
批
判
に
さ
ら

さ
れ
た
。
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政

権
で
は
今
年
１
月
に
国
土
安
全

保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
が
新
た
な

指
針
を
発
表
し
、
法
的
保
護
な

ど
を
緩
和
。
こ
れ
に
よ
り
、
移

民
税
関
執
行
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
は

裁
判
所
で
の
逮
捕
を
再
開
し
、

迅
速
な
強
制
送
還
手
続
き
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
４
面
に
）

11
州
16
都
市
の
裁
判
所
で
数
十

件
の
逮
捕
が
あ
っ
た
。
移
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
恐
怖
を
与

え
、
出
頭
す
れ
ば
逮
捕
の
可
能

性
も
あ
る
と
司
法
制
度
へ
の
信

頼
を
損
な
う
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
裁
判
所
は
学
校
や
教
会
と

　

不
法
移
民
対
策
を
強
化
し
て

い
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
、
裁

判
所
で
の
移
民
逮
捕
が
増
加
し

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
移
民
弁
護

士
協
会
の
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
グ
レ
ッ
グ
・
チ
ェ
ン
氏
に

よ
れ
ば
、
５
月
末
の
１
週
間
で

ル
ビ
オ
米
国
務
長
官
は
５
月

27
日
、
世
界
各
地
の
米
国
大
使

館
に
対
し
、
大
学
留
学
な
ど
に

必
要
な
学
生
ビ
ザ
取
得
申
請
者

の
面
接
予
約
を
一
時
停
止
す
る

よ
う
命
じ
た
。「
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
」
と
み
な
さ
れ
る
外
国
人
留

学
生
が
い
る
と
の
主
張
を
受

け
、
ビ
ザ
申
請
者
に
よ
る
交
流

サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
へ
の
投
稿

履
歴
の
審
査
を
厳
格
化
す
る
こ

と
が
目
的
と
し
て
い
る
。

　

新
規
面
接
予
約
の
停
止
が
が

対
象
と
な
る
の
は
一
般
学
生
向

け
の
Ｆ
ビ
ザ
は
じ
め
、
職
業
研

修
・
訓
練
を
受
け
る
Ｍ
ビ
ザ
と

交
流
訪
問
者
向
け
の
Ｊ
ビ
ザ
も

含
ま
れ
る
。
小
中
高
生
や
大
学

院
生
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
学
生
が

対
象
で
日
本
の
留
学
希
望
者
に

も
影
響
す
る
と
見
ら
れ
る
。

　

有
名
私
立
大
の
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に
対
し
て
は
①
学
生
の
抗

議
活
動
に
関
す
る
詳
細
な
報
告

と
関
与
学
生
の
情
報
提
供
、
②

特
定
の
学
生
団
体
（
例
：
パ
レ

ス
チ
ナ
支
援
団
体
）
の
認
可
取

り
消
し
と
関
係
者
の
処
分
の
ほ

か
、
③
多
様
性
・
公
平
性
・
包

括
性
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
廃
止
、
④
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

マ
ス
ク
着
用
禁
止
な
ど
を
要

求
。
し
か
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
が

こ
れ
ら
の
要
求
を
拒
否
し
た
た

め
、
政
権
は
助
成
金
約
22
億
ド

ル
や
契
約
金
の
凍
結
、
さ
ら
に

大
学
の
非
課
税
ス
テ
ー
タ
ス
の

取
り
消
し
を
Ｉ
Ｒ
Ｓ（
歳
入
庁
）

に
要
請
し
た
。
５
月
22
日
に
は

留
学
生
の
受
け
入
れ
資
格
認
証

も
取
り
消
し
た
。
大
学
側
は
訴

訟
を
起
こ
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
４
面
に
）

留学・研修
ビザ面接停止
全世界の米国大使館で

ハ
ー
バ
ー
ド
は
非
課
税
枠
撤
廃

邦
人
留
学
生
も
路
頭
に

裁
判
所
出
廷
で
移
民
逮
捕

１
週
間
に
11
州
16
都
市
で
数
十
件

www.saitollp.com
https://www.j-fo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


2025年（令和 7年）6月 7日（土） ［総　合］　　（2  ）

　

日
本
か
ら
輸
入
し
た
高
品
質

な
商
品
を
陳
列
す
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
プ
レ
イ
ス
、ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・

グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
シ

ボ
ネ
で
５
月
30
日
か
ら
６
月
１

日
ま
で
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ガ

ラ
ス
食
器
ブ
ラ
ン
ド
、SGHR 

Sugahara (

本
社
・
千
葉
県

九
十
九
里) 

の
期
間
限
定
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
の
新
製
品
を
買
い
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
グ
ラ
ス

に
自
由
に
文
字
や
絵
を
彫
っ
て

自
分
だ
け
の
マ
イ
グ
ラ
ス
が
作

れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
写
真

＝
も
開
催
さ
れ
、
日
本
の
ハ
ー

バ
ル
ハ
ニ
ー
を
使
っ
た
ド
リ

ン
ク
の
無
料
試
飲
も
行
わ
れ

た
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://shop.sghr.us/

Ｎ
Ｙ
で
ガ
ラ
ス
食
器
展

SGHR Sugahara

楽しい
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子
供
服
ブ
ラ
ン
ド
の
ミ
キ
ハ

ウ
ス
は
、
7
日
（
土
）
と 

8

日
（
日
）
の
両
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
地
区
の
直
営
2
店
舗
で
オ

や
ご
家
族
へ
心
を
込
め
た
カ
ー

ド
を
贈
る
こ
と
で
、
も
の
を
大

切
に
す
る
心
や
感
謝
の
気
持
ち

を
育
み
、
環
境
に
配
慮
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ

る
機
会
を
提
供
す
る
」
と
い

う
。
参
加
無
料
。【
開
催
概
要
】

◆ 

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
店
＝ 

7
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら 

４
時
ま

で
（
住
所
：
五
番
街
７
６
８
番

地
）
◆ 

タ
ン
グ
ラ
ム
店
＝ 

8

日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
４
時

（
ク
イ
ー
ン
ズ
区
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ　
（133-33 39th Avenue, 

C Floor, Flushing, NY 
11354

）
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ
ー
ルcustomerservice@

mikihouse-usa.com

ミ
キ
ハ

ウ
ス 

Ｕ
Ｓ
Ａ 

カ
ス
タ
マ
ー
サ

ー
ビ
ス
（
日
本
語
対
応
可
）

　

メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
の
５
月
26

日
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
マ
ス
ペ
ス

に
あ
る
マ
ウ
ン
ト
・
オ
リ
ヴ
ェ

ッ
ト
日
本
人
墓
地
で
恒
例
の
墓

参
会
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
の
呼
び
か
け
で

開
催
さ
れ
た
。
墓
参
会
に
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
か
ら
森

美
樹
夫
大
使
、
佐
藤
貢
司
Ｊ
Ａ

Ａ
会
長
、
森
本
恵
作
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
人
学
校
校
長
、
岡
本

徹
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
学

園
長
、
三
木
伸
夫
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
、
ス
タ

ン
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
ン
日
米
合
同

教
会
牧
師
ら
30
人
余
り
が
参
列

し
た
。
竹
田
勝
男
Ｊ
Ａ
Ａ
副
会

長
の
進
行
で
、
Ｎ
Ｙ
仏
教
会
の

カ
ー
ト
・
ラ
イ
住
職
が
読
経
し
、

一
人
ひ
と
り
が
焼
香
と
献
花
を

行
っ
た
。
前
日
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
清
掃
し
、
墓
石
に
は
Ｎ
Ｙ

育
英
学
園
児
童
手
作
り
の
日
米

の
小
旗
が
一
面
に
飾
ら
れ
た
。

　

当
日
は
、
こ
の
墓
地
を
日
本

人
の
た
め
に
購
入
し
、
Ｊ
Ａ
Ａ

の
、
前
身
で
あ
る
日
本
人
共
済

会
を
１
９
０
７
年
に
設
立
し
た

日
本
人
医
師
、
高
見
豊
彦
博
士

の
ひ
孫
に
あ
た
る
ロ
ビ
ン
・
タ

カ
ミ
さ
ん
（
27
）
が
墓
参
会

に
初
め
て
参
列
し
た
＝
写
真

＝
。
写
真
家
と
し
て
現
在
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
に
住
む
ロ
ビ
ン
さ
ん

は「
曽
祖
父
を
尊
敬
し
て
お
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
偉
大
な
る
日

系
社
会
の
歴
史
と
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
う
」

と
語
っ
て
い
た
。
遠
く
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
高
層
ビ
ル
を
見
渡
す

丘
に
あ
る
日
本
人
墓
地
と
同
じ

区
画
の
１
分
ほ
ど
離
れ
た
場
所

に
高
見
一
族
の
墓
も
あ
り
、
参

列
者
た
ち
は
式
典
の
後
、
高
見

博
士
の
墓
に
も
お
参
り
し
た
。

高
見
博
士
が
１
９
０
７
年
に

墓
地
購
入
し
１
０
０
人
眠
る

　

Ｊ
Ａ
Ａ
は
１
９
０
７
年
に
医

師
・
高
見
豊
彦
博
士
が
日
本
人

墓
地
の
購
入
と
日
本
人
の
相
互

扶
助
を
呼
び
か
け
設
立
し
た
日

本
人
共
済
会
を
ル
ー
ツ
と
す

る
。
１
９
１
４
年
に
高
峰
譲
吉

博
士
を
会
長
と
し
、
高
見
博
士

を
副
会
長
に
紐
育
日
本
人
会
が

設
立
さ
れ
た
。
高
見
博
士
は
、

新
島
襄
に
憧
れ
、
１
８
９
０
年

熊
本
藩
を
出
藩
し
て
１
８
９
１

年
に
大
阪
か
ら
米
国
に
向
け
出

航
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
医
学
部
を

２
番
の
成
績
で
卒
業
し
た
。
在

学
中
の
日
本
人
男
子
の
解
剖
に

立
ち
会
っ
た
際
、
番
号
だ
け
で

処
理
さ
れ
て
し
ま
う
現
実
を
目

の
当
た
り
に
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
学
生
会
で
在
留
邦
人
に
相

互
扶
助
と
親
睦
、
日
本
人
墓
地

の
購
入
を
説
く
演
説
を
し
て
協

力
を
訴
え
、
１
９
１
２
年
に
同

墓
地
内
に
日
本
人
の
た
め
の

土
地
を
２
５
０
０
ド
ル
で
購

入
し
た
。
現
在
同
墓
地
に
は
、

１
０
０
人
近
い
日
本
人
、
日
系

人
と
無
縁
仏
の
霊
が
眠
る
。

日
本
人
墓
地
で
祈
り
献
花

高
見
豊
彦
博
士
の
ひ
孫
参
列

生
地
の
残
り
活
用
し
て
カ
ー
ド
作
り

ミ
キ
ハ
ウ
ス
7
、
8
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

リ
ジ
ナ
ル
生
地
の
残
反
を
活
用

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
。
参
加
す
る
子

ど
も
た
ち
が
、
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
「Thank You

カ

ー
ド
」
を
手
作
り
す
る
。
同
社

で
は
「
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

　

整
列
写
真
は
、
左
か
ら

竹
田
氏
、
三
木
会
長
、
森

本
校
長
、
岡
本
学
園
長
、

森
大
使
、
佐
藤
会
長
、
ロ

ビ
ン
・
タ
カ
ミ
さ
ん
、
ウ

ェ
イ
ン
牧
師
、
ラ
イ
住
職

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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（3）　　 ［総　合］ 2025年（令和 7年）６月７日（土）

乳母車を押す眞子さんと小室さん（写真提供・女性セブン）

　

５
月
30
日
宮
内
庁
は
、
秋
篠

宮
ご
夫
妻
の
長
女
で
結
婚
後
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
ん
で
い
る
小

室
眞
子
さ
ん
（
33
）
と
夫
の
小

室
圭
さ
ん
（
33
）
の
間
に
第
一

子
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
発
表
し

た
。
日
本
で
の
報
道
に
よ
る
と

初
め
て
の
孫
の
誕
生
に
秋
篠
宮

ご
夫
妻
は
喜
び
、
幸
せ
を
願
わ

れ
て
い
る
と
い
う
。
上
皇
ご
夫

妻
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
ひ
孫

の
誕
生
と
な
る
。
宮
内
庁
は
、

生
ま
れ
た
子
供
の
性
別
や
名
前

な
ど
は
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
。今
回
の
宮
内
庁
の
公
表
は
、

５
月
22
日
に
日
本
の
週
刊
誌
の

女
性
セ
ブ
ン
が
乳
母
車
を
押
し

て
歩
く
二
人
の
姿
を
掲
載
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
＝

写
真
・
女
性
セ
ブ
ン
提
供
＝
。

　

同
誌
に
よ
る
と
、5
月
中
旬
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
か
ら
車
で
1
時
間
ほ
ど
の
エ

リ
ア
の
住
宅
街
に
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
す
小
室
さ
ん
夫
妻
の
姿
が

あ
っ
た
。
時
折
、
見
つ
め
合
い

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
ベ
ビ
ー
カ

ー
を
押
す
姿
は
、
新
た
な
命
が

生
ま
れ
た
幸
せ
に
あ
ふ
れ
て
い

た
と
い
う
。
昨
年
秋
に
妊
娠
が

わ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
郊
外
で

子
育
て
を
す
る
な
ら
一
戸
建
て

の
住
宅
が
良
い
と
の
眞
子
さ
ん

の
願
い
を
叶
え
よ
う
と
圭
さ
ん

が
物
件
を
探
し
た
と
い
う
。

　

小
室
さ
ん
夫
妻
は
２
０
２
１

年
秋
に
、
眞
子
さ
ん
が
皇
籍
を

離
脱
し
て
２
人
で
来
米
し
、
圭

さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
弁
護
士

に
な
る
た
め
の
受
験
勉
強
生
活

を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ヘ
ル
ス
キ

ッ
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
北
端
の
住
宅
地
で
送

っ
て
い
た
が
、
司
法
試
験
に
合

格
し
て
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
米
大

手
法
律
事
務
所
に
就
職
し
て
弁

護
士
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

夫
妻
は
来
米
当
初
か
ら
一
部

の
親
し
い
友
人
た
ち
と
の
会
合

を
除
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
日
系
社
会
で
公
の
場
に
顔
を

出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
昨
年
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
の
年
次
晩
餐
会
や
今

春
１
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
主
催
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会
、
日
本
商
工
会
議

所
、
日
本
ク
ラ
ブ
の
日
系
３
団

体
共
催
の
新
年
賀
詞
・
名
刺
交

換
会
に
も
出
席
し
て
交
流
す
る

な
ど
、
弁
護
士
と
し
て
の
仕
事

を
通
じ
て
徐
々
に
Ｎ
Ｙ
日
系
社

会
と
の
接
触
の
機
会
も
増
え
て

い
る
よ
う
だ
。

　

眞
子
さ
ん
は
、
皇
籍
を
離
脱

し
て
一
般
人
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
皇
位
継
承
の
上
で
は
、
現

状
の
皇
室
典
範
で
は
次
の
天
皇

は
秋
篠
宮
さ
ま
、
そ
の
次
は
秋

篠
宮
家
の
長
男
・
悠
仁
さ
ま
へ

と
皇
位
が
継
承
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
た
め
、そ
う
な
れ
ば
、

眞
子
さ
ん
の
子
供
は
「
天
皇
の

孫
」
で
あ
り
、
そ
の
後
は
「
天

皇
の
甥
姪
」
と
な
る
。

眞子さん出産
　　宮内庁が発表

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
一
戸
建
に
引
越
し

乳
母
車
押
し
子
育
て
生
活

６月NY日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス

■ 6月 5日（木）6pm-8pm JAA &JACL-NY共催「キャッツ・
ミリキタニ」上演会。ディレクターのリンダ・ハッテンドー
フさんも参加。ミリキタニさんは、サクラメント生まれ、広
島育ち。9.11に至るまでの NYソーホーの路上生活の日常生
活の記録もあります。

■ 6日（金）10:30am-12pm　Apple Kids企画「灘田篤子さん
指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」$5/family

■ 9日（月）10am-12pm「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさんと小林はるかさ
んが行います。早めにご予約ください

■ 12日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談に答え
ます。要予約。各 30分

■ 12日（木）12pm-2pm「6月第１敬老会」BENTONのお弁当。
コメディアン緒方篤さんのパーフォーマンスをお楽しみくだ
さい。会員：$5、敬老会参加、ランチデリバリー、ピックアッ
プ希望者はご予約下さい

■ 14日（土）9:30am-11:00am　JAAと NYシルバー会共催オ
ンライン「リモートお茶会：在宅訪問看護師弓削容子さんと
一緒に楽しくおしゃべりしながら健康から介護まで情報交換
しましょう！」JAAに予約された方にはオンライン情報を送
ります

■ 19日（木）June Teenth のため事務局休み
■ 20 日（金）10am-12pm「加藤恵子弁護士による移民法の無
料電話相談室」各 15分。要予約。

■ 20日（金）6:30pm-「唐津人形浄瑠璃保存会竹本鳴子太夫
一座ニューヨーク公演会」昨年に続き公演会を開催。予約は
JAAまで。

■ 26日（木）12pm-2pm 「6月第２敬老会」BENTONのお弁当。
Iwaki Band と一緒に懐かしい歌を歌いましょう！　会員：
$5　敬老会参加とお弁当ピックアップ、ランチデリバリーも
ご予約ください。6月のお誕生日会をします

　　　　　＊＊＊＊コミュニティー情報＊＊＊
☆ 6 月 8 日（ 日 ）4pm　at Peter Jay Sharp Theater（2537 

Broadway at 95 th St,）「針山バレエ 20周年記念公演」詳
細 は https://www.symphonyspace.org/events/vp-hariyama-
ballet-20th-year-anniversary-performance

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org 300

 　
「
笑
顔
が
大
切
」「
ご
機
嫌
で

い
る
こ
と
が
大
切
」
そ
ん
な
こ

と
を
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
で
話
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。先
日
、

飛
行
機
に
乗
っ
て
、
ワ
イ
ン
を

頼
み
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
っ
た
Ｃ
Ａ
さ
ん
に
ニ

ッ
コ
リ
し
て
言
っ
た
ら
、「
笑

顔
が
素
敵
で
す
ね
。
癒
さ
れ
ま

す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
な
ん

と
な
く
嬉
し
か
っ
た
。

　

わ
た
し
の
知
っ
て
い
る
社
長

は
、
社
員
や
お
客
さ
ん
や
周
囲

の
人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
に
情

熱
を
傾
け
て
い
る
。
飛
行
機
の

カ
ウ
ン
タ
ー
で
荷
物
を
預
け
る

時
に
、「
壊
れ
物
は
な
い
で
す

か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
「
壊

れ
そ
う
な
の
は
僕
の
ハ
ー
ト
で

す
」
と
言
う
ら
し
い
。
す
る
と

カ
ウ
ン
タ
ー
の
女
性
が
笑
顔
に

な
る
。
そ
れ
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
る
。
ま
た
、
別
の
社
長
は
、

ニ
ッ
コ
リ
と
「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ね
」
と
言
う
だ
け
で
、
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

確
か
に
わ
た
し
も
そ
ん
な
場
面

で
何
度
か
ホ
テ
ル
の
部
屋
を
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

　

人
間
誰
だ
っ
て
、
気
持
ち
よ

く
仕
事
し
た
い
。
気
持
ち
の
良

い
お
客
様
と
関
わ
っ
て
い
た

い
。
そ
し
て
、
笑
顔
は
伝
染
す

る
。
不
機
嫌
な
人
が
い
る
と
、

こ
ち
ら
ま
で
不
機
嫌
に
な
る
。

気
持
ち
の
良
い
人
と
い
る
と
こ

ち
ら
ま
で
気
持
ち
良
く
な
る
。

笑
顔
は
無
料
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

そ
う
思
っ
て
、
本
日
も
笑
顔
で

生
き
た
い
で
す
！

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

や
っ
ぱ
り
笑
顔
は
大
切

https://www.ariyoshinyc.com/
https://www.takesushi.us/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://newyork-apartment-realestate.com/
https://neuroacuny.com/
http://hinomaru-limo.com
https://www.symphonyspace.org/events/vp-hariyama-ballet-20th-year-anniversary-performance
https://www.symphonyspace.org/events/vp-hariyama-ballet-20th-year-anniversary-performance
https://www.symphonyspace.org/events/vp-hariyama-ballet-20th-year-anniversary-performance
mailto:212-840-6942%E3%80%80info@jaany.org
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令
和
７
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
旭
日
中
綬
章
を
受
賞
し
た

シ
ェ
ル
ド
ン
・
Ｍ
・
ギ
ャ
ロ
ン
・

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
へ
の

叙
勲
伝
達
式
が
５
月
28
日
森
美

樹
夫
大
使
公
邸
で
行
わ
れ
た
。

ギ
ャ
ロ
ン
教
授
は
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
に
お
い
て
、
長
年
に

わ
た
り
日
本
研
究
の
第
一
人
者

と
し
て
活
躍
し
、
特
に
、
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ

ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
た
日

本
近
代
史
研
究
を
牽
引
す
る
存

在
だ
。ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
と
は
、
国
境
を
超

え
て
歴
史
が
形
成
さ
れ
て
い
く

事
例
で
、例
え
ば
日
本
的
な「
倹

約
」
と
い
う
概
念
は
、
明
治
政

府
が
西
洋
か
ら
「
貯
蓄
」
と
い

う
概
念
を
社
会
制
度
に
取
り
入

れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
発
展
し

た
と
さ
れ
、
人
類
の
歴
史
の
中

で
、
個
々
独
自
の
特
性
と
思
わ

れ
て
い
る
歴
史
が
海
外
か
ら
影

響
を
受
け
た
と
す
る
理
論
。　

　

ま
た
、
同
教
授
は
、
優
れ
た

教
育
者
と
し
て
数
多
く
の
日
本

研
究
者
を
育
成
し
、
米
国
及
び

世
界
に
お
け
る
日
本
研
究
の
促

進
に
貢
献
し
た
。
さ
ら
に
、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
と
東
京
大
学

と
の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
促
進
に
も
深
く
携
わ
り
、

両
大
学
間
の
多
岐
に
わ
た
る
分

野
で
の
学
術
交
流
を
通
じ
て
、

日
米
の
相
互
理
解
や
、
日
本
の

学
術
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
も

貢
献
し
た
。
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
館
は
、
ギ
ャ
ロ

ン
教
授
が
こ
れ
ま
で
に
果
た
し

て
き
た
功
績
に
深
甚
な
る
敬
意

を
表
し
、
石
破
首
相
か
ら
の
賞

状
を
読
み
上
げ
、
勲
章
が
森
大

使
か
ら
伝
達
さ
れ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

ギ
ャ
ロ
ン
教
授
が
叙
勲

Ｎ
Ｙ
で
旭
日
中
綬
章
を
伝
達

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （38）

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
留
学
生
受
け
入

れ
認
可
の
取
り
消
し
な
ど
を
決

定
し
ま
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
を

支
持
す
る
活
動
や
多
様
性
・
公

平
性
・
包
摂
性
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
）
の

排
除
、“W

oke”

（ 

社
会
的
不

平
等
へ
の
警
鐘
語
＝
こ
と
ば
の

解
説
参
照
）
の
否
定
は
、
政
府

機
関
や
全
米
の
大
学
に
ま
で
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
政
策
を
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
卒
の
博
士
で
文
化
大

革
命
世
代
の
丁
学
良
氏
や
北
京

の
張
千
帆
教
授
は
、
中
国
の
毛

沢
東
に
よ
る
『
文
化
大
革
命
』

と
類
似
し
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
人
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「
祖
国
を

救
う
も
の
は
い
か
な
る
法
も
犯

さ
な
い
」
と
い
う
発
言
は
、
毛

沢
東
の
「
造
反
有
理
」
と
つ
な

が
る
と
ブ
ロ
グ
に
書
き
込
み
ま

し
た
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
、ブ
ッ
シ
ュ（
父
）、

オ
バ
マ
大
統
領
等
を
輩
出
し
、

米
国
で
最
も
裕
福
な
大
学
で

も
、
大
統
領
に
翻
弄
さ
れ
る
姿

が
不
可
解
に
見
え
ま
す
。
政
府

は
多
額
の
研
究
助
成
金
等
を
凍

結
し
ま
し
た
が
、
収
入
の
多
く

を
政
府
に
依
存
し
て
い
る
こ
と

が
弱
み
の
よ
う
で
す
。

　

私
が
現
在
在
籍
す
る
英
国
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
か
な

り
異
な
り
ま
す
。
6
人
の
国
王

や
30
人
の
首
相
を
輩
出
し
た
ほ

か
、
日
本
の
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
を
初
め
多
く
の
皇
族
も
留
学

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
上
に
、
こ
の
大
学
は

45
の
カ
レ
ッ
ジ
（
学
寮
）
な
ど

の
独
自
財
源
を
も
つ
自
治
団
体

の
連
合
体
で
あ
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。市
の
中
心
地
の
大
半
や
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
市
か
ら
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
市
に
至
る
約
92
キ

ロ
の
沿
道
は
、
カ
レ
ッ
ジ
所
有

の
土
地
で
繋
が
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
映
画
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
こ
と
も
資

産
価
値
を
高
め
ま
し
た
。他
方
、

１
９
８
１
年
度
は
52
％
で
あ
っ

た
政
府
補
助
金
を
２
０
１
６
年

度
に
は
15
％
ま
で
引
き
下
げ
た

自
助
努
力
も
あ
り
ま
す
。
政
府

介
入
の
余
地
が
な
い
体
制
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
両
大
学
は
、
毎
年
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
を

争
い
、
自
国
の
指
導
者
ば
か
り

か
世
界
中
の
指
導
者
を
輩
出

し
、
知
性
、
国
際
性
、
政
策
へ

の
影
響
力
等
で
世
界
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
断

が
加
速
し
て
い
る
今
、
こ
れ
ら

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
各
国
の
大

学
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

他
方
、
明
治
以
来
世
界
か
ら

学
び
発
展
し
た
日
本
か
ら
の
留

学
生
、
採
用
論
文
な
ど
が
激
減

し
て
い
る
の
が
深
刻
で
す
。
日

本
全
体
の
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
家
庭
教
育
も
含
め
、「
国

家
百
年
の
大
計
は
教
育
」
を
政

府
の
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
で
す
。「
失
わ
れ
た

30
年
」
が
今
以
上
に
悪
化
し
な

い
た
め
に
も
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問
題

学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー
（
英

国
在
）。
慶
大
卒
。
国
際
Ｍ
Ｒ

Ａ
（
現
Ｉ
Ｃ
）
や
難
民
を
助
け

る
会
等
の
和
解
・
人
道
援
助
活

動
を
経
て
国
会
議
員
、
財
務
副

大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、
等

を
歴
任
。
現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ
日

本
協
会
長
、
岐
阜
女
子
大
特
別

客
員
教
授
も
兼
任
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
現
在
在

籍
す
る
外
国
人
留
学
生
は
約

６
８
０
０
人
で
、
全
体
の
約
27

％
を
占
め
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

に
よ
る
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｐ
（
留
学
生
受

け
入
れ
資
格
）
の
取
り
消
し
に

よ
り
、
２
０
２
５
ー
２
０
２
６

学
年
度
に
お
い
て
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
は
Ｆ
１
お
よ
び
Ｊ
１
ビ
ザ

を
持
つ
新
た
な
留
学
生
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、
在
籍
す
る
留
学
生
も

大
き
な
不
安
に
直
面
し
て
い

る
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
に
在
籍
す
る
日

本
人
留
学
生
約
２
６
０
人
は
Ｆ

１
ま
た
は
Ｊ
１
ビ
ザ
を
保
持
し

て
い
る
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｐ
の
取
り

消
し
に
よ
り
、
２
０
２
５
ー

２
０
２
６
学
年
度
に
ハ
ー
バ
ー

ド
に
留
ま
る
場
合
、
米
国
の
滞

在
資
格
を
失
う
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
場
合
、
他
の
Ｓ
Ｅ
Ｖ

Ｐ
認
証
を
持
つ
大
学
に
転
籍
す

る
か
、
米
国
を
離
れ
る
必
要
が

あ
る
。
転
籍
し
な
い
場
合
、
強

制
送
還
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
卒

業
間
近
の
学
生
に
と
っ
て
は
特

に
深
刻
だ
。

　

米
国
内
で
は
イ
ェ
ー
ル
大

学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ベ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
な
ど
が
積
極
的
に
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
入
学
許

可
を
受
け
た
留
学
生
に
対
し
、

海
外
の
大
学
と
の
「
同
時
入

学
」
を
認
め
る
方
針
を
打
ち
出

し
た
。
他
国
の
大
学
も
検
討
で

き
る
こ
と
と
な
り
選
択
肢
が
広

が
っ
た
。
５
月
31
日
ま
で
に
、

日
本
で
は
東
京
大
学
、
京
都
大

学
、
北
海
道
大
学
、
九
州
大
学

な
ど
が
転
校
を
受
け
入
れ
る
と

表
明
、
大
阪
大
学
や
関
西
大
学

も
検
討
中
と
し
て
い
る
。
カ
ナ

ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
、
中
国
は

香
港
科
技
大
学
や
マ
カ
オ
の
複

数
の
大
学
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は

サ
ン
ウ
ェ
イ
大
学
な
ど
が
受
け

入
れ
を
表
明
し
た
。

　

英
国
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

や
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
な

ど
を
擁
す
る
ラ
ッ
セ
ル
・
グ
ル

ー
プ
大
学
が
受
け
入
れ
を
検
討

し
て
い
る
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
の
締
め

付
け
は
、
米
国
か
ら
カ
ナ
ダ
や

英
国
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
人
材
が

流
出
し
、
研
究
開
発
と
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
停
滞
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
自
由
な
言
論
や

多
様
な
視
点
の
研
究
を
阻
害
す

る
可
能
性
が
あ
り
、
学
問
の
自

由
・
言
論
の
自
由
の
危
機
に
も

つ
な
が
る
と
懸
念
さ
れ
て
い

る
。　
　
　
　
（
１
面
に
記
事
） 　　

　

◇
こ
と
ば
の
解
説
◇

「W
oke

」
は
元
々
、
黒
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
人
種
差
別
や
社
会

的
不
平
等
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
を
表
す
ス
ラ
ン
グ
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
、
社

会
問
題
に
意
識
的
な
人
、
例
え

ば
、
人
種
差
別
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
関
す
る
問

題
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
を

指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
裁
判
所
で

は
５
月
21
日
、
通
常
の
審
問
だ

と
思
っ
て
出
廷
し
た
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
出
身
の
20
歳
の
男
性
が
ロ
ビ

ー
で
逮
捕
さ
れ
た
。
男
性
は
昨

年
４
月
に
バ
イ
デ
ン
政
権
の
難

民
申
請
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し

て
米
国
に
入
国
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
亡
命
申
請
中
に
一
時
的

に
米
国
に
滞
在
し
、
就
労
す
る

こ
と
を
許
可
し
て
い
た
。
犯
罪

歴
は
な
く
、
学
校
に
通
い
な
が

ら
仕
事
も
し
て
い
た
男
性
は
、

審
理
は
通
常
通
り
行
わ
れ
る
だ

ろ
う
と
弁
護
士
な
し
で
出
廷
し

た
が
、
彼
の
事
例
が
棄
却
さ
れ

た
直
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
捜
査
官
に

逮
捕
さ
れ
、
勾
留
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
こ
の
男
性

が
使
っ
た
ア
プ
リ
の
合
法
性
に

疑
問
を
呈
し
て
お
り
、
バ
イ
デ

ン
政
権
が
数
十
万
人
の
移
民
を

入
国
さ
せ
る
た
め
に
こ
の
ア
プ

リ
を
悪
用
し
た
と
主
張
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
監
督
す
る
国
土

安
全
保
障
省
の
ト
リ
シ
ア
・
マ

ク
ラ
フ
リ
ン
報
道
官
は
声
明

で
、
男
性
は
昨
年
「
不
法
」
に

米
国
に
入
国
し
た
と
断
定
、
加

え
て
「
過
去
２
年
以
内
に
米
国

に
不
法
入
国
し
た
外
国
人
の
ほ

と
ん
ど
は
、
緊
急
退
去
の
対
象

と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

が
入
手
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
内
部
文

書
に
よ
る
と
、
移
民
が
国
外
追

放
命
令
を
受
け
た
り
、
亡
命
申

請
や
そ
の
他
の
法
的
保
護
が
却

下
さ
れ
た
り
し
た
場
合
、
法
廷

に
い
る
政
府
の
弁
護
士
と
Ｉ
Ｃ

Ｅ
職
員
の
連
携
の
も
と
、
審
問

後
、
直
ち
に
移
民
を
逮
捕
す
る

と
書
か
れ
て
い
た
。
出
廷
後
に

市
中
に
紛
れ
込
む
こ
と
が
あ

り
、
探
し
出
す
手
間
が
省
け
迅

速
な
国
外
退
去
が
可
能
と
な
る

と
の
利
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
命
令
に
従
わ

な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
裁
判
所
で
の
逮
捕
を
概

ね
避
け
る
の
が
慣
行
だ
っ
た
。　

バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

高
官
を
務
め
た
デ
ボ
ラ
・
フ
ラ

イ
シ
ャ
カ
ー
氏
は
「
移
民
裁
判

所
の
審
問
に
出
頭
す
る
人
た
ち

は
規
則
に
従
っ
て
い
る
人
た
ち

だ
。
そ
こ
で
逮
捕
す
る
こ
と
は

法
的
手
続
き
が
覆
さ
れ
る
こ
と

だ
。
逮
捕
を
恐
れ
る
人
た
ち
が

出
頭
し
な
く
な
れ
ば
、
合
法
的

な
身
分
を
失
い
、
さ
ら
に
人
々

を
隅
に
追
い
や
る
こ
と
に
な

る
」
と
不
法
移
民
対
策
と
し
て

は
逆
効
果
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
弁
護
士
協

会
（
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｂ
Ａ
）
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｅ
に
よ
る
裁
判
所
で
の
逮
捕
は

司
法
制
度
へ
の
相
談
や
手
続
き

を
妨
げ
、
公
共
の
安
全
を
損
な

う
と
警
告
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
行
為
は
米
国
お
よ
び

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
憲
法
に
お

け
る
適
正
手
続
き
や
連
邦
主
義

の
価
値
を
侵
害
す
る
と
指
摘
し

て
い
る
。　
　
（
１
面
に
記
事
）

通
常
審
問
と
思
い

出
頭
の
移
民
逮
捕

裁
判
所
の
信
頼
揺
ら
ぐ
事
態
に

森大使から勲章と賞状を伝達されるギャロン教授（左）

ど
う
な
る
日
本
人
留
学
生
？

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
２
６
０
人
が
在
籍

　

北
海
道
ゆ
か
り
の
会
は
夏
恒

例
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
を
７

月
27
日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
で
開

催
す
る
。
場
所
は
同
公
園
内
西

側
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
前
Ｂ

Ｂ
Ｑ
エ
リ
ア
。 

地
下
鉄
Ｆ
線

7
街 
駅
下
車
、
歩
い
て
15
分
。

参
加
費
：
会
員
、
学
生
、
シ
ニ

ア
（
65
歳
以
上) 
は 
35
ド
ル
。

ゲ
ス
ト
は
40
ド
ル
。
持
参
す

る
も
の
・
飲
み
物
、
ゴ
ミ
袋
、

敷
物
、
お
に
ぎ
り
。
参
加
連

絡
：Shion: shion.hoshino@

gmail.com

　

星
野
さ
ん

Takeda: takedakatsuo1@
gmail.com

　

竹
田
さ
ん
。

北
海
道
ゆ
か
り
の
会

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.Jhelp.com


（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）6月 7日（土）

　

当
日
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
ス
ピ

ー
カ
ー
に
は
、
元
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
社
長
で
、
現
在

ニ
ン
テ
ン
ド
ー
や
日
本
空
港
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
の
社
外
取
締
役
を

務
め
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
小
売

戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
デ
ィ

メ
イ
美
代
子
氏
が
招
か
れ
た
。

　

デ
ィ
メ
イ
氏
は
、
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
の
価
値
を
測
定
す
る
基
準

の
４
Ｃ
に
な
ぞ
ら
え
て
自
分

を
輝
か
せ
る
４
Ｃ
を
説
明
し

た
。（
１
） Curiosity

（
好
奇

心
）、（
２
）Confi dence

（
自

信
）、 （
３
）Courage

（
勇
気
）、 

（
４
）Compassion

（
思
い
や

り
を
持
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
）。
続
い
て
自
身
が
社
外

重
役
を
務
め
る
ニ
ン
テ
ン
ド
ー

の
商
品
と
30
年
間
務
め
た
テ
ィ

フ
ァ
ニ
ー
の
商
品
と
の
共
通
点

を
５
つ
挙
げ
た
。
一
つ
は
、
ど

ち
ら
も
生
き
て
い
く
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
は
な
い
こ

と
。「
欲
し
い
か
ら
買
う
」
も

の
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、

デ
ザ
イ
ン
が
洗
練
さ
れ
て
い
て

高
品
質
な
こ
と
、
３
つ
目
は
、

共
に
商
品
開
発
に
長
い
歴
史
を

持
つ
こ
と
、
４
つ
目
は
人
を
幸

福
（
ハ
ッ
ピ
ー
）
に
す
る
商
品

で
あ
る
こ
と
、
５
つ
目
は
価
値

を
維
持
す
る
し
っ
か
り
し
た
経

営
管
理
の
下
で
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
学
生
た
ち
へ
の
花
向

け
の
言
葉
と
し
て
（
１
）
自
分

の
限
界
を
自
分
で
決
め
て
し
ま

わ
な
い
こ
と
（
２
）
怖
気
づ
く

よ
う
な
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦

す
る
こ
と
（
３
）
完
璧
な
タ
イ

ミ
ン
グ
を
待
た
な
い
こ
と（
４
）

柔
軟
性
を
持
つ
こ
と
（
５
）
常

に
最
高
の
自
分
を
保
つ
こ
と
ー

の
５
つ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

将
来
へ
ア
ド
バ
イ
ス

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
元
社
長

デ
ィ
メ
イ
美
代
子
氏

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
の
第
55
回
奨
学
金

授
与
式
が
５
月
29
日
ハ
ー
バ
ー

ド
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
３
州
内
に

住
む
高
校
３
年
生
で
こ
の
秋
に

米
国
の
大
学
に
進
学
す
る
日
本

人
・
日
系
人
の
生
徒
15
人
に
総

額
８
万
ド
ル
と
２
枚
の
航
空
券

が
授
与
さ
れ
た
。
大
学
院
生
に

は
第
18
回
本
庄
奨
学
金
と
し
て

５
人
に
総
額
３
万
ド
ル
が
北
米

伊
藤
園
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
式

典
で
は
佐
藤
貢
司
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大
使
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

基
調
講
演
者
と
し
て
高
級
宝

飾
店
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
の
元
社
長
で
現
在
ニ
ン
テ
ン

ド
ー
や
日
本
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
社
外
取
締
役
を
務
め
る
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
小
売
戦
略
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
デ
ィ
メ
イ
美
代

子
氏
が
招
か
れ
た
。（
講
演
要

旨
別
項
）

　

第
55
回
Ｊ
Ａ
Ａ
奨
学
金
の
受

賞
者
は
次
の
通
り
。

　
（
１
）
村
瀬
裕
子
フ
ァ
ミ
リ

ー
賞
（
１
万
２
０
０
０
ド
ル
と

全
日
空
の
日
米
往
復
航
空
券
）

堀
古
慶
太
さ
ん
（
カ
レ
ジ
エ
イ

ト
ス
ク
ー
ル
）　

ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
。（
２
）
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ

賞
（
１
万
ド
ル
）
エ
ド
リ
ア

ン
・
ゴ
ド
フ
ロ
イ
・
ア
キ
ラ
・

ボ
ウ
バ
ー
ド
さ
ん
（
リ
バ
ー
デ

ー
ル
郡
ス
ク
ー
ル
）
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
。（
３
）
角
田
恵

理
賞
（
８
０
０
０
ド
ル
）
熊
井

花
子
さ
ん
（
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大

学
。（
４
）
富
川
宗
次
博
士
賞

（
７
５
０
０
ド
ル
）
島
田
隼
さ

ん
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ス
ク
ー
ル
）

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
校
。（
５
）
北

米
三
菱
商
事
賞
（
５
０
０
０
ド

ル
）
ジ
ュ
リ
ー
・
グ
レ
ー
ス
・

グ
ル
ソ
ン
さ
ん
（
ブ
ロ
ン
ク
ス

サ
イ
エ
ン
ス
高
校
）
ミ
シ
ガ
ン

大
学
。（
６
）
米
国
三
井
Ｕ
Ｓ

Ａ
財
団
賞
（
５
０
０
０
ド
ル
）

井
出
諒
さ
ん（
ハ
リ
ソ
ン
高
校
）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
校
。（
７
）
米
国
オ
リ

エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

賞
（
５
０
０
０
ド
ル
）
内
海
あ

や
か
さ
ん
（
ス
リ
ー
ピ
ー
ホ
ロ

ウ
高
校
）
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ

ン
ス
大
学
。（
８
）
東
京
海
上

火
災
ア
メ
リ
カ
賞
（
５
０
０
０

ド
ル
）
ア
サ
・
タ
ク
・
ホ
シ

ノ
・
グ
ラ
ス
マ
ン
さ
ん
（
コ
ロ

ン
ビ
ア
高
校
）
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
。（
９
）

遊
馬
や
よ
い
メ
モ
リ
ア
ル
賞

（
５
０
０
０
ド
ル
）
大
西
珠
璃

亜
さ
ん（
パ
ー
ル
リ
バ
ー
高
校
）

バ
ッ
サ
ー
カ
レ
ッ
ジ
。（
10)

江
見
啓
司
ロ
バ
ー
ト
医
学
博
士

賞
（
５
０
０
０
ド
ル
）
高
橋
彗

大
さ
ん
（
ジ
ェ
リ
コ
高
校
）
エ

モ
リ
ー
大
学
。（
11
）
一
戸
＆

堀
重
賞
（
５
０
０
０
ド
ル
）
荻

野
フ
リ
ー
ド
マ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン

さ
ん
（
ポ
ー
ル
・
Ｄ
・
シ
ュ
ラ

イ
バ
ー
高
校
）
南
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
。（
12
）
永
松
ジ
ョ

ー
ジ
医
学
博
士
＆
永
松
和
子
賞

（
５
０
０
０
ド
ル
）
レ
オ
・
ラ

ン
グ
レ
ー
さ
ん
（
バ
ー
ゲ
ン
カ

ウ
ン
テ
ィ
ー
・
テ
ク
ニ
カ
ル
高

校
）
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
。（
13
）
Ｎ
Ｈ

Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
メ
リ

カ
賞
（
３
０
０
０
ド
ル
）
ノ
ニ
・

ハ
ー
ダ
ウ
ェ
イ
さ
ん
（
ブ
ロ
ン

ク
ス
サ
イ
エ
ン
ス
高
校
）
ノ
ー

ス
ウ
エ
ス
タ
ン
大
学
。（
14
）

西
宮
伸
一
大
使
賞
（
３
０
０
０

ド
ル
）
篠
崎
暁
人
さ
ん
（
イ
ー

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
高
校
）
ミ
ネ

ソ
タ
大
学
。（
15
）
全
日
空
ジ

ャ
パ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
賞
（
Ｊ
Ａ

Ａ
か
ら
１
０
０
０
ド
ル
と
日
本

往
復
航
空
券
）
ト
ー
マ
ス
・
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ッ
キ
ニ
ー

さ
ん
（
グ
リ
ニ
ッ
チ
高
校
）
コ

ー
ネ
ル
大
学
。
以
上
15
人
。

　

第
19
回
本
庄
奨
学
金

　

５
人
に
総
額
３
万
ド
ル

第
55
回
奨
学
金
授
与
式

未
来
担
う
若
者
支
援

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
15
人
に
８
万
ド
ル

　

日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
）
は
20 

日
（
金
）

午
後
６
時
か
ら
特
別
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
政
策
と
現

場
か
ら
考
え
る
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
戦
略
の
『
次
の
一
手
』」

を
２
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
開
催

す
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦

略
は
、
企
業
の
価
値
創
造
に
お

い
て
、
環
境
・
社
会
・
収
益
い

ず
れ
の
持
続
可
能
性
も
確
保
し

て
い
く
た
め
の
考
え
方
。
米
国

に
お
い
て
、DEI

（Diversity

（
多
様
性
）・Equity

（
公
平

性
）・Inclusion

（
包
括
性
））

へ
の
逆
風
が
顕
在
化
す
る
中
、

米
国
の
大
手
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
ド
や
、
自
身
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

戦
略
を
実
践
し
て
き
た
、
社
会

起
業
家
の
花
沢
菊
香
氏
と
、
直

近
の
環
境
政
策
の
動
向
に
詳
し

い
、
在
米
国
日
本
大
使
館
一
等

書
記
官
の
山
王
静
香
氏
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
迎
え
、
今
後
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
戦
略
の
あ
る

べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
討
論

す
る
。
司
会
進
行
は
、
環
境

省
か
ら
の
派
遣
で
イ
ェ
ー
ル

大
学
環
境
ス
ク
ー
ル
の
修
士

課
程
に
在
籍
中
の
鎌
倉
真
奈

氏
（
現
在
、JCCI NY/NC

で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
中
）
が
務

め
る
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
の
後
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
の
時
間
を
設
け
る
。
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
使
用
言
語
は
日

本
語
。
参
加
費
（
飲
み
物
・
軽

食
付
き
）
会
員
15
ド
ル
、
ゲ
ス

ト
・
一
般
25
ド
ル
。
学
生
5

ド
ル
（
要
身
分
証
明
書
）。
詳

細
と
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://form.jotform.

com/Nippon_Club/Special-
Panel-Discussion-June20

持続可能性次の一手
米国での戦略を探る
20 日に特別討論会

　

北
米
伊
藤
園
が
在
米
の
大
学

院
生
や
研
究
者
を
対
象
に
支
援

す
る
第
19
回
本
庄
奨
学
金
（
総

額
３
万
ド
ル
）
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

　
（
１
）
サ
ラ
・
オ
コ
ー
ネ
ル

さ
ん
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学

院
）
８
０
０
０
ド
ル
。（
２
）

エ
チ
ネ
・
ギ
ャ
グ
ノ
ン
さ
ん（
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
）
７
０
０
０

ド
ル
。（
３
）
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・

フ
ィ
ゼ
ッ
ク
さ
ん
（
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
大
学
院
）
５
０
０
０

ド
ル
。（
４
）リ
キ
オ
・
ジ
ョ
ン
・

イ
ノ
ウ
エ
さ
ん
（
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
大
学
院
）
５
０
０
０
ド

ル
。（
５
）
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・

パ
オ
さ
ん
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
大
学
院
）
５
０
０
０
ド
ル
。

以
上
５
人
。

https://www.fivelightscenter.com/
http://myriverside.net/home
https://form.jotform.com/Nippon_Club/Special-Panel-Discussion-June20
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

ア
メ
リ
カ
に
進
出
し
た
い
企
業

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
ん

だ
っ
て
？
」会
社
社
長
の
鬣（
た

て
が
み
）
は
お
も
む
ろ
に
会
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉

（
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、
通
称
、

譲
謙
）
に
尋
ね
た
。

　
「
は
い
。
先
日
、
ア
メ
リ
カ

進
出
の
リ
モ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た
」「
ど
ん
な
内
容

の
セ
ミ
ナ
ー
じ
ゃ
」「
ア
メ
リ

カ
進
出
の
形
態
か
ら
始
ま
っ

て
、
駐
在
員
の
ビ
ザ
取
得
、
労

働
法
問
題
、
駐
在
員
の
給
与
計

算
方
法
、
ア
メ
リ
カ
進
出
の

場
所
の
選
定
、
保
険
制
度
と

４
０
１（
ｋ
）、会
計
シ
ス
テ
ム
、

会
計
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
法

人
税
、
財
務
諸
表
、
撤
退
の
方

法
ま
で
で
す
」「
随
分
あ
る
の

う
」「
は
い
、
こ
れ
で
も
ま
だ

足
り
な
い
く
ら
い
で
す
」「
ほ

う
そ
う
か
。
そ
れ
じ
ゃ
、
そ
れ

ぞ
れ
、
ど
ん
な
内
容
か
教
え
て

く
れ
ん
か
？
」「
は
い
、
ま
ず

進
出
形
態
で
す
が
、
レ
ッ
プ
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
出
す
の
か
、
支

店
で
出
す
の
か
、
あ
る
い
は
株

式
会
社
な
の
か
、
Ｌ
Ｌ
Ｃ
な
の

か
な
ど
が
あ
り
ま
す
」「
進
出

方
法
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
あ
る

な
」「
そ
の
通
り
で
す
。
次
に

駐
在
員
の
ビ
ザ
で
す
。
こ
ち
ら

は
駐
在
員
の
場
合
に
は
ほ
と
ん

ど
が
、
Ｌ
ビ
ザ
か
Ｅ
ビ
ザ
だ
と

思
い
ま
す
」「
そ
う
だ
な
、
わ

し
の
友
達
の
駐
在
員
も
た
し
か

Ｌ
ビ
ザ
だ
っ
た
と
思
う
」「
労

ア
メ
リ
カ
進
出

働
法
は
、
従
業
員
が
不
愉
快
に

思
わ
な
い
よ
う
な
仕
事
環
境
を

維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

「
そ
う
だ
な
、
こ
れ
は
日
本
の

労
働
環
境
と
か
な
り
違
う
だ
ろ

う
な
」「
は
い
、
日
本
の
感
覚

で
従
業
員
に
接
す
る
と
失
敗
す

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

給
与
計
算
は
、
駐
在
員
は
ネ
ッ

ト
支
給
、
現
地
社
員
は
グ
ロ
ス

で
の
支
給
で
す
の
で
、
か
な
り

異
な
り
ま
す
」「
そ
う
じ
ゃ
、

こ
こ
は
一
番
気
の
使
う
と
こ
ろ

じ
ゃ
な
」「
ア
メ
リ
カ
で
の
進

出
都
市
で
す
が
、
取
引
先
が
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
近
く
の
都

市
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
期

投
資
を
抑
え
て
人
を
置
か
な
い

場
合
に
は
、
選
択
肢
が
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
」「
デ
ラ
ウ
エ
ア

な
ん
か
人
気
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
？
」「
は
い
そ
の
通
り
で

す
。
ま
た
、
最
近
は
ネ
ッ
ト
販

売
が
多
い
の
で
、
そ
の
売
上
が

ど
こ
の
州
で
上
が
っ
て
い
る
か

に
も
よ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
保
険
制
度
で
す
が
、
公

的
な
保
険
は
日
本
と
制
度
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
留
意
が
必
要

で
す
。
さ
ら
に
老
後
の
年
金
制

度
と
し
て
の
４
０
１
（
ｋ
）
は

重
要
な
従
業
員
の
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
運
用
も
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
」「
そ
う
だ
よ

な
。
う
ち
で
も
４
０
１
（
ｋ
）

は
採
用
し
て
い
る
ぞ
」「
会
計

シ
ス
テ
ム
は
会
社
が
始
ま
る
と

す
ぐ
に
導
入
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
主
流

は
オ
ン
ラ
イ
ン
経
理
シ
ス
テ
ム

で
す
」「
う
ち
もQuickBooks 

Online

を
使
用
し
て
い
る
ぞ
」

「
あ
と
は
会
計
に
関
す
る
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に

ど
こ
ま
で
任
せ
る
か
で
す
」「
う

ち
も
経
理
の
一
部
は
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
を
頼
ん
で
い
て
大
い

に
助
か
っ
て
い
る
」「
最
後
は

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
撤
退
方
法
で

す
。
ど
の
よ
う
な
投
資
で
も
Ｅ

ｘ
ｉ
ｔ
の
方
法
を
知
っ
て
か
ら

始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」「
あ

り
が
と
う
よ
く
わ
か
っ
た
。
今

度
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
時

は
わ
し
も
参
加
し
て
み
る
と
し

よ
う
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)
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昨
今
よ
く
言
わ
れ
る
「
弱
肉

強
食
」
の
時
代
。
強
い
も
の
が

生
き
残
り
弱
い
も
の
は
駆
逐
さ

れ
る
。
冷
た
い
世
の
中
に
な
っ

た
も
の
で
悲
し
い
で
す
ね
。
特

に
「
金
さ
え
あ
れ
ば
な
ん
で
も

で
き
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

全
て
の
風
潮
を
蔑
ん
で
し
ま
う

重
力
が
あ
る
と
さ
え
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
「
な
ん
で
も

で
き
る
」
に
含
ま
れ
る
パ
ワ
ー

ワ
ー
ド
に
欲
し
い
風
潮
の
一
部

に「
弱
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る
」

と
い
う
「
愛
」
さ
え
あ
れ
ば
、

逆
に
そ
の
重
力
を
一
転
さ
せ
る

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
い

う
よ
り
、
人
間
に
と
っ
て
そ
う

い
う
や
や
こ
し
い
こ
と
を
議
論

す
る
以
前
に
、
自
然
界
、
特
に

動
物
界
で
は
、
海
で
も
山
で
も

森
で
も「
強
者
が
弱
者
を
救
う
」

の
は
生
き
る
も
の
と
し
て
当
然

の
行
為
で
す
。
た
ま
に
動
画
サ

イ
ト
で
観
ら
れ
る
、「
大
泣
き

し
て
い
る
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
」

を
犬
や
猫
、た
ま
に
は
鳥
が「
自

分
が
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
」

と
そ
わ
そ
わ
近
づ
い
て
、
オ

ロ
オ
ロ
と
困
っ
た
顔
を
し
な
が

ら
、
手
で
さ
す
っ
た
り
、
寄
り

添
っ
た
り
し
て
い
る
姿
が
流
れ

て
く
る
と
、
本
当
に
癒
さ
れ
る

も
の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
無
力

だ
と
い
う
こ
と
を
動
物
た
ち
も

よ
く
理
解
し
て
い
る
と
い
う
本

能
が
確
認
で
き
る
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
事
件
で
す
！
弱

者
の
財
布
を
狙
っ
た
盗
難
事
件

が
私
の
施
設
で
起
き
ま
し
た
。

設
置
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
や
勤

務
シ
フ
ト
か
ら
犯
人
の
目
処
は

絞
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
社
内

外
に
関
わ
り
の
あ
る
人
た
ち
に

は
伏
せ
て
い
る
現
状
で
、
そ
の

時
点
で
偏
っ
た
視
点
で
見
て
は

い
け
な
い
と
思
い
、
普
段
通
り

に
泳
が
せ
て
い
る
状
態
で
す

が
、
し
か
し
「
こ
の
時
間
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
こ
の
人
な
ら

バ
レ
な
い
」
と
い
う
浅
い
知
恵

で
必
死
に
考
え
た
で
あ
ろ
う
ア

リ
バ
イ
に
辟
易
し
て
し
ま
い
ま

す
。
俺
を
誰
や
思
う
て
ん
ね

ん
。
大
体
の
目
処
は
立
っ
て
ん

本
当
に
強
い
も
の

ね
ん
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
「
そ
ん
な
悪
い
こ
と

す
る
人
は
い
な
い
は
ず
」
と
楽

観
視
し
て
い
た
（
み
ん
な
を
信

用
し
て
い
た
）
私
が
悪
い
し
、

防
御
策
を
考
え
て
い
な
か
っ
た

私
の
ミ
ス
な
の
で
す
。
全
部
自

分
で
被
害
額
を
支
払
お
う
と
し

て
い
た
の
で
す
が
、
一
人
の
職

員
か
ら
の
「
絶
対
犯
人
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
怖
い
で
す
」

と
い
う
言
葉
が
私
を
動
か
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
弱
者
を
狙
っ

た
薄
汚
い
魂
胆
に
怒
り
が
込
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
警

察
に
被
害
届
を
出
し
、
指
紋
の

採
取
の
た
め
、
財
布
を
押
収
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
が
、
そ
の

警
察
、
動
か
な
い
の
で
す
…
。

押
し
て
も
引
い
て
も
（
電
話
し

て
も
登
庁
し
て
話
を
し
て
も
）、

警
察
は
「
担
当
者
が
席
を
外
し

て
ま
し
て
、
わ
か
る
も
の
が
い

な
い
」「
明
日
明
後
日
は
忙
し

い
の
で
ま
た
電
話
し
ま
す
（
で

も
折
り
返
し
の
電
話
は
３
日
経

っ
て
も
か
か
っ
て
こ
な
い
）」

等
。
な
ん
か
、
日
本
の
倫
理
観

も
社
会
の
仕
組
み
も
制
度
も
捻

れ
切
っ
て
歪
ん
で
い
る
な
あ

と
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

「
弱
者
が
い
る
」「
そ
れ
を
狙
っ

た
犯
罪
者
が
い
る
」「
相
談
し

て
も
動
か
な
い
公
的
機
関
が
あ

る
」「
そ
の
狭
間
で
ど
う
し
た

ら
い
い
ん
だ
ろ
う
と
悩
む
僕
が

い
る
」「
そ
れ
を
さ
せ
て
く
れ

る
社
内
の
職
員
が
い
る
」「
動

物
が
い
る
」「
寄
り
添
っ
て
く

れ
る
」「
癒
さ
れ
る
」
…
、
そ

の
繰
り
返
し
の
毎
日
で
す
ね
。

「
信
じ
ら
れ
る
の
は
自
分
と
半

径
10
メ
ー
ト
ル
以
内
の
仲
間
」

と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
陸
の
孤

島
？
い
や
、
手
塚
治
虫
の
「
火

の
鳥
（
未
来
編
２
）」
の
５
千

年
の
孤
独
の
世
界
観
に
近
づ
い

て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
本
当
に
強
い
も
の
」
と
い

う
の
は
、
力
が
強
い
と
か
、
知

恵
が
働
く
と
か
、
逃
げ
足
が
早

い
も
の
で
は
な
く
、
自
然
や
社

会
の
環
境
が
変
化
し
た
際
に
、

適
応
し
て
生
き
残
る
こ
と
が
で

き
る
、
そ
れ
で
い
て
弱
者
を
守

り
抜
く
存
在
を
指
す
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
「
種
の
起
源
」
で
も
一
部
そ

の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
信
じ
た
い
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

Ｗ
Ｅ
Ｐ
制
度
の
終
焉
が
運
ぶ
幸
せ

　

こ
れ
ま
で
米
国
年
金
の
受

給
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
Ｗ
Ｅ

Ｐ
（W

indfall Elimination 
Provision

棚
ぼ
た
排
除
条
項
）

制
度
の
終
焉
に
向
け
て
Ｓ
Ｓ
Ａ

で
は
現
在
2
つ
の
対
応
策
が

着
々
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
対
応
策
が
同
時
進
行
し
て

い
る
た
め
米
国
年
金
と
日
本
の

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に

と
り
混
乱
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
対
応
策
の
現
状
を
整
理
し
ま

す
。

　

対
応
策
１
は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
制
度

そ
の
も
の
の
廃
止
に
伴
う
も

の
で
す
。
２
０
２
５
年
1
月

5
日
バ
イ
デ
ン
大
統
領
がThe 

Social Security Fairness 
Act

に
署
名
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
米
国
年
金
減
額
制

度
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
Ｗ
Ｅ

Ｐ
（W

indfall Elimination 
Provision

棚
ぼ
た
条
項
）

と
Ｇ
Ｐ
Ｏ
（Government 

Pension Off set

政
府
年
金
オ

フ
セ
ッ
ト
）
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
Ｗ
Ｅ
Ｐ
・
Ｇ
Ｐ
Ｏ
に
よ

り
減
額
を
受
け
て
い
る
受
給
者

の
減
額
分
は
、
２
０
２
４
年
1

月
分
の
年
金
支
給
ま
で
遡
及
し

て
順
次
受
給
者
に
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
前
に
遡
り
減

額
分
が
支
払
い
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。今
回
の
Ｗ
Ｅ
Ｐ
・

Ｇ
Ｐ
Ｏ
制
度
廃
止
に
伴
う
減
額

分
の
還
付
対
象
に
は
、
日
本
の

厚
生
年
金
受
給
者
で
、
米
国
年

金
加
入
期
間
が
40
ク
レ
ジ
ッ
ト

以
上
の
方
及
び
国
民
年
金
受
給

者
で
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
減
額
の
誤
適
用

を
従
前
か
ら
受
け
て
来
た
方
も

含
ま
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
Ｈ
Ｐ

に
は
５
月
16
日
時
点
で
還
付
対

象
者
２
８
０
万
人
中
86
％
に
あ

た
る
２
４
０
万
人
へ
の
還
付
は

終
わ
り
、
今
年
の
11
月
初
旬
ま

で
に
は
作
業
完
了
予
定
と
の
こ

と
で
す
。
作
業
の
結
果
、
給
付

金
が
ほ
と
ん
ど
増
加
し
な
い
人

も
い
れ
ば
、
毎
月
１
０
０
０
ド

ル
以
上
増
額
さ
れ
る
人
も
い

ま
す
。
私
の
所
に
も
4
月
か

ら
年
金
額
が
増
額
し
加
え
て

２
０
２
４
年
1
月
か
ら
差
し
引

か
れ
て
い
た
減
額
分
が
一
時
金

で
送
金
さ
れ
て
き
た
と
の
喜
び

の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

対
応
策
２
は
２
０
２
３
年
4

月
Ｓ
Ｓ
Ａ
（
米
国
社
会
保
障

庁
）
か
ら
２
０
２
２
年
7
月
1

日
付
け
で
、
日
本
の
国
民
年
金

は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
対
象
外
で
あ

る
と
い
う
通
知
が
発
信
さ
れ
、

以
降
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
の
誤

適
用
相
当
の
年
金
額
還
付
作
業

を
継
続
中
で
す
。
こ
の
作
業
は

対
応
策
１
と
は
異
な
り
還
付
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
は
っ
き
り
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
あ
と
数
年
は

掛
か
る
模
様
で
す
。
現
に
Ｗ
Ｅ

Ｐ
の
本
来
の
減
額
対
象
で
あ
る

老
齢
厚
生
年
金
の
金
額
を
確
認

し
そ
の
上
で
減
額
計
算
の
や
り

直
し
を
行
う
為
の
基
礎
情
報
を

入
手
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら

Ｗ
Ｅ
Ｐ
減
額
適
用
者
に
対
し
て

FormSSA308

が
届
い
て
い

ま
す
。
な
おFormSSA308

の
記
入
で
注
意
す
べ
き
は
年
金

額
の
記
入
は
、
日
米
の
年
金
を

同
時
に
受
給
開
始
し
た
時
点
の

老
齢
厚
生
年
金
月
額
を
記
載
す

る
こ
と
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
対
応
策
の
１

と
２
が
同
時
並
行
で
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
日
米
の
年
金
受

給
者
に
と
り
混
乱
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
所
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
２
つ
の
対
応

策
に
は
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
応
策
１
の
根
拠
と
な
る
法
案

は
、
上
院
が
２
０
０
３
年
に
政

策
に
関
す
る
最
初
の
公
聴
会
を

開
催
し
て
以
来
、
何
十
年
も
か

け
て
議
会
に
提
出
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
や
っ
と
法
案
が
承
認

さ
れ
た
わ
け
で
す
。
対
応
策
２

の
根
拠
と
な
る
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適
用

も
２
０
０
５
年
日
米
社
会
保
障

協
定
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
私
が

皆
さ
ん
と
共
に
取
り
組
み
始
め

て
約
20
年
弱
か
か
り
ま
し
た
が

解
決
出
来
ま
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｐ
に

関
し
て
の
投
稿
は
こ
れ
が
最
後

と
な
る
で
し
ょ
う
。
改
め
て
皆

さ
ん
と
共
に
Ｗ
Ｅ
Ｐ
制
度
の
終

焉
を
心
か
ら
祝
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領

事
館
は
４
日
、
米
国
政
府
か
ら

米
国
に
所
在
す
る
す
べ
て
の
外

国
公
館
に
対
し
て
、
法
令
の
遵

守
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
が
あ

っ
た
こ
と
を
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
に
登
録
し
て
い
る
在
留
邦
人

に
通
達
し
た
。

　

通
達
内
容
は
次
の
通
り
（
原

文
ま
ま
）

（
１
） 

５
月
29
日
（
木
）、
米
国

政
府
か
ら
日
本
を
含
む
各
国
大

使
館
・
総
領
事
館
に
対
し
て
、

米
国
内
に
お
け
る
法
令
の
遵
守

に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
が
あ
り

ま
し
た
。

　

米
国
政
府
か
ら
の
連
絡
で

は
、
米
国
へ
の
不
法
入
国
、
米

国
内
に
お
い
て
滞
在
期
限
を
超

過
し
不
法
滞
在
と
な
る
、
あ
る

い
は
そ
の
他
の
法
令
違
反
を
す

る
と
、
逮
捕
・
罰
金
・
懲
役
の

リ
ス
ク
が
あ
る
ほ
か
、
国
外
退

去
処
分
と
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
国
外
退
去
と

な
っ
た
場
合
、
米
国
へ
の
再
入

国
が
永
久
に
禁
止
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
旨
、
自
国
民
に
周
知

す
る
よ
う
各
国
公
館
に
求
め
て

い
ま
す
。

　

在
留
邦
人
及
び
渡
航
者
の
皆

様
に
お
か
れ
て
は
、不
法
入
国
、

不
法
滞
在
、法
令
違
反
行
為（
資

格
外
活
動
や
飲
酒
運
転
等
）は
、

逮
捕
・
拘
留
さ
れ
た
り
、
多
額

の
罰
金
が
課
さ
れ
る
リ
ス
ク
、

さ
ら
に
は
査
証
・
滞
在
資
格
が

取
消
さ
れ
、国
外
退
去
と
な
り
、

そ
の
後
再
入
国
が
禁
止
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
御
注
意
く
だ
さ
い
。

（
２
） 

米
国
政
府
は
、
不
法
滞

在
中
の
外
国
人
に
対
し
て
速
や

か
な
出
国
を
促
し
て
お
り
、
帰

国
費
用
が
な
い
場
合
に
は
、
国

土
安
全
保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
が

提
供
し
て
い
るCBP Home 

App

を
通
じ
て
帰
国
支
援
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
な
お
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
い

る
場
合
は
、
当
館
又
は
最
寄
り

の
総
領
事
館
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
３
）
米
国
の
出
入
国
、
滞
在

に
関
係
す
る
法
律
制
度
や
手
続

き
等
に
つ
い
て
支
援
・
助
言
が

必
要
な
方
は
当
館
又
は
最
寄
り

の
総
領
事
館
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
弁
護
士
リ
ス
ト
の
提
供
も

可
能
で
す
。
ま
た
、万
一
逮
捕
・

拘
禁
さ
れ
た
場
合
に
は
、
現
地

警
察
等
に
対
し
、
当
館
又
は
最

寄
り
の
総
領
事
館
に
連
絡
す
る

よ
う
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
４
） 

米
国
査
証
・
滞
在
資
格

に
関
し
て
は
、
緊
密
に
米
側
と

意
思
疎
通
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
領
事
メ
ー
ル
等
を
通
じ
て

情
報
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

法
令
の
遵
守
を
通
達

米
国
政
府
が
す
べ
て
の
在
外
公
館
に
注
意
喚
起

NY日本総領事館

https://www.maxjob.com/
https://www.hondag.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
mailto:info@helpz.jp
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mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025年（令和 7年）6月 7日（土）
　

日
本
ク
ラ
ブ
は
5
月
28
日
、

年
次
総
会
及
び
特
別
理
事
会
を

開
催
し
、
次
の
通
り
本
年
度
の

役
員
を
選
出
し
た
。

　

会
長
に
為
田
耕
太
郎
氏
（
米

州
住
友
商
事
会
社
）。
副
会
長

は
山
本
明
氏
（
デ
ロ
イ
ト 

Ｌ

Ｌ
Ｐ
）、
松
浦
修
司
氏
（
み
ず

ほ
銀
行
）、
植
村
義
之
氏
（
ダ

イ
キ
ン
Ｕ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ

ン
）、
魚
返
大
輔
氏
（
東
京
海

上
ア
メ
リ
カ
）、
山
口
幸
一
氏

（
双
日
米
国
会
社
）、
柳
川
正
宏

氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
）。
ト
レ

ジ
ャ
ラ
ー
は
猪
又
正
大
氏
（
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ
Ｌ
Ｌ
Ｐ
）。
セ
ク
レ
タ

リ
ー
は
村
瀬
悟
氏（
メ
イ
ヤ
ー
・

ブ
ラ
ウ
ン
法
律
事
務
所
）。
事

務
所
長
・
前
田
正
明
氏
（
日
本

ク
ラ
ブ
）。

日
本
ク
ラ
ブ
会
長
に

為
田
耕
太
郎
氏

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所

新
会
頭
に
松
井
氏

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
は
4
月
23

日
、
年
次
総
会
及
び
特
別
理
事

会
を
開
催
し
、
次
の
通
り
本
年

度
の
役
員
を
選
出
し
た
。

　

新
会
頭
に
松
井
透
氏
（
米
国

三
井
物
産
株
式
会
社
） 

。
副
会

頭
に
広
瀬
直
氏
（
丸
紅
米
国
会

社
）、
川
野
浩
史
氏
（
株
式
会

社 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）、
岡
本

慎
一
氏
（
日
本
生
命
保
険
相
互

会
社
）、
河
村
諭
氏
（
野
村
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
メ
リ
カ 

イ

ン
ク
）、西
村
文
孝
氏（
ソ
ニ
ー
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
）、熊
倉
俊
彦
氏
（
サ

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
と
ジ
ェ

ッ
ト
ブ
ル
ー
航
空
は
共
同
で
５

月
29
日
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
組
み
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
航
空
の
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ

デ
ィ
国
際
空
港
の
就
航
も
再
開

さ
れ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

同
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
「
ブ

ル
ー
・
ス
カ
イ
」
で
は
、
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
航
空
は
早
く
と
も

２
０
２
７
年
か
ら
１
日
最
大
７

往
復
分
の
同
空
港
（
タ
ー
ミ
ナ

ル
６
）
の
発
着
枠
を
ジ
ェ
ッ
ト

ブ
ル
ー
空
港
か
ら
得
る
こ
と
に

な
り
「
さ
ら
に
自
分
の
予
定
に

合
っ
た
フ
ラ
イ
ト
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
伝
え
て
い

る
。
ま
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空

の
マ
イ
レ
ー
ジ
プ
ラ
ス
、
ジ
ェ

ッ
ト
ブ
ル
ー
航
空
の
ト
ゥ
ル
ー

ブ
ル
ー
、
両
社
の
マ
イ
ル
数
を

同
時
に
貯
め
て
国
内
国
際
線
で

利
用
で
き
、
優
先
搭
乗
や
無
料

の
座
席
指
定
、
当
日
の
空
席
待

ち
／
交
換
を
含
む
ロ
イ
ヤ
ル
テ

ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
両
社
で
適

用
す
る
。

　

ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
航
空
の
ジ

ョ
ア
ン
ナ
・
ジ
ェ
ラ
テ
ィ
最
高

経
営
責
任
者
は
同
提
携
に
関
し

「
顧
客
中
心
主
義
の
２
社
が
、

利
用
者
に
は
さ
ら
な
る
選
択

肢
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
さ
ら

な
る
価
値
を
提
供
す
る
、
航
空

業
界
に
と
っ
て
は
大
き
な
前
進

と
な
る
」
と
話
し
て
い
る
。
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
、
15
年
に

他
都
市
間
の
便
数
が
制
限
さ
れ

利
益
が
な
い
と
い
う
理
由
で
同

空
港
の
就
航
を
中
止
し
、
３
年

前
に
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
十

分
な
発
着
枠
を
確
保
で
き
ず
同

空
港
か
ら
撤
退
し
て
い
た
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｊ
Ｆ
Ｋ
に
復
帰

ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
と
の
提
携
で

ン
ト
リ
ー
ア
メ
リ
カ
）。
ト
レ

ジ
ャ
ラ
ー
に
森
本
浩
徳
氏
（
米

国
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）。

セ
ク
レ
タ
リ
ー
に
猪
又
正
大
氏

（
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
）、
事
務

所
長
に
前
田
正
明
氏
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
）

　

レ
バ
レ
ジ
ー
ズ
Ｕ
Ｓ
イ
ン
ク

（
本
社
シ
ア
ト
ル
）
は
、
株
式

会
社
カ
ル
チ
ャ
リ
ア
（
本
社
東

京
）と
共
催
で
、６
月
25
日（
水
）

午
後
８
時
か
ら
、
米
国
で
働
く

マ
ネ
ジ
ャ
ー
職
の
人
を
対
象
と

し
た
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）「
チ
ー
ム

満
足
か
ら
チ
ー
ム
ハ
ピ
ネ
ス
へ

〜
米
国
組
織
で
働
く
日
本
人
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
た
め
の
組
織
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
入
門
」を
開
催
す
る
。

　

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ク
イ
ズ

や
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
：
ソ
ク
ラ
テ
ス
型 vs. 
孔

子
型
、
初
級
・
ア
メ
リ
カ
労
働

法
ク
イ
ズ
、
成
功
す
る
業
績

評
価
：
中
級
編
の
紹
介
、
報

酬
設
計
の
基
本
：Total Cash 

Compensation

：
上
級
編
の

導
入
、従
業
員
幸
福
度
の
活
用
：

満
足
度
と
の
違
い
と
は
？
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

　

講
師
は
、
日
本
企
業
の
働
き

方
改
革
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
で
長
年
の
実
績
が
あ
る
株
式

会
社
カ
ル
チ
ャ
リ
ア
代
表
取
締

役
社
長
の
奥
山
由
美
子
氏
。

　

問
い
合
わ
せ
・
参
加
申

し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル us-

marketing@leverages.jp

ま

で
。

米国企業で
働く管理職に
25日にウェビナー

　

第
98
回
Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

が
6
月
13
日
（
金
）
午
後
６
時

30
分
か
ら
、
東
京
大
学
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
）で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
は
「
脱
炭
素
化
・
Ｇ
Ｘ

の
今
と
と
も
に
押
さ
え
る
！
エ

ネ
ル
ギ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
と
題

し
、
海
外
大
学
院
、
石
油
メ
ジ

ャ
ー
、
外
資
系
化
学
メ
ー
カ
ー

な
ど
、
化
学
系
の
現
場
を
渡
り

歩
い
て
き
た
飯
田
剛
之
氏
を
迎

え
、
複
雑
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
話

題
を
噛
み
砕
い
て
、
ど
う
読
み

解
き
、
事
業
化
し
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、

ヒ
ン
ト
が
伝
え
ら
れ
る
。
飯
田

氏
は
、
東
京
大
学
に
て
博
士

号
（
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
）
を

取
得
。
そ
の
間
、
日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
1
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

にVisiting Student

と
し
て

１
年
間
留
学
。
博
士
号
取
得

後
、
海
外
企
業
へ
の
就
職
を
目

指
し
、ExxonMobil

お
よ
び

BASF

（
米
）
に
て
新
規
触
媒

開
発
に
よ
る
化
学
プ
ロ
セ
ス
の

効
率
化
や
環
境
保
全
に
関
す
る

研
究
・
製
品
開
発
に
従
事
し
た
。

　

参
加
費
は
30
ド
ル
。
希
望

者
は
6
月
６
日
ま
で
に
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
（https://

ssl.form
-m

ailer.jp/
fms/0cc3015d855959

）

か
ら
。 ＮＹ　ＭＢＡの会

飯田剛之氏が講演
13 日に東大NYオフィスで

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
９
日
、
州
都
オ
ー
ル
バ
ニ

で
ロ
ン
・
キ
ム
Ｎ
Ｙ
州
下
院
議

員
及
び
ラ
リ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
在
オ
ー
ル
バ

ニ
日
本
国
名
誉
領
事
と
共
に
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
系
米
国
人

月
間
（
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
を
祝
う
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
に
は
２
０
０
万
人
以

上
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
系
米

国
人
が
居
住
し
、
２
０
２
４
年

２
月
に
は
州
内
の
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
経
済
的
・
社
会

的
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て

州
議
会
の
承
認
の
下
に
Ａ
Ａ
Ｐ

Ｉ
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
５
月
に
は
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
諸
国
系
米
国
人
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
主
催
に
よ
る
第

１
回
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ
サ
ミ
ッ
ト
（
州

内
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ

ー
ダ
ー
の
会
合
）が
開
催
さ
れ
、

本
年
５
月
29
日
及
び
30
日
に
は

第
二
回
目
が
開
催
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、米
国
、

と
り
わ
け
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に

お
け
る
日
本
の
存
在
感
を
高
め

る
意
味
も
含
め
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館

と
し
て
州
政
府
・
州
議
会
議
員
・

Ａ
Ａ
Ｐ
Ｉ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係

者
と
日
系
団
体
・
企
業
を
招
待

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
開
催
で
、
州
レ
ベ
ル
の
関

係
者
と
日
系
団
体
を
含
む
Ａ
Ａ

Ｐ
Ｉ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
活

性
化
に
貢
献
す
る
の
が
目
的
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
人
会
、
米
日
カ
ウ

ン
シ
ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

商
工
会
議
所
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
、
ジ
ェ
ト
ロ
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
、
日
本
政
府

観
光
局
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所

の
各
団
体
代
表
が
出
席
し
て
州

政
財
界
と
の
関
係
強
化
を
促
進

す
る
予
定
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議
で

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
祝
賀
会

　

菊
水
酒
造
株
式
会
社（
本
社
・

新
潟
県
新
発
田
市
、
髙
澤
大
介

社
長
）
は
２
日
、
同
社
の
新
商

品
「
純
米
生
原
酒　

し
ぼ
り
た

て
」
の
米
国
発
売
を
記
念
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

ｎ
ｏ　

Ｈ
Ａ

Ｎ
Ａ
で
初
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
ロ
ー
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
文
化

と
日
本
酒
の
魅
力
を
現
地
の

人
に
直
接
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
た
も
の
。
創
業

１
８
８
１
年
の
菊
水
の
伝
統
と

革
新
が
融
合
し
た
新
た
な
挑
戦

と
な
る
「
純
米
生
原
酒
」
は
、

米
と
水
だ
け
で
つ
く
ら
れ
、
火

入
れ
を
せ
ず
、
加
水
も
せ
ず
、

そ
の
ま
ま
の
風
味
を
し
ぼ
り
た

て
の
状
態
で
ア
ル
ミ
缶
に
閉
じ

込
め
た
「
生
」
の
日
本
酒
だ
。

　

当
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
の
森
美
樹
夫
大
使
、
新
潟
県

出
身
の
女
優
・
小
山
田
サ
ユ
リ

さ
ん
、
新
潟
酒
大
使
の
称
号
を

持
つ
大
坪
賢
次
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人

会
名
誉
会
長
、
輸
入
元
の
Ｎ
Ｙ

共
同
貿
易
の
中
西
亜
美
副
社
長

ら
大
勢
の
招
待
客
が
集
ま
っ

た
。

　

同
社
は
１
９
７
２
年
に
業
界

で
初
め
て
缶
酒
を
市
場
に
投

入
、
発
売
か
ら
50
年
以
上
経
つ

現
在
も
同
社
の
主
力
商
品
で
13

種
類
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
こ
れ

ま
で
４
億
本
を
販
売
し
て
い

る
。

　

五
代
目
の
髙
澤
社
長
は
、
挨

拶
の
中
で
、
日
本
国
内
で
の
菊

水
酒
造
の
歴
史
や
酒
造
り
の
様

子
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
映
像
で
紹
介
し
な
が
ら
、

同
社
が
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
た

缶
酒
の
４
つ
の
特
徴
で
あ
る
密

閉
性
、
軽
さ
、
冷
え
易
さ
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
合
致
し
た
リ
サ
イ

ク
ル
性
を
挙
げ
て
時
代
に
合
っ

た
容
器
に
よ
る
品
質
第
一
主
義

を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
将
来
六
代
目
社

長
と
な
る
海
外
営
業
担
当
の
髙

澤
俊
介
さ
ん
は
、
純
生
を
略
し

て
「
Ｊ
ド
ラ
フ
ト
と
呼
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
英
語
で
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
会
場
の
参
加
者
か
ら
は

「
パ
ン
チ
が
あ
っ
て
、
ピ
ザ
や

バ
ー
ガ
ー
に
も
合
う
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
た
。

会場で新製品「しぼりたて」を振る舞う髙澤社長（右）

新
潟
の
菊
水
酒
造

し
ぼ
り
た
て

純
米
生
原
酒

米
国
デ
ビ
ュ
ー

https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://www.swlgpc.com/jp/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:us-marketing@leverages.jp
mailto:us-marketing@leverages.jp
mailto:us-marketing@leverages.jp
https://s
https://ssl.form-mailer.jp/fms/0cc3015d855959
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日
本
の
ホ
ラ
ー
映
画
ブ
ー
ム

の
火
付
け
役
と
も
な
っ
た
映
画

「
リ
ン
グ
」（
１
９
９
８
年
公

開
、
鈴
木
光
司
原
作
、
中
田
秀

夫
監
督
）
の
上
映
会
が
５
月
28

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
行
わ
れ
、

会
場
は
米
国
人
フ
ァ
ン
の
会
員

で
満
席
と
な
っ
た
。
当
日
は
日

本
か
ら
原
作
者
の
鈴
木
光
司
氏

が
来
米
し
て
ス
テ
ー
ジ
で
司
会

者
の
質
問
に
答
え
、
映
画
制
作

当
時
の
こ
と
や
私
生
活
に
つ
い

て
語
っ
た
。
講
演
後
は
新
作
書

籍
『
ユ
ビ
キ
タ
ス
』
の
サ
イ
ン

会
も
行
っ
た
（
関
連
記
事
10
面

に
）。

　
「
私
の
映
画
で
お
化
け
が
出

て
く
る
の
は
貞
子
だ
け
で
す
。

ど
の
ホ
ラ
ー
映
画
で
も
、
血
や

グ
ロ
テ
ス
ク
な
映
像
や
暴
力
シ

ー
ン
は
出
て
こ
な
い
。
極
め
て

ロ
ジ
カ
ル
な
理
由
で
お
化
け
が

存
在
し
て
い
る
の
で
す
。
私
は

学
生
時
代
、
22
歳
の
時
に
小
説

家
に
憧
れ
、
小
説
家
に
な
る
な

ら
絶
対
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ま
で
飛
ん
で
そ

こ
か
ら
グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
バ
ス

で
米
国
大
陸
を
横
断
し
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
グ
リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ

ッ
ジ
の
安
宿
に
た
ど
り
つ
い

た
。
そ
こ
は
恐
ろ
し
く
狭
く
て

小
さ
な
ゴ
キ
ブ
リ
が
い
っ
ぱ
い

い
る
よ
う
な
部
屋
だ
っ
た
。
日

本
に
戻
っ
た
あ
る
日
、
ひ
ら
め

き
が
天
か
ら
降
っ
て
き
て
リ
ン

グ
の
構
想
が
で
き
３
か
月
で
小

説
は
完
成
し
た
ん
で
す
。
そ

れ
が
ス
マ
ッ
シ
ュ
ヒ
ッ
ト
し

て
、
ゴ
キ
ブ
リ
に
は
お
さ
ら
ば

し
た
訳
で
す
。
リ
ン
グ
は
Ｖ
Ｈ

Ｓ
と
い
う
現
代
の
亡
霊
と
言
え

る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
ス
ト
ー
リ

ー
の
主
軸
に
い
る
が
、
も
し

２
０
２
５
年
に
作
る
と
し
た
ら

ス
マ
ホ
だ
ろ
う
。
が
、
私
は
ス

マ
ホ
は
持
っ
て
い
な
い
。
ホ
ラ

ー
映
画
を
作
る
理
由
は
、
恐
怖

に
囚
わ
れ
て
い
る
と
よ
い
判
断

が
で
き
な
い
か
ら
論
理
的
な
ホ

ラ
ー
映
画
を
若
者
に
は
ど
ん
ど

ん
見
て
も
ら
っ
て
若
者
を
元
気

づ
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
か
ら
」
な
ど
と
語
っ
た
。
私

生
活
で
は
１
６
０
０
Ｃ
Ｃ
の
ヤ

マ
ハ
の
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
っ
た

り
、
ヨ
ッ
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、

柔
道
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
な

ど
も
す
る
バ
イ
ク
と
旅
行
を
愛

す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ラ
イ
フ
も

壇
上
で
披
露
し
た
。　
（
三
浦
）

JSで「リング」上映会
原作者の鈴木氏が来米

日
本
ホ
ラ
ー
映
画
の
金
字
塔
Ｎ
Ｙ
で

　

ウ
ク
レ
レ
奏
者
で
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
サ
カ
イ
に
よ
る
、
音
楽

と
共
に
祝
う
一
夜
限
り
の
誕
生

祭
コ
ン
サ
ー
ト
が
６
月
14
日

（
土
）
午
後
７
時
か
ら
、
ク
イ

ー
ン
ズ
区
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

シ
テ
ィ
に
あ
る
ウ
ク
レ
レ
シ
ョ

ッ
プ
「
ウ
ク
ハ
ッ
ト
」（3601 

36th Ave, 

）
で
開
催
さ
れ
る

（
入
場
料
30
ド
ル
）。
同
コ
ン
サ

ー
ト
は
12
日
（
木
）
か
ら
16
日

（
月
）
ま
で
行
わ
れ
る
「
ウ
ク

ハ
ッ
ト 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
５
」
の
一
環
と
し

て
開
催
。
そ
の
ほ
か
サ
カ
イ
の

夏
期
絵
画
展
、
ウ
ク
レ
レ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
入
門
、
初
級
・

中
級
ク
ラ
ス
、
ソ
ロ
ウ
ク
レ
レ

ク
ラ
ス
、
ボ
サ
ノ
バ
ウ
ク
レ
レ

ク
ラ
ス
）、
サ
カ
イ
の
公
開
ラ

イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
水
彩

画
ク
ラ
ス
等
が
実
施
さ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
・
ク
ラ
ス
の
予

約
は
Ｅ
メ
ー
ルsakepump@

gmail.com 
ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://ukehut-

nyc.com/
を
参
照
す
る
。

ウクレレのサカイ
誕生祭演奏会
14日ウクハットで

　

獨
協
大
学
の
卒
業
生
に
よ
る

同
窓
会
が
6
月
28
日
（
土
）
に

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
地
区
で
開
催
さ
れ
る
に
あ
た

り
参
加
者
を
募
集
中
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

地
区
に
在
住
の
同
校
の
卒
業
生

に
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
会
費
は
50
ド
ル
。
開
催
時

間
は
午
後
4
時
30
分
か
ら
を
予

定
し
、
場
所
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
後
に
通
知
さ
れ
る
。
参
加

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ

メ
ー
ル ny_dokkyo@yahoo.

co.jp

（
Ｎ
Ｙ
支
部
）
ま
で
。

獨
協
大
学
同
窓
会  

6
月
28
日
に
開
催

　

本
紙
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
で
は
６

月
か
ら
「
あ
な
た
の
肖
像
画
を

描
き
ま
す
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ご
自
身
の
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
、
会
社
創
業
者
の
肖
像

画
、
ご
家
族
の
記
念
、
ま
た
愛

す
る
ペ
ッ
ト
の
思
い
出
に
１
枚

い
か
が
で
す
か
？ 

昨
今
出
回

っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
作
画
に
よ
る
似

顔
絵
と
は
異
な
り
、
１
枚
１
枚

丁
寧
に
仕
上
げ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
、
世
界
に
１
枚
し
か
な
い
手

描
き
の
油
彩
画
を
制
作
し
ま

す
。
月
産
２
枚
の
限
定
で
予
約

注
文
制
で
す
。
ア
ク
リ
ル
絵
の

具
で
は
な
く
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
油
絵
の
具
の
油
彩
の
た

め
、
乾
燥
に
約
３
週
間
ほ
ど
か

か
り
、
制
作
期
間
は
２
か
月
ほ

ど
い
た
だ
き
ま
す
。

　

価
格
は
８
×
10 

イ
ン
チ

（
20
・
32
セ
ン
チ
×
25
・
４
セ

ン
チ
）
が
５
０
０
ド
ル
。
11
×

14
イ
ン
チ
（
27
・
94
セ
ン
チ
×

35
・
56
セ
ン
チ
）
が
８
０
０
ド

ル
で
す
（
額
装
な
し
）。
日
本

へ
も
発
送
し
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
「
肖
像

画
希
望
」
と
タ
イ
ト
ル
に
明

記
し
、
本
紙
代
表
Ｅ
メ
ー
ル 

info@nyseikatsu.com

ま
で
。

ポートレートやペット
手描きオリジナル油彩
週刊NY生活が新事業

https://giip-global.com/ja/
https://qbhouseusa.com/
http://www.easeny.com/
https://www.bozubrooklyn.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:sakepump@gmail.com
https://ukehut-nyc.com/
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:ny_dokkyo@yahoo.co.jp


こどものくに幼稚園
♪夢をのせていま世界へ♪ 異文化に暮らす幼児の健全な発育に欠かせない母国

語の重要性は、意外と知られていないのが現状です。本
園は心、知、体そして社会性をバランス良く発達させる
ために理想的な保育環境を追求して50年の実績を誇
ります。研究を重ねたプログラムと献身的な教師陣が、
世界にはばたく日本人を育むお手伝いをします。子ども
たちの目の輝きが違います。ぜひ一度ご見学下さい。

途中入園についてのお問い合わせ、また園見学ご希望
の場合は園にご連絡ください。

資料請求先： Tel: 914-949-0067
 Fax: 914-949-0247

252 Soundview Avenue
White Plains, NY 10606

E-mail: kk@kodomony.org                             URL: www.kodomony.org

5050年年のの
実績実績
50年の
実績

（9）　　 ［ローカル面］ 2025年（令和 7年）6月 7日（土）

　通称「ビーチ博士」と呼ばれるフロリダ国
際大学教授で沿岸研究所所長のスティーブン・
レザーマン氏による「２０２５年全米トップ
10 ビーチ」にＮＹ州ロングアイランドのビー
チが１位と５位に選ばれた。ハワイやフロリ
ダのビーチを抑えて堂々の１位にややびっく
りしつつ、近隣に美しいビーチがあると知っ
て感激。１９９０年代初頭に初めて発表され
たこのリストは、砂の質、水温、犯罪率など、
数十の要素に基づいている。ビーチ博士が選
んだトップ 10 と、ロングアイランドのビーチ
の詳細を紹介しよう。 ■ Coopers Beach

268 Meadow Ln, Southampton, NY 11968
　ホワイトプレーンズから車で２時間あまり、
ロングアイランドの南岸、サウサンプトン村
にあるクーパーズビーチは、景観の美しさと
ビーチのクォリティの高さから常に全米のト
ップビーチにランクインしている。白く細か
い石英砂のビーチの後方には、アメリカンビ
ーチグラスに覆われた砂丘が広がり、豪華な
邸宅が点在している。夏季は混雑するので６
月中旬までと９月が穴場。売店、浴場、ビー
チチェアとパラソルのレンタルなど、充実し
た設備が整っている。ビジターの駐車料金は
１ 日 40 ド ル。www.discoverlongisland.com/
listing/coopers-beach/1047/

■ Main Beach
104 Ocean Ave. East Hampton, NY 11937
　ホワイトプレーンズから車で約３時間。

３００年以上前に遡る保全地役権によって保
護されているイーストハンプトンのメインビ
ーチは、自然と人工環境が完璧に調和してい
る。細かい粒状の石英でできた広い砂浜と砂
丘、美しく澄んだ青い海が広がるビーチは誰
でも絵葉書のような写真が撮れること間違い
なし。小さな村の静かで田園的な雰囲気は富
裕層の人々に愛され、夏用の別荘が並び、俳
優やシンガーなどのセレブがしばしば訪れる。
ビジターの駐車料金は１日 50 ドル。ビーチへ
の犬連れはＯＫだが、飼い主は常に犬をコン
トロールし、排泄物を片付け、保護されてい
る鳥の営巣地域に犬を近づけないように。犬
の立ち入りが許可される場所と時間は季節ご

との規則があるので、飼い主は各ビーチ入口
の標識を必ず読むこと。詳細は
https://ehamptonny.gov/297/Beach-Dog-
Restrictions

＊ハンプトンでは駐車場の混雑解消と環境保
護を目的に電気自動車の無料シャトルを運行
している。イーストハンプトンとモントーク
で先行開始され、6 月中旬にはサウサンプトン
でも利用可能予定。イーストハンプトンとサ
ウサンプトンでは午前 9 時から午後 6 時まで、
モントークでは午前 10 時 30 分から午後 7 時
30 分まで運行する。利用はモバイルアプリで
予約する。
www.ridecircuit.com/east-hampton

ＮＹの 2ビーチが全米トップ 10ビーチに

　

ラ
イ
の
海
沿
い
に
あ
る
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
溢
れ
る
遊
園
地
「
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
」
が
今
年
も
開
園

し
た
。
１
９
２
８
年
開
業
の
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
で

唯
一
、
郡
が
運
営
す
る
遊
園
地

で
、
合
衆
国
国
定
歴
史
建
造
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ト
ム
・

ハ
ン
ク
ス
主
演
映
画「
ビ
ッ
グ
」

の
遊
園
地
の
シ
ー
ン
は
こ
こ
で

撮
影
さ
れ
た
。

　

現
在
は
土
曜
と
日
曜
の
み

（
午
前
11
時
か
ら
午
後
6
時
30

分
ま
で
）
の
営
業
だ
が
、
追
っ

て
夏
の
フ
ル
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

発
表
さ
れ
る
。
子
ど
も
向
け
乗

り
物
12
台
と
、
大
人
も
楽
し
め

る
ラ
イ
ド
9
台
が
あ
り
、
料
金

は
15
ド
ル
。
軽
食
は
地
元
の
フ

ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
で
購
入
で
き

る
。
乗
り
物
15
ド
ル
、
２
歳
以

下
は
無
料
。駐
車
料
金
10
ド
ル
、

祝
日
15
ド
ル
。

　

プ
レ
イ
ラ
ン
ド
隣
接
ビ
ー
チ

は
6
月
22
日
（
日
）
ま
で
は
週

末
の
み
営
業
。
27
日
（
金
）
以

降
レ
イ
バ
ー
デ
ー
ま
で
天
候
が

良
け
れ
ば
毎
日
午
前
11
時
〜
午

後
6
時
30
分
ま
で
オ
ー
プ
ン

（
最
終
入
場
は
午
後
6
時
）。
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
プ
ー
ル
は
27
日

（
金
）
営
業
開
始
、
レ
イ
バ
ー

デ
ー
ま
で
毎
日
営
業
す
る
。
営

業
時
間
は
ビ
ー
チ
と
同
じ
。
ビ

ー
チ
入
場
料
は
大
人
８
ド
ル
、

子
供
（
３
〜
11
歳
）
と
シ
ニ
ア

５
ド
ル
、
プ
ー
ル
入
場
料
は
大

人
10
ド
ル
、子
供
（
３
〜
11
歳
）

と
シ
ニ
ア
７
ド
ル
。
ビ
ー
チ
と

プ
ー
ル
の
コ
ン
ボ
チ
ケ
ッ
ト
は

割
安
に
な
る
。
駐
車
料
金
は
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
と
同
じ
。

Playland (1 Playland Pkwy, 
Rye) https://playlandpark.
org/

　

プ
レ
イ
ラ
ン
ド
脇
の
ビ
ー
チ

ウ
ォ
ー
ク
突
き
当
た
り
に
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
「
テ
ィ
キ
・
ビ
ー

チ
」
は
味
は
普
通
だ
が
、
と
に

か
く
眺
め
が
良
い
。
海
沿
い
の

テ
ー
ブ
ル
に
座
る
と
、
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ウ
ン
ド
と
ビ

ー
チ
が
一
望
で
き
る
。
特
に
日

没
頃
が
お
す
す
め
。
屋
内
席
、

屋
外
席
共
に
広
々
し
て
い
て
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
な
の
で
、

子
供
連
れ
も
気
兼
ね
な
く
食
事

が
で
き
る
。
営
業
時
間
は
木
〜

土
午
前
11
時
か
ら
午
後
11
時
、

日
〜
水
が
午
前
11
時
か
ら
午
後

10
時
。

Playland
1 Playland Pkwy, Rye

https://playlandpark.org/

Tiki Beach Pier Restaurant 
1 Playland Pkwy, Rye

www.tikibeachrye.com/

プ
レ
イ
ラ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
！

２０２５年ビーチトップ 10
１　クーパーズビーチ、ＮＹ州サウサンプトン
２　ワイレアビーチ、ハワイ州マウイ島
３　ポイプビーチ、ハワイ州カウアイ島
４　デルノア・ウィギンズ・パス州立公園、

フロリダ州ネイプルズ
５　メインビーチ、NY州イーストハンプトン
６　ビーチウォーカー公園、サウスキャロラ

イナ州カイワー島
７　セントアンドリュー州立公園、フロリダ

州パナマシティ
８　カウナオアビーチ、ハワイ州ハワイ島
９　ラニカイビーチ、ハワイ州オアフ島
10　コーストガードビーチ、マサチューセッ

ツ州ケープコッド

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://ehamptonny.gov/297/Beach-Dog-Restrictions
https://ehamptonny.gov/297/Beach-Dog-Restrictions
http://www.ridecircuit.com/east-hampton
https://playlandpark.org/
http://www.tikibeachrye.com/
www.discoverlongisland.com/listing/coopers-beach/1047/
https://playlandpark.org/
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原
作
者
の
作
家
・
鈴
木
光
司

氏
を
迎
え
て
５
月
28
日
午
後
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

全
世
界
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画

『
リ
ン
グ
』
が
上
映
さ
れ
（
関

連
記
事
は
８
面
）、
翌
日
夕
方

か
ら
紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店

で
Ｑ
＆
Ａ
と
サ
イ
ン
会
が
開
催

さ
れ
た
。
用
意
さ
れ
た
30
席
は

開
始
前
早
々
に
埋
ま
り
、
立
ち

見
の
参
加
者
も
大
勢
い
て
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

参
加
者
は
本
も
映
画
も
大
ヒ

ッ
ト
し
た
90
年
代
当
時
か
ら
の

フ
ァ
ン
か
と
思
え
ば
、
ほ
ぼ
若

者
の
ア
メ
リ
カ
人
。
ビ
デ
オ
カ

セ
ッ
ト
は
子
供
の
頃
、
親
が
使

っ
て
い
た
か
ら
知
っ
て
い
る
と

い
う
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
ビ
デ

オ
カ
セ
ッ
ト
を
手
に
取
っ
た
こ

と
の
な
い
で
あ
ろ
う
Ｚ
世
代

で
、『
リ
ン
グ
』
の
恐
怖
と
貞

子
の
強
烈
イ
メ
ー
ジ
は
若
い
世

代
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
、
リ
ン
グ
風
に
言
え
ば
伝
染

し
て
い
る
と
実
感
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
英
語
で
鈴
木

氏
が
語
っ
て
く
れ
た
。
量
子
論

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
い
つ

も
日
の
出
に
頭
に
降
り
て
き

て
、
３
か
月
で
５
０
０
枚
書
け

る
と
い
う
啓
示
が
あ
っ
て
、
そ

の
通
り
完
成
し
た
『
リ
ン
グ
』、

今
は
若
い
時
と
違
っ
て
３
年
で

５
０
０
枚
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
３
月
25
日
に
発
売
さ

れ
た
16
年
ぶ
り
の
新
作
と
い
う

こ
と
で
も
話
題
の
『
ユ
ビ
キ
タ

ス
』
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。
新

作
の
恐
怖
は
植
物
。
地
球
生
命

全
重
量
の
99
・
７
％
を
占
め
る

植
物
に
対
し
て
、
動
物
の
重
量

は
わ
ず
か
０
・
３
％
に
過
ぎ
ず
、

植
物
は
一
瞬
で
動
物
も
人
間
も

終
わ
り
に
で
き
る
力
を
持
つ
と

鈴
木
氏
。『
ユ
ビ
キ
タ
ス
』
は

４
部
作
を
予
定
し
て
い
て
、
第

２
部
は
ア
メ
リ
カ
が
舞
台
で
、

第
３
部
は
大
航
海
時
代
の
物

語
。
第
４
部
で
は
人
類
の
宇
宙

進
出
を
描
く
。壮
大
な
構
想
だ
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
的
な
隕
石
や

宇
宙
人
襲
来
で
は
終
わ

ら
ず
、
必
ず
明
る
い
展

望
で
希
望
の
あ
る
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
だ
と
い
う
。

　

物
語
は
こ
う
始
ま

る
。
南
極
観
測
船
し
ら

せ
が
研
究
素
材
を
積
ん

で
日
本
に
帰
船
。
そ
の

中
に
南
極
の
水
も
あ
っ

た
。
探
偵
の
前
沢
恵
子

は
人
探
し
の
依
頼
を
受

け
る
。
そ
の
人
物
が
所

属
し
て
い
る
新
興
宗
教

は
過
去
に
謎
の
集
団
変

死
事
件
を
起
こ
し
て
い
た
。
世

間
で
は
謎
の
怪
死
事
件
が
相
次

ぎ
、
そ
の
２
つ
に
は
関
係
性
が

あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。

　

当
時
か
ら
の
読
者
と
し
て
本

書
を
早
速
購
入
し
、
読
み
終
え

て
い
た
。
描
か
れ
る
恐
怖
に
は

サ
イ
エ
ン
ス
的
な
裏
付
け
が
あ

っ
て
、
現
実
感
を
失
わ
な
い
の

は
『
リ
ン
グ
』
と
共
通
す
る
ま

さ
に
鈴
木
光
司
の
ワ
ー
ル
ド
で

あ
っ
た
。（
山
河
藍
、
写
真
も
）

次の恐怖は植物 
鈴木 光司・著
 KADOKAWA・刊

■おでかけアンソロジー　ひとり旅（阿川佐和子ほか、だ
いわ文庫）日本を代表する歴代の作家や詩人、現代の人気
作家の40人が綴る、ひとり旅をテーマにした珠玉のエッ
セイ集。村上春樹、角田光代、林芙美子、中原中也、萩原
朔太郎など、彼らはどんなひとり旅をしたのだろうか。読
んで旅をする「おでかけアンソロジー」第１弾はひとり旅。
■健康寿命と身体の科学（樋口満、講談社）長生きしなが
ら健康を維持するのは難しい現実。早稲田大学スポーツ科
学学術院名誉教授で、健康科学の専門家の著者が日本人ミ
ドル~シニア層を対象とした調査研究から、長生きにつな
がる運動・食事・生活習慣を指南する。■ディア・オール
ド・ニュータウン（小野寺史宜、角川書店）母が亡くなっ
たことを機に会社を辞め、父が遺した日本そば屋を継いだ
鳴樹。かつてのニュータウンは歳をとってオールド・ニュー
タウンに。幼なじみの和太を雇い入れ、徐々に常連客も増
えた。この町に暮らし、さまざまな結びつきを持つ人々が
織りなす人間模様。■「みそ汁習慣」で体も心も健康にな
る（井上美和、三笠書房）料理と栄養学を学んで自分の食
生活を改善した結果、不妊から妊娠することができた著者
は、体質改善をサポートする料理教室がSNSで話題になる。
そんな著者がすすめるのはみそ汁。とっておきのみそ汁レ
シピを紹介。■ボタニカ（朝井まかて、祥伝社文庫）NHK
朝ドラ「らんまん」の主人公のモデルになった日本の植物学の父、牧野富太
郎を直木賞作家の朝井まてかがドラマとは違って美化なく描く。明治初期、
土佐の野山を駈ける牧野富太郎は、小学校を中退し独学で植物を学び、上京。
東京大学で新種発見など目覚ましい活躍をするも、教授に疎まれ大学を出禁
になる。日本植物学の父、情熱と波乱の生涯。■仕事は「段取りとスケジュー
ル」で9割決まる！（飯田剛弘、朝日香出版社）仕事の進め方やスケジュー
リングに悩んでいる人は多い。スケジュール成功は期限を守り、慌てずに仕
事を進められるようになり、ミスが減り、余裕も生まれる。AIなどの最新技
術とアナログの良いとこどりをしながら、より実践的かつ、効率的に短時間
で成果を出すためのダンドリ術とスケジュール術を教える。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

作
家
は
ど
ん
な
ひ
と
り
旅
を
し
た
の
か
。
老
化
時
計
の
進
み
方
を
変
え
る
方
法
。
故
郷

に
戻
り
そ
ば
屋
を
継
ぐ
。
味
噌
汁
の
体
質
改
善
レ
シ
ピ
。
植
物
学
の
父
、
牧
野
富
太
郎
の

波
乱
の
生
涯
。
Ａ
Ｉ
と
ア
ナ
ロ
グ
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
管
理
す
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

１
９
２
７
年
創
業
の
老
舗
書

店
「
ス
ト
ラ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
ス

ト
ア
」
は
、
４
月
末
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
閉
店
し
た
同
じ
く
老

舗
書
店
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
＆
カ

ン
パ
ニ
ー
跡
地
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
２
０
２
０
番
地
、
69
丁
目

と
70
丁
目
の
間
）
の
所
有
権
を

取
得
し
、
新
店
舗
を
オ
ー
プ
ン

す
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
＆
カ

ン
パ
ニ
ー
は
１
９
８
３
年
創

業
、
オ
ン
ラ
イ
ン
通
販
の
普
及

や
近
隣
の
大
手
書
店
チ
ェ
ー
ン

の
影
響
で
閉
店
し
２
０
１
８
年

に
復
活
し
た
が
、
店
舗
を
維
持

す
る
に
十
分
な
売
上
が
果
た
せ

ず
今
年
３
月
に
閉
業
を
発
表
し

た
。
一
方
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、
19

年
に
Ｎ
Ｙ
市
歴
史
建
築
物
と
し

て
登
録
さ
れ
た
本
店
と
コ
ロ
ン

バ
ス
街
の
「
ザ
・
ス
ト
ラ
ン
ド
」

の
ほ
か
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

と
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の
売
店

も
展
開
し
て
い
る
。

　

同
店
３
代
目
オ
ー
ナ
ー
の
ナ

ン
シ
ー
・
バ
ス
・
ワ
イ
デ
ン
氏

は
、「
独
自
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
築
い
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

＆
カ
ン
パ
ニ
ー
は
貴
重
な
財
産

だ
っ
た
。
ス
ト
ラ
ン
ド
は
新
店

舗
で
そ
の
レ
ガ
シ
ー
を
称
え
、

受
け
継
い
で
い
く
」
と
話
し
、

書
店
員
と
カ
フ
ェ
の
バ
リ
ス
タ

の
雇
用
も
引
き
継
ぐ
と
い
う
。

新
店
舗
の
開
店
は
、
７
月
初
頭

を
予
定
し
て
い
る
。

 老舗書店ストランド新店舗
　シェイクスピア＆カンパニー跡地に

https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
https://usa.kinokuniya.com/
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２
歳
の
頃
、
父
が
仕
事
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
際
に
買

っ
て
く
れ
た
映
画
『
ア
ニ
ー
』

を
観
て
、
主
人
公
ア
ニ
ー
に
憧

れ
を
抱
い
た
。
そ
の
後
、
両
親

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
日

本
版
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
ア
ニ
ー
』

に
さ
ら
に
感
動
し
、
舞
台
に
立

つ
こ
と
を
志
す
よ
う
に
な
る
。

8
歳
か
ら
歌
・
ダ
ン
ス
・
演
技

の
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
、
9
歳
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ア
ニ
ー
』(

青
山
劇
場)

に
テ
シ
ー
役
と
し

て
出
演
し
初
舞
台
を
踏
ん
だ
。

舞
台
に
立
つ
こ
と
の
楽
し
さ

と
、
表
現
す
る
こ
と
の
魅
力
を

知
っ
た
。
自
分
の
生
き
る
道
を

ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
で
い
る
挑

戦
者
た
ち
に
は
共
通
す
る
一
つ

の
体
験
が
あ
る
。
そ
れ
は
幼
少

期
に
強
い
自
分
を
支
え
て
生
き

て
い
け
る
だ
け
の
大
き
な
き
っ

か
け
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

松
本
さ
ん
も
そ
う
だ
っ
た
。

　

12
歳
か
ら
は
ギ
タ
ー
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
始
め
、
中
高
時
代

は
音
楽
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
。
青
山
学
院
大
学

在
籍
時
代
に
再
び
演
劇
へ
の

情
熱
が
芽
生
え
、
出
演
し
た

舞
台
『NIPPON CHA! CHA! 

CHA!

』(

Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ)

と
、
そ

の
演
出
家
、
山
田
う
ん
氏
と
の

出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
海
外

で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
と
交
流
す
る
機
会
を
得
る
。

コ
ロ
ナ
禍
直
前
の
２
年
生
の
終

わ
り
の
時
だ
っ
た
。
も
と
も
と

興
味
の
あ
っ
た
海
外
留
学
へ
の

思
い
が
強
ま
り
、
舞
台
芸
術
の

本
場
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
か

ら
演
技
を
学
び
直
す
こ
と
を
決

意
。Ｈ
Ｂ
ス
タ
ジ
オ
に
入
学
し
、

専
門
課
程
「Hagen Core 

Training

」
を
修
了
。
現
在
は

Ｏ
Ｐ
Ｔ
（
実
務
研
修
）
と
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動

中
だ
。

　

Ｏ
Ｐ
Ｔ
期
間
中
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
、

短
編
映
画
、
即
興
劇
、
歌
唱
イ

ベ
ン
ト
な
ど
多
ジ
ャ
ン
ル
に
わ

た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。

キ
ャ
バ
レ
ー
形
式
の
音
楽
シ
ョ

ー
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
芸
術
祭

に
も
出
演
し
、
日
英
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
を
活
か
し
た
役
や
、
身
体

表
現
を
中
心
と
し
た
作
品
に
も

取
り
組
み
、
表
現
の
幅
を
広
げ

て
き
た
。
ま
た
、
短
編
映
画
主

演
に
加
え
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な

ど
映
像
作
品
に
も
携
わ
り
、
幅

広
い
分
野
で
の
表
現
を
経
験
し

て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
に
は
、
日
本

の
文
化
を
身
体
表
現
で
伝
え

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
グ
ル
ー
プ

「Edamovement Lab

（
エ
ダ

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・
ラ
ボ
）」
を

仲
間
と
立
ち
上
げ
た
。
第
一
弾

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
日
本

の
七
福
神
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
受
け
た
ダ
ン
ス
作
品

『The Seven Gods

』
を
企
画
・

共
同
演
出
・
出
演
。
今
年
春
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
イ
ー
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
の
レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス
で
公

演
し
、
両
日
満
席
の
中
、
日
米

の
観
客
か
ら
好
評
を
得
た
。
ジ

ャ
パ
ン
・
パ
レ
ー
ド
に
も
出
て

演
技
し
た
の
で
見
た
人
も
多
い

は
ず
。
今
後
は
、
言
語
に
頼
ら

な
い
身
体
性
の
あ
る
表
現
を
軸

に
、
ダ
ン
ス
・
演
劇
・
音
楽
の

垣
根
を
越
え
た
創
作
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　

ア
ニ
ー
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
４
年
。

「
こ
こ
で
は
皆
が
年
齢
に
は
関

係
な
く
人
生
を
現
役
で
生
き
て

い
る
の
を
実
感
で
き
る
」
Ｎ
Ｙ

の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
た
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
ア
ニ
ー
に

い
つ
か
ア
メ
リ
カ
で
出
演
す
る

の
が
夢
。
周
り
を
見
て
、「
メ

ン
タ
ル
を
強
く
、
自
信
、
コ
ン

フ
ィ
デ
ン
ス
、
や
り
切
る
力
を

見
習
わ
な
く
て
は
と
思
う
。
ど

ん
な
状
態
で
も
自
分
は
受
け

る
。
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
に
か

な
る
」。
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

溢
れ
て
い
る
。
東
京
都
出
身
。　
　

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ア
ニ
ー
へ
憧
れ
Ｎ
Ｙ
舞
台
に
挑
戦

俳 優

松本 涼花さん　

　

晴
雨
、
寒
暖
を
繰
り
返
し
日

一
日
と
夏
に
近
づ
い
て
い
ま

す
が
、
皆
様
お
元
気
に
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
ひ
と
足
お
先
に
夏

の
ハ
ー
ブ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
と
言
い
ま
す
の

は
先
日
早
々
と
軽
い
日
焼
け

を
し
て
し
ま
い
ラ
ベ
ン
ダ
ー

に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
晴
れ
曇

り
の
日
の
午
前
中
に
２
時
間

ほ
ど
日
な
た
に
座
っ
て
い
た

ら
帰
宅
後
頬
が
ほ
て
り
始
め
、

久
し
振
り
の
日
焼
け
感
覚
に

び
っ
く
り
。
水
で
冷
や
し
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
精
油
を
一
滴
手

に
取
り
軽
く
頬
に
伸
ば
し
た

と
こ
ろ
、
鎮
静
し
始
め
ホ
テ
リ

が
治
ま
り
ま
し
た
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
青
紫
色
の

花
は
視
覚
的
に
も
さ
わ
や
か

で
鎮
静
的
で
す
。
同
様
に
肌
に

も
炎
症
を
鎮
め
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。
実
験
中
に
や
け
ど
を

負
っ
た
化
学
者
ガ
ッ
ト
フ
ォ

セ
が
、
近
く
に
あ
っ
た
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
精
油
を
つ
け
素
早
く

治
癒
し
た
と
い
う
有
名
な
話

は
、
現
代
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の

始
ま
り
で
も
あ
り
ま

す
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
精

油
は
他
の
精
油
に
比

べ
る
と
大
変
多
く
の

成
分
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
広

範
囲
に
及
ぶ
効
能
と

低
い
毒
性
や
低
刺
激

性
が
特
徴
で
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
精
油
の
使
い
易

い
利
点
で
す
。
炎
症
を

鎮
め
る
効
果
、
殺
菌
消

毒
作
用
、
癒
傷
作
用
な
ど
が
複

合
的
に
働
い
て
皮
膚
の
回
復

を
助
け
ま
す
。
穏
や
か
に
し
か

し
効
果
的
に
神
経
、
皮
膚
、
気

分
に
作
用
す
る
良
い
香
り
の

ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
お
手
元
に
あ

る
と
大
変
役
に
立
つ
精
油
で

す
。

【
使
い
方
】
部
分
的
な
軽
い
日

焼
け
に
は
、
精
油
を
一
滴
手
の

平
に
取
り
伸
ば
し
た
後
患
部

に
つ
け
る
。
皮
膚
の
弱
い
方
は

ク
リ
ー
ム
な
ど
に
混
ぜ
て
お

使
い
く
だ
さ
い
。

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン

ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を

実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com
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http://www.yamagatadental.net/
http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
https://kj-artist.jp/
https://e-kaigo.net/
http://www.maliliko
http://www.maliliko


2025年（令和 7年）6月 7日（土） ［教　育］　　（12  ）

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
（
和
田
幸
子
幼
稚
園

部
園
長
）
は
５
月
18
日
、、
恒

例
の
親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
開
催

し
た
。
子
供
た
ち
は
手
作
り
の

サ
ン
バ
イ
ザ
ー
を
か
ぶ
っ
て
登

場
。
親
子
体
操
で
体
を
動
か
し

た
後
、
卵
レ
ー
ス
と
新
聞
紙
ゲ

ー
ム
が
行
わ
れ
た
。

　

卵
レ
ー
ス
で
は
、
親
子
で
手

を
つ
な
ぎ
、
お
た
ま
に
乗
せ
た

卵
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
慎
重

に
走
り
な
が
ら
リ
レ
ー
。
新
聞

紙
ゲ
ー
ム
で
は
、
親
子
が
新
聞

紙
の
上
に
立
ち
、
先
生
と
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
て
負
け
る
た
び
に

新
聞
紙
を
折
っ
て
い
く
ル
ー

ル
。
徐
々
に
小
さ
く
な
る
新
聞

紙
の
上
で
、
親
子
で
ぎ
ゅ
っ
と

く
っ
つ
き
な
が
ら
工
夫
し
て
立

つ
姿
が
見
ら
れ
、
会
場
に
は
笑

い
声
が
あ
ふ
れ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
キ
ャ
ン

パ
ス
探
検
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
」
で

は
、
子
供
た
ち
が
作
っ
た
カ
ラ

フ
ル
な
地
図
を
手
に
、
小
さ
な

足
で
池
の
ま
わ
り
を
一
生
懸
命

歩
き
な
が
ら
シ
ー
ル
を
集
め

た
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
景
品
を
受

け
取
る
と
、
誇
ら
し
げ
に
保
護

者
に
見
せ
る
微
笑
ま
し
い
姿
も

見
ら
れ
た
。
ス
ナ
ッ
ク
タ
イ
ム

の
後
は
、
ぱ
か
ぽ
こ
歩
き
、
シ

ャ
ボ
ン
玉
、
タ
ト
ゥ
ー
シ
ー
ル

な
ど
の
遊
び
を
楽
し
み
、
青
空

の
下
で
大
人
も
子
供
も
一
緒
に

た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
小
島
昇
校
長
）
は
5

月
24
日
、
Ｎ
Ｙ
州
認
定
ス
ク
ー

ル
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
で
あ
り
、

特
別
支
援
教
育
教
員
の
資
格
を

持
つ
同
校
教
育
相
談
員
・
バ
ー

ン
ズ
亀
山
静
子
氏
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
「
日
本
語
が
苦
手
な
お
子

さ
ん
を
親
と
し
て
ど
の
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
」
を
開

催
し
た
。
バ
ー
ン
ズ
氏
は
、
長

年
に
わ
た
り
現
地
校
や
日
本
人

学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
心

理
・
教
育
的
支
援
に
携
わ
っ
て

き
た
経
験
か
ら
、「
日
本
語
に

苦
手
意
識
を
持
つ
子
ど
も
に

は
、
ま
ず
安
心
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
」と
語
り
、

「
言
語
は
親
子
の
心
の
つ
な
が

り
。
無
理
に
教
え
る
の
で
は
な

く
、
寄
り
添
い
な
が
ら
関
係
性

の
中
で
育
ん
で
い
く
も
の
」
と

の
視
点
を
提
示
し
た
。

　

保
護
者
会
主
催
の
同
セ
ミ
ナ

ー
に
は
、
幼
児
部
・
初
等
部
を

中
心
と
し
た
保
護
者
が
参
加

し
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
環
境
で
育

つ
子
ど
も
へ
の
日
本
語
支
援
や

家
庭
で
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
、
実
体
験
を
も
と
に
し
た
学

び
と
気
づ
き
が
共
有
さ
れ
た
。

　

当
日
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
同
校
保
護
者
の
井
上
智
香

子
氏
が
登
壇
。
か
つ
て
自
身
の

子
供
が
日
本
語
に
苦
手
意
識
を

持
っ
て
い
た
実
体
験
を
共
有

し
、「
先
輩
や
先
生
方
に
相
談

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
気
づ
き

が
あ
り
、と
て
も
励
ま
さ
れ
た
」

と
語
っ
た
。
保
護
者
と
し
て
試

行
錯
誤
す
る
中
で
、
言
語
習

得
を“

勉
強”

と
し
て
で
は
な

く“

愛
情
と
文
化
の
共
有”

と

捉
え
直
す
視
点
が
生
ま
れ
た
と

い
う
。
バ
ー
ン
ズ
氏
は
「
子
ど

も
が
親
の
母
国
語
や
文
化
を
学

ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が

“

愛”

の
表
現
」
と
述
べ
、
会

場
か
ら
も
深
い
共
感
と
納
得
の

声
が
上
が
っ
た
。

　

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

の
関
わ
り
方
を
見
つ
め
直
す
時

間
と
な
っ
た
。保
護
者
か
ら
は
、

「
な
ぜ
日
本
語
を
学
ば
せ
て
い

る
の
か
、
そ
の
理
由
が
改
め
て

明
確
に
な
っ
た
」「
親
の
母
国

語
を
学
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
た
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
他
の
保

護
者
の
話
を
聞
け
た
こ
と
で
、

自
分
だ
け
で
は
な
い
と
安
心
で

き
た
」
と
い
っ
た
声
も
多
く
、

参
加
者
に
と
っ
て
学
び
と
勇
気

を
得
る
機
会
と
な
っ
た
。

言
語
の
家
庭
支
援

Ｎ
Ｙ
補
習
授

業
校
Ｌ
Ｉ
校

バ
ー
ン
ズ
さ
ん
語
る

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
中
心

に
、
日
本
の
歌
や
踊
り
の
発
表

や
定
例
句
会
を
開
催
し
、
継
承

語
と
し
て
の
日
本
語
を
幅
広
く

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ

が
４
月
19
日
、
高
齢
者
施
設

（Gwynedd Estate)

を
訪
問

し
、
日
本
の
歌
や
踊
り
を
披
露

し
交
流
会
を
行
っ
た
。

　

ゆ
か
た
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
で
は
、
幕
が
開
く
と
会
場

は
拍
手
と
声
援
で
一
気
に
盛
り

上
が
り
、
開
演
を
待
っ
て
い
た

40
人
ほ
ど
の
観
客
の
顔
が
パ
ッ

と
明
る
く
な
っ
た
。
浴
衣
や
法

被
を
身
に
ま
と
い
堂
々
と
花
道

を
歩
く
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
、「
か
わ

い
い
！
」「
と
て
も
良
く
似
合

っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
か
け

ら
れ
た
。「
さ
く
ら
」
の
合
唱

に
続
き
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体

と
な
り
、
手
品
シ
ョ
ー
や
日
本

文
化
ク
イ
ズ
等
が
舞
台
上
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
と
、
会
場
は
始

終
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。
７
歳
の
女
の
子
の
歌
「
い

い
日
旅
立
ち
」
が
始
ま
る
と
、

澄
ん
だ
歌
声
に
参
加
者
み
ん
な

が
う
っ
と
り
と
聞
き
入
っ
て
い

た
。
発
表
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
、
ど
の
子
も
自
信
に
満
ち

溢
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
日
に
ち
な

ん
で
、
新
聞
紙
で
作
っ
た
兜
に

観
客
一
人
一
人
の
名
前
を
日
本

語
で
書
い
て
贈
る
と
「
日
本
語

で
名
前
を
書
い
て
も
ら
え
て
感

激
」「
日
本
語
は
と
て
も
美
し

い
」
等
、
数
々
の
嬉
し
い
声
を

耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
々

頑
張
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
日
本
語

を
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
今
後
の
日
本
語
学
習
に

や
る
気
が
出
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。
最
後
は
三
三
七
拍
子

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
校
で
５
月

17
日
、
保
護
者
会
主
催
の
「
米

国
大
学
進
学
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
た
。
日
米
で
20
年
以
上

教
育
に
携
わ
り
「
無
限
先
生
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
」
を
設
立
し
た

ラ
イ
ア
ン
・
フ
ィ
ニ
ス
ィ
夫
妻

を
講
師
に
迎
え
、
日
本
語
と
英

語
で
ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
準

備
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

前
半
は
「
親
の
マ
イ
ン
ド
セ

ッ
ト
」
が
テ
ー
マ
。
フ
ィ
ニ
ス

ィ
氏
は
、
親
子
の
価
値
観
や
信

念
が
影
響
し
合
い
、
そ
れ
が
ス

ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
軽
減
に
は
子
ど
も
の
感
情
理

解
と
個
々
に
合
っ
た
学
び
を
根

気
強
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
達
成
可
能
な
目
標
設
定

も
や
る
気
を
引
き
出
す
鍵
と
し

て
強
調
し
た
。
後
半
で
は
、
日

本
と
は
全
く
異
な
る
米
国
の
大

学
進
学
準
備
に
つ
い
て
説
明
。

米
国
で
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ｇ
Ｐ
Ａ
な

ど
の
点
数
だ
け
で
は
合
格
は
難

し
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
課
外
活
動
、
エ
ッ

セ
イ
、
興
味
分
野
へ
の
熱
意
な

ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
と

い
う
現
実
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

最
後
に
「
無
限
先
生
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
」
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
桑
原
紀
子
氏
が

登
壇
。
自
身
の
経
験
を
も
と
に

「
言
語
障
害
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ

ー
ズ
）が
あ
っ
た
子
ど
も
で
も
、

そ
の
子
に
合
っ
た
方
法
で
進
め

ば
大
学
進
学
は
可
能
」
と
語
っ

た
。
得
意
を
伸
ば
し
、
弱
み
も

個
性
と
し
て
自
己
表
現
が
で
き

る
エ
ッ
セ
イ
の
重
要
性
も
述
べ

た
。
講
義
中
に
は
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
予
定
時
間
を
超

え
て
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
。
保
護

者
か
ら
は
「
大
変
参
考
に
な
っ

た
」「
低
学
年
か
ら
で
き
る
こ

と
が
あ
り
、
早
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

高齢者施設を訪問
フィラデルフィアの日本クラブ米国大学進学セミナー

NY補習校LI校で開催

手
作
り
の
サ
ン
バ
イ
ザ
ー

https://miray109.com/
https://alto-edu.com/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
ウ
ェ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
校（
小
島
昇
校
長
、

児
童
生
徒
数
４
０
８
人
）
の
中

高
等
部
は
５
月
24
日
、
球
技
大

会
を
実
施
し
た
。
中
等
部
１
年

生
か
ら
高
等
部
２
年
生
ま
で
の

82
人
を
８
班
の
縦
割
り
男
女
混

合
チ
ー
ム
に
分
け
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
の

４
つ
の
競
技
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
行
わ
れ
た
。生
徒
た
ち
は
、

ク
ラ
ス
毎
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、

球
技
大
会
の
前
々
週
か
ら
チ
ー

ム
で
簡
単
な
練
習
を
し
た
り
、

作
戦
会
議
を
開
い
て
チ
ー
ム
の

絆
を
深
め
た
。
こ
の
球
技
大
会

は
新
中
等
部
１
年
生
の
歓
迎
を

目
的
と
し
、
学
年
の
垣
根
を
越

え
て
競
い
合
い
、
友
好
を
深
め

る
中
高
等
部
の
伝
統
行
事
。
試

合
中
は
勝
敗
だ
け
に
こ
だ
わ
る

の
で
は
な
く
、
上
級
生
が
下
級

生
に
励
ま
し
の
声
を
か
け
、
チ

ー
ム
全
体
で
楽
し
む
雰
囲
気
が

感
じ
ら
れ
た
。
当
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
保
護
者
・
卒
業
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
審
判
・
記
録
係

と
し
て
活
躍
し
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｗ
校
で

中
高
等
部
球
技
大
会

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
５
月

17
日
、
第
33
回
運
動
会
を
実
施

し
た
。生
徒
児
童
会
テ
ー
マ「
積

土
成
山
〜Let's create our 

big mountain! 

〜
」
の
も
と
、

リ
レ
ー
、
団
体
種
目
、
全
校
種

目
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
の
勝
利

を
目
指
し
て
力
い
っ
ぱ
い
競
い

合
っ
た
。
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
も

一
歩
も
引
か
ず
、
最
終
競
技
ま

で
も
つ
れ
込
む
大
接
戦
だ
っ

た
。
表
現
で
は
、
中
等
部
が
中

心
と
な
り
今
年
度
は
全
校
児
童

生
徒
で
Ｎ
Ｊ
ソ
ー
ラ
ン
を
懸
命

に
練
習
し
、
心
を
一
つ
に
力
い

っ
ぱ
い
披
露
し
た
。
応
援
合
戦

で
は
、
９
年
生
の
団
長
を
中
心

に
お
互
い
に
エ
ー
ル
を
送
り
合

い
、
工
夫
し
て
互
い
の
士
気
を

高
め
合
っ
た
。
ど
ち
ら
の
チ
ー

ム
も
団
長
を
中
心
に
抜
群
の
団

結
力
を
見
せ
た
。
悪
天
候
の
中

で
も
、
最
後
の
最
後
ま
で
仲
間

と
と
も
に
心
を
一
つ
に
表
現
し

た
り
、
競
い
合
っ
た
り
し
続
け

た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
的

な
運
動
会
と
な
っ
た
。

心
を
ひ
と
つ
に
！

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
で
運
動
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

今
年
初
め
て
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
に
出
場
し
た
。
約
１
０
０
人

の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
が
浴

衣
や
甚
平
、
学
園
特
製
の
法
被

を
身
に
ま
と
っ
て
参
加
し
、
沿

道
に
笑
顔
で
手
を
振
り
な
が

ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
た
。

　

行
進
中
、
フ
ロ
ー
ト
カ
ー
に

目
を
向
け
る
と
、『
進
撃
の
巨

人
』
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
俳
優
た

ち
が
乗
っ
て
お
り
、
気
さ
く
に

子
ど
も
た
ち
と
写
真
を
撮
っ
て

く
れ
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
劇
し
た
こ
と

の
あ
る
児
童
も
多
く
、
目
の
前

で
俳
優
た
ち
に
会
え
た
こ
と
に

感
動
し
て
い
た
。
レ
ッ
ド
カ
ー

ペ
ッ
ト
で
は
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン

ト
ン
校
の
ダ
ン
ス
部
の
児
童
が

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

観
客
席
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
た
。
あ
る
児
童

は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
後
「
緊

張
し
た
け
ど
、全
力
で
踊
れ
た
」

と
興
奮
し
た
笑
顔
で
語
っ
た
。

未
就
園
児
た
ち
も
12
ブ
ロ
ッ
ク

を
最
後
ま
で
歩
き
切
り
、
沿
道

に
笑
顔
で
手
を
振
る
姿
が
見
ら

れ
た
。来
年
の
パ
レ
ー
ド
で
も
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ら
し

さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
参
加

を
予
定
し
て
い
る
。

ジャパンパレード
NY育英学園初参加

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は
５

月
24
日
、
第
49
回
運
動
会
を
開

催
し
た
。
創
立
50
周
年
を
迎
え

た
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
仲

間
と
走
る
、
こ
の
瞬
間
が
最
高

の
ド
ラ
マ
〜One for All, All 

for One

〜
」。
赤
組
・
白
組

そ
れ
ぞ
れ
の
団
長
・
副
団
長
が

「
Ｇ
Ｊ
Ｓ
50
周
年
の
歴
史
を
胸

に
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓

し
、
開
会
し
た
。

　

恒
例
の
応
援
合
戦
で
は
応
援

団
が
中
心
と
な
り
、
伝
統
と
創

意
を
融
合
さ
せ
た
エ
ー
ル
交
換

や
拍
子
打
ち
が
披
露
さ
れ
、
児

童
生
徒
の
力
強
い
声
が
会
場
に

響
き
渡
っ
た
。
短
距
離
走
で
は

一
人
一
人
が
全
力
で
ト
ラ
ッ
ク

を
駆
け
抜
け
た
。
団
体
種
目
は

学
年
の
枠
を
超
え
１
つ
の
チ
ー

ム
と
し
て
結
束
し
、
見
応
え
の

あ
る
勝
負
を
繰
り
広
げ
た
。
表

現
演
技
で
は
、
１
・２
・３
年
生

が
「
唄
お
う
！
50
周
年
の
青
い

夏
！
」
と
題
し
て
可
愛
ら
し
い

ダ
ン
ス
を
披
露
。
４
・
５
・
６

年
生
は
「50th Anniversary 

GJS

ソ
ー
ラ
ン 

舞
」
と
し
て
、

力
強
い
掛
け
声
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
動
き
で
観
客
を
魅
了
し

た
。
７
・８
・９
年
生
は
「
50
年

の
伝
統
と
団
結
の
力
」
を
テ
ー

マ
に
、指
揮
者
の
合
図
に
従
い
、

統
制
の
取
れ
た
動
き
で
隊
列
を

変
え
行
進
し
、
最
後
に
は
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
演
技
を

終
え
た
。
閉
会
式
で
は
、
生
徒

会
長
か
ら
「
こ
の
運
動
会
を
通

じ
て
培
っ
た
力
や
仲
間
と
の
絆

を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て

前
向
き
に
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶

し
て
閉
会
し
た
。

NY日本人学校

50周年の運動会

　

Ｎ
Ｙ
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
学
部
と
、
育

英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校

小
中
学
部
に
よ
る
合
同
大
運
動

会
が
5
月
10
日
、
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
に
あ
る
ウ
ィ
ン
ト

ン
ホ
ワ
イ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
た
。
約
１
８
０
人
の
児

童
生
徒
と
、
保
護
者
を
含
め
た

４
０
０
人
以
上
が
参
加
。
開
会

式
で
は
、
全
校
児
童
の
入
場
行

進
の
あ
と
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
行

っ
た
。
児
童
た
ち
は
赤
組
・
白

組
に
分
か
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い

競
技
や
応
援
に
取
り
組
ん
だ
。　
　

　

全
児
童
が
参
加
す
る
徒
競
走

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
リ
レ
ー
や

玉
入
れ
、
綱
引
き
な
ど
の
団
体

種
目
で
も
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。
親
子
二
人
三
脚
や

保
護
者
綱
引
き
で
は
、
保
護
者

の
奮
闘
に
歓
声
を
上
げ
て
喜
ぶ

様
子
も
見
ら
れ
、
白
熱
し
た
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
参
加

児
童
は
「
1
年
生
の
と
き
と
比

べ
て
、
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
う
」
と
話
す
3
年
生

や
、「
大
玉
転
が
し
で
高
学
年

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
協
力

し
て
次
の
走
者
に
渡
せ
た
か

ら
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
っ

た
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
応
援

団
と
し
て
運
動
会
を
支
え
た
6

年
生
か
ら
は
「
応
援
団
の
練
習

を
3
週
間
頑
張
っ
た
。
本
番
は

み
ん
な
笑
顔
で
や
り
き
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

最
後
の
得
点
発
表
で
は
、
僅
差

で
赤
組
が
勝
利
を
収
め
た
。
勝

っ
た
赤
組
も
、
惜
し
く
も
敗
れ

た
白
組
も
、
最
後
は
「
ま
た
来

年
も
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
笑
顔

で
運
動
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

ＮＹ育英学園で

合同運動会開催

　

５
月
18
日
、
こ
ど
も
の
く
に

幼
稚
園
は
運
動
会
を
実
施
し

た
。
青
空
の
下
、
お
揃
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
た
子
ど
も
た
ち
と

父
兄
が
、
続
々
と
ホ
ワ
イ
ト
プ

レ
ー
ン
ズ
・
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル

に
集
合
し
た
。
大
好
き
な
「
ワ

イ
ワ
イ
運
動
会
」
の
音
楽
が
流

れ
る
と
、
赤
白
帽
を
か
ぶ
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
口
ず
さ
み
な
が

ら
フ
ィ
ー
ル
ド
に
集
ま
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
運
動
会
の

歌
」
の
え
い
え
い
お
ー
の
掛
け

声
に
合
わ
せ
て
腕
を
空
に
高
く

あ
げ
、
運
動
会
が
始
ま
っ
た
。

　

徒
競
走
は
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
目

指
し
て
一
直
線
の
子
ど
も
も
い

れ
ば
、
の
ん
び
り
笑
顔
で
走
る

子
ど
も
も
い
た
。
玉
入
れ
は
、

カ
ゴ
に
入
っ
た
玉
の
数
を
み
ん

な
で
手
を
繋
い
で
数
え
、
勝
敗

に
一
喜
一
憂
。
フ
ー
プ
を
跳
ん

だ
り
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
た

り
、
お
玉
で
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
障

害
物
競
走
の
後
は
綱
引
き
。
腰

を
低
く
落
と
し
、
し
っ
か
り
綱

を
握
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
笛
の

合
図
と
共
に
、
力
を
込
め
て
綱

を
引
っ
張
り
合
っ
た
。
在
園
児

の
兄
弟
姉
妹
や
卒
園
児
に
よ
る

障
害
物
競
走
や
綱
引
き
も
あ

り
、大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
た
。

最
後
の
リ
レ
ー
は
４
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
バ
ト
ン
を
繋
い
で
走

る
姿
に
大
盛
り
上
が
り
と
な
っ

た
。
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た

走
者
に
も
、
最
後
の
走
者
に
も

会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
た
。
ま
た
、
全
員
で
大

き
な
輪
に
な
り
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
笑
顔
で
踊
っ
た
。
家
族
み

ん
な
で
一
緒
に
過
ご
す
最
高
の

１
日
に
な
っ
た
。
最
後
に
は
メ

ダ
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
運

動
会
が
終
了
し
た
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

ワ
イ
ワ
イ
運
動
会

tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://friends.nyikuei.org/
https://jp.kennedyinternational.org/
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今
月
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
独
自
の
絵
を
描

く
「
覆
面
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

と

し
子
」
を
伴
い
、
居
住
し
て
い

る
佐
賀
県
玄
海
町
に
脇
山
町
長

を
訪
ね
ま
し
た
。
3
月
の
ホ
ノ

ル
ル
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
に
出
展
し

米
国
財
団
法
人
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
「
国
際
親
善
文

化
大
使
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
報

告
の
表
敬
訪
問
で
す
。
前
町
長

の
岸
本
氏
は
私
の
佐
賀
県
立
唐

津
東
高
等
学
校
の
同
級
生
で
脇

山
現
町
長
は
同
校
の
後
輩
に
な

り
ま
す
。
全
国
新
聞
社
や
地
元

新
聞
社
な
ど
４
社
の
会
見
で

す
。
し
か
し
覆
面
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
は
役
所
の
方
も
記
者
達

も
少
し
戸
惑
い
が
あ
り
ま
す
。

玄
海
町
は
原
発
の
あ
る
街
で
財

政
資
金
は
豊
か
で
す
が
街
の
外

か
ら
見
る
イ
メ
ー
ジ
は
原
発
の

街
で
す
。
そ
れ
を
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
街
「
玄
海
町
」
へ
と
町
長

も
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
町

長
自
身
も
高
校
・
大
学
と
も
に

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
組
ん
で
ロ
ン

毛
で
活
動
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
今
で
も
4
コ
マ
漫

画
を
趣
味
で
描
い
て
い
る
と
画

像
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
表

敬
訪
問
は
そ
れ
ら
の
話
題
で
盛

り
上
り
ま
す
。
こ
こ
４
〜
５
年

は
東
京
と
佐
賀
県
唐
津
市
と
の

２
極
生
活
で
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
優
先
だ
っ
た
の
が
人
と
人
の

繋
が
り
で
い
つ
し
か
佐
賀
県
か

ら
世
界
へ
と
拡
が
り
ま
す
。
唐

津
市
か
ら
は
10
月
２
日
の
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
は
忍
者
ダ
ン

ス
、
禅
宗
御
詠
歌
、
唐
津
舞
踊

エ
ン
ヤ
ー
ダ
ン
ス
、
昭
和
歌
謡

シ
ン
ガ
ー
岩
田
美
幸
と
４
チ
ー

ム
が
推
薦
出
場
を
果
た
し
ま

す
。
そ
の
盛
り
上
が
り
で
来
年

の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
は
「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
唐
津
祭
」
を
視
野

に
置
い
て
ま
す
。
こ
れ
は
中
々

官
民
一
体
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大

事
で
す
。
民
間
が
盛
り
上
が
っ

て
も
役
所
が
そ
の
気
に
な
ら
ね

覆
面
ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

と
し
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こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
水

素
の
活
用
法
の
中
で
も
ご
質
問

の
多
い「
水
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
水
素
吸
入
や
水
素
水

に
加
え
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
い

う
形
で
日
常
生
活
に
水
素
を
取

り
入
れ
て
い
る
方
も
増
え
て
い

ま
す
が
、「
ど
う
や
っ
て
水
素

が
サ
プ
リ
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
す
か
？
」
と
い
う
声

を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
仕
組

み
や
種
類
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

水
素
は
非
常
に
小
さ
く
軽
い

分
子
で
、
常
温
で
は
気
体
と
し

て
存
在
し
、
水
や
空
気
に
溶
け

込
ん
で
も
す
ぐ
に
抜
け
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
定
し

て
体
内
に
届
け
る
に
は
工
夫
が

必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
水
素
を

含
む
素
材
を
カ
プ
セ
ル
や
錠
剤

な
ど
の
形
に
加
工
し
、
消
化
管

内
で
水
素
を
発
生
さ
せ
て
体
内

に
取
り
込
め
る
よ
う
に
し
た
の

が
、水
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
す
。

　

現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
水
素

サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
は
、
い
く
つ

か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
使

用
し
、
胃
酸
と
反
応
さ
せ
て
水

素
を
発
生
さ
せ
る
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。
比
較
的
シ
ン
プ
ル
な

構
造
で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
は

胃
腸
へ
の
刺
激
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
次
に
、
特

殊
な
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や
天
然
鉱
石

を
使
っ
て
体
内
で
水
素
を
放
出

さ
せ
る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
水

素
が
発
生
す
る
た
め
、
長
時
間

の
作
用
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、

水
素
の
発
生
量
に
は
個
体
差
が

出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
植
物
に
含
ま
れ
る
水

素
や
抗
酸
化
物
質
を
活
用
し
た

タ
イ
プ
で
す
。
え
ご
ま
や
亜
麻

仁
な
ど
、
オ
メ
ガ
３
系
脂
肪
酸

を
豊
富
に
含
む
植
物
か
ら
水
素

を
抽
出
・
封
じ
込
め
る
技
術
が

開
発
さ
れ
、
よ
り
ナ
チ
ュ
ラ
ル

な
形
で
水
素
を
摂
取
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
素

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
試
し
て
き
ま

し
た
が
、
次
回
は
そ
の
中
で
も

宮
川
路
子
先
生
に
推
薦
い
た
だ

き
、
私
が
日
常
的
に
愛
用
し
て

い
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
々
の
健
康
管
理
に
、
水
素

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
活
用
し
て
み

る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
自
身
に
合
っ
た
タ
イ
プ
を
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
33
）水
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
は
何
か
？

そ
の
基
本
と
種
類 ば

盛
り
上
が
ら
な
い
の
で
す
。

民
間
が
先
で
行
政
が
乗
っ
か
る

そ
れ
が
理
想
で
す
。
そ
の
点
コ

ロ
ナ
禍
前
の
今
か
ら
７
年
く
ら

い
前
に
現
市
長
の
峰
氏
と
は
国

連
の
歴
史
あ
る
情
報
世
界
会
議

に
Ｎ
Ｇ
О
の
手
引
き
でSDGs

の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て

共
に
招
か
れ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
訪
れ
た
仲
で
す
。
是
非
と
も

こ
れ
を
実
現
し
た
い
も
の
で

す
。

　

し
か
し
人
生
は
明
る
い
希
望

ば
か
り
で
は
な
い
で
す
ね
。
い

つ
も
の
予
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

前
に
唐
津
市
の
隣
り
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

朝
ド
ラ
の
お
む
す
び
で
舞
台
に

な
っ
た
糸
島
市
に
住
む
長
女
の

婿
が
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン
グ
で

立
ち
寄
っ
た
食
堂
で
脳
出
血
に

な
り
そ
の
ま
ま
逝
去
し
た
知
ら

せ
で
す
。
慌
て
て
東
京
か
ら
九

州
に
む
か
い
ま
す
。
残
さ
れ
た

気
丈
に
振
る
舞
う
娘
と
1
歳
に

も
な
ら
ぬ
孫
が
不
憫
で
す
。
ご

近
所
仲
間
も
駆
け
つ
け
て
葬
儀

を
済
ま
せ
ま
す
。
私
よ
り
ず
ー

と
若
い
娘
婿
の
突
然
の
知
ら
せ

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
人
生

は
儚
く
短
い
も
の
で
す
。
古
希

を
過
ぎ
た
私
に
は
や
る
べ
き
こ

と
も
未
だ
果
て
な
い
夢
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
い
つ
果
て
る
と

も
知
れ
ま
せ
ん
。
１
年
半
前
に

私
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
生
し

た
の
か
？
片
足
が
動
か
ず
日
本

に
帰
り
ろ
れ
つ
が
回
ら
ず
で
脳

外
科
に
掛
か
り
脳
出
血
が
原
因

で
し
た
。
検
査
し
た
翌
日
に
手

術
で
し
た
。
5
日
で
退
院
し
て

運
不
運
も
あ
る
の
か
？
生
か
さ

れ
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。
娘
婿

は
妻
子
を
残
し
彼
の
思
い
が
偲

ば
れ
ま
す
。
こ
と
ご
と
く
最
近

感
じ
る
の
は
自
分
の
や
り
た
い

事
を
成
す
に
は
人
生
の
時
間
が

足
り
な
い
気
が
し
ま
す
。
そ
れ

に
急
な
老
化
や
病
気
の
懸
念
も

心
配
が
絶
え
ま
せ
ん
。
日
頃
の

生
活
を
配
慮
し
つ
つ
健
康
と
パ

ワ
ー
を
燃
や
す
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
な
っ
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

の
カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー
を
ど
う
充

実
さ
せ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
上
げ

る
の
か
と
人
生
を
賭
け
て
や
る

思
い
で
す
。
風
の
ま
ま
に
生
か

さ
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）
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ぼ
く
は
、
昔
か
ら
人
の
話

を
聞
く
の
が
苦
手
で
、
ち
ゃ

ん
と
話
を
聞
い
た
方
が
良
い

と
親
に
言
わ
れ
て
い
て
も
、

全
然
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
け
ど
学
園
祭
を
通
し
て
変

わ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
今
回
の
学
園
祭

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
げ
き
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
春

に
な
っ
た
ら
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
仲

が
良
か
っ
た
け
れ
ど
、
名
前

を
わ
す
れ
て
し
ま
っ
た
子
の

こ
と
を
思
い
だ
す
物
語
で
す
。

　

ぼ
く
は
み
ん
な
を
え
顔
に

す
る
あ
き
ら
と
い
う
、
登
場

人
物
を
え
ん
じ
ま
し
た
。
あ

き
ら
の
役
で
一
番
む
ず
か
し

か
っ
た
の
が
、
最
後
の
方
に

あ
る
長
い
セ
リ
フ
で
す
。
何

回
も
何
回
も
練
習
し
て
や
っ

と
お
ぼ
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

で
も
む
ず
か
し
か
っ
た
の

は
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
聞
く
え
ん

ぎ
は
も
っ
と
む
ず
か
し
か
っ

た
で
す
。
特
に
む
ず
か
し
か

っ
た
の
は
、
げ
き
の
第
三
場

面
「
友
達
じ
ゃ
な
い
」
で
、

友
達
が
え
ん
じ
る
ケ
ン
カ
の

場
面
で
す
。
ど
う
し
て
む
ず

か
し
か
っ
た
か
と
い
う
と
、

セ
リ
フ
は
な
く
て
、
表
情
と

動
き
の
み
で
気
持
ち
を
伝
え

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
な
の
で
、
手
を
動

か
し
た
り
、
目
線
を
動
か
し

た
り
し
て
、
ケ
ン
カ
を
止
め

た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
を
が
ん
ば
っ

て
表
現
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
セ
リ
フ
の
な
い

場
面
を
何
回
も
練
習
し
た
こ

と
で
話
を
聞
く
の
が
少
し
と

く
意
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く

は
こ
の
げ
き
を
や
っ
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
げ
き
で
身
に
つ
け
た

聞
く
力
は
、
テ
ス
ト
や
人
の

話
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
10
か
月
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　
「
あ
な
た
の
時
間
は
限
ら
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
他
人
の

人
生
を
生
き
る
こ
と
で
、
無

駄
に
し
て
は
い
け
な
い
」。
こ

れ
は
、
実
業
家
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
の
言
葉
だ
。

２
０
０
５
年
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ス
が
、
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
学
の
卒
業
生
に
言
っ

た
言
葉
だ
。
私
が
こ
の
言
葉

を
選
ん
だ
の
は
、
自
分
が
時

間
を
す
ご
く
無
駄
に
し
て
い

る
気
が
し
て
、
ど
う
に
か
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　

私
は
何
か
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
時
に
、
よ
く
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し

て
時
間
を
無
駄
に
し
て
し
ま

う
。
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て

は
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
や

る
気
が
起
き
ず
に
だ
ら
け
て

し
ま
う
。
そ
し
て
結
果
的
に

や
ら
ね
ば
い
け
な
い
こ
と
を

先
延
ば
し
に
し
て
し
ま
う
。

宿
題
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

雑
に
な
っ
て
し
ま
う
。
お
ま

け
に
漢
字
が
苦
手
な
の
に
漢

字
テ
ス
ト
の
勉
強
も
必
要
な

量
を
し
な
い
。
こ
れ
も
い
つ

も
時
間
を
無
駄
に
し
て
い
る

か
ら
だ
ろ
う
。

　

友
達
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

き
ち
ん
と
時
間
内
に
、
そ
れ

な
り
の
ク
オ
リ
テ
ィ
で
終
わ

ら
せ
て
い
る
。
私
は
い
つ

も
、「
ど
う
す
れ
ば
時
間
を
無

駄
に
せ
ず
に
過
ご
せ
る
の
だ

ろ
う
。」
と
悩
ん
で
い
る
。
そ

う
い
え
ば
、
友
達
は
学
校
の

課
題
を
き
ち
ん
と
終
わ
ら
せ

る
た
め
に
、
ゲ
ー
ム
を
し
ば

ら
く
や
っ
て
い
な
い
と
言
っ

て
い
た
。
そ
れ
に
、
し
っ
か

り
と
他
の
習
い
事
も
で
き
て

い
る
。
私
が
い
つ
も
無
駄
に

時
間
を
使
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
の
は
、
ゲ
ー
ム
や
漫
画
な

ど
だ
っ
た
。
そ
れ
に
、
習
い

事
の
練
習
も
あ
ま
り
き
ち
ん

と
し
て
い
な
い
た
め
、
上
達

が
遅
い
。
時
間
を
無
駄
に
し

て
い
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

も
っ
と
真
面
目
に
取
り
組
ま

な
い
と
い
け
な
い
と
分
か
っ

て
い
て
も
、
そ
れ
を
変
え
よ

う
と
し
な
い
自
分
が
恥
ず
か

し
く
な
っ
た
。

　

私
は
、
こ
の
作
文
が
き
っ

「
学
園
祭
を
通
し
て
」

　
　

N
Y
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
幸　

伊
織

　

今
年
の
二
月
、
待
望
の
弟
リ

ゴ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
と

同
じ
誕
生
月
に
来
て
く
れ
た
、

最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
十

年
間
、
ず
っ
と
兄
弟
が
欲
し
か

っ
た
の
で
、
つ
い
に
そ
の
願
い

が
叶
っ
た
事
が
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
。

　

初
め
て
リ
ゴ
に
会
っ
た
と
き

の
事
は
、
今
で
も
は
っ
き
り
覚

え
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
病

院
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
の
ド
ア
を
開
け
た

か
け
で
、
こ
の
大
き
な
問
題
に

は
っ
き
り
と
気
づ
け
た
と
思

う
。
そ
れ
に
こ
の
作
文
は
、
書

い
て
い
て
い
ろ
い
ろ
な
反
省
点

が
見
つ
か
る
、
と
て
も
い
い
機

会
だ
っ
た
と
思
う
。
何
よ
り
書

い
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。
そ
し

て
い
ざ
勉
強
に
集
中
し
て
み
る

と
、
す
ご
く
効
率
よ
く
し
っ
か

り
と
終
わ
ら
せ
ら
れ
る
。

　

私
も
み
ん
な
の
よ
う
に
、
時

間
を
有
効
に
、
そ
し
て
大
切
に

使
え
る
人
に
な
り
た
い
と
思

う
。「
あ
な
た
の
時
間
は
限
ら

れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
他
人
の

人
生
を
生
き
る
こ
と
で
、
無
駄

に
し
て
は
い
け
な
い
」。
こ
の

言
葉
を
、
中
学
校
に
行
っ
て
も

大
切
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
限
り
あ
る
時
間
を
大
切
に
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠　

円
花

「
こ
の
一
年
で

が
ん
ば
っ
た
こ
と
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね
や
す　

さ
ら
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瞬
間
、
ぼ
く
は
喜
び
と
感
動

で
思
わ
ず
リ
ビ
ン
グ
に
か
け

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
気
を
取
り
直
し
て
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
に
戻
り
、
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
小
さ

な
リ
ゴ
を
見
た
と
き
、「
こ
ん

な
に
可
愛
い
弟
が
で
き
た
ん

だ
！
」
と
、
信
じ
ら
れ
な
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

リ
ゴ
は
赤
ち
ゃ
ん
ら
し
く

て
、
と
て
も
可
愛
い
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
仕
草
や
声
も

お
か
し
く
て
、
い
つ
も
笑
顔

に
し
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、

早
く
一
緒
に
遊
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
公
園
で
遊
ぶ
事
や

映
画
を
見
に
行
く
事
、
リ
ゴ

に
見
せ
て
あ
げ
た
い
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

一
人
っ
子
と
し
て
過
ご
し

て
き
た
ぼ
く
に
と
っ
て
、
弟

が
で
き
た
事
は
本
当
に
幸
せ

な
出
来
事
で
す
。
一
緒
に
助

け
合
っ
て
、
辛
い
と
き
も
悲

し
い
と
き
も
、
支
え
合
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族

み
ん
な
で
た
く
さ
ん
の
楽
し

い
思
い
出
を
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
リ

ゴ
に
と
っ
て
良
い
お
兄
ち
ゃ

ん
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
し

っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
リ

ゴ
の
成
長
を
見
守
る
事
が
楽

し
み
で
す
。
ど
ん
な
風
に
大

き
く
な
る
の
か
、
ど
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
の
か
、
ど
ん

な
遊
び
が
好
き
に
な
る
の
か
、

考
え
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
11
年
）

「弟リゴとの出会い」
　　ニューヨーク補習授業校 LI 校小５

　　　　　　　　　　ガブリーニ　ニコラス

「春休みの思い出」
　　プリンストン・パブリック高 12日本語 APクラス

　　　　　　　　　　　　エドワード　デイビス
　

春
休
み
に
、
母
と
い
っ
し

ょ
に
大
学
ツ
ア
ー
の
た
め
に

オ
ハ
イ
オ
州
や
イ
リ
ノ
イ
州

に
旅
行
し
ま
し
た
。
飛
行
機

で
旅
行
す
る
予
定
で
し
た
が
、

空
港
に
向
か
う
と
ち
ゅ
う
で
、

パ
ス
ポ
ー
ト
を
忘
れ
た
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
他
の
身

分
証
明
書
が
な
か
っ
た
の
で
、

本
当
に
困
り
ま
し
た
。

　

空
港
で
は
け
い
び
の
人
に

止
め
ら
れ
、
長
い
間
待
た
さ

れ
、
書
る
い
に
記
入
し
、
た

く
さ
ん
の
質
問
に
答
え
ま
し

た
。
と
て
も
め
ん
ど
う
で
恥

ず
か
し
か
っ
た
で
す
が
、
最

終
的
に
飛
行
機
に
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
オ

ー
バ
リ
ン
大
学
で
、
小
学
校

か
ら
の
友
達
に
も
再
会
で
き
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
空
港

の
し
ょ
く
員
の
お
か
げ
で
無

事
に
次
の
目
的
地
で
あ
る
ベ

ロ
イ
ト
大
学
に
も
行
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ベ
ロ
イ
ト

は
祖
父
母
の
家
に
も
近
く
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
も
強
く

感
じ
ま
し
た
。
最
終
的
に
、

私
は
ベ
ロ
イ
ト
大
学
に
進
学

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
思
い

出
が
で
き
た
春
休
み
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
に
来
て
、

も
う
す
ぐ
一
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
一
年
で
一
番
が
ん
ば
っ

た
こ
と
は
、
英
語
を
学
ぶ
こ

と
で
す
。

　

初
め
て
現
地
校
に
行
っ
た

日
、
英
語
が
で
き
な
い
の
が

不
安
で
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
学
校
に
日
本
人
の
先

生
が
い
て
、
日
本
人
の
女
の

子
が
い
た
の
で
安
心
し
ま
し

た
。
英
語
が
分
か
ら
な
い
時
、

日
本
人
の
友
達
が
助
け
て
く

れ
た
し
、
ク
ラ
ス
の
友
達
も
、

い
や
な
顔
を
し
な
い
で
や
さ

し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

体
操
を
ア
メ
リ
カ
に
来
て

か
ら
も
続
け
て
い
ま
す
。
始

め
は
、
コ
ー
チ
の
言
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
そ
こ
で
同
じ
学

校
の
友
達
に
会
い
、
そ
の
子

が
お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
、

何
を
す
る
の
か
が
分
か
り
助

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
少
し
ず
つ
英
語
が
わ
か

る
よ
う
に
な
る
と
、
コ
ー
チ

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
わ
か
り
、

で
き
る
技
が
増
え
て
き
て
体

操
が
よ
り
楽
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

み
ん
な
に
助
け
ら
れ
て
す

ご
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
、

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
む
ず
か
し
い
文

章
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

そ
し
て
、
新
し
い
日
本
人
が

来
た
ら
、
今
度
は
私
が
助
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
１
年
） 

https://newjerseyjapaneseschool.org/
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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グ
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
は
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
北
辺
に
位

置
す
る
半
島
に
あ
る
、
歴
史
あ
る
高
級
住
宅
街
で
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
へ
は
約
18
マ
イ
ル
、
電
車
で
約
37
分
、
車
で
は
約
40
分

に
位
置
し
、
緑
豊
か
な
環
境
に
囲
ま
れ
た
落
ち
着
い
た
街
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

教
育
水
準
が
高
く
、
ビ
ー
チ
沿
い
の
公
園
、
ト
レ
イ
ル
、

プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア

の
生
活
が
楽
し
め
、
駅
周
辺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
、
グ
ル
メ
シ
ョ

ッ
プ
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
も
多

く
、
シ
ッ
ク
で
洗
練
さ
れ

た
、
高
級
感
漂
う
街
並
み

が
特
徴
だ
。

　

写
真
の
物
件
は
、
駅
の

中
心
街
か
ら
６
ブ
ロ
ッ
ク

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置

す
る
高
級
コ
ー
プ
の
ビ
ル

内
に
あ
る
、
最
上
階
の
稀

な
３
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
２

バ
ス
ル
ー
ム
の
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
。

　

広
さ
は
約
１
３
４
０
平

方
フ
ィ
ー
ト
、
完
璧
に

カ
ス
タ
ム
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
モ
ダ
ン
な
キ
ッ
チ
ン
、

バ
ス
、
広
々
と
し
た
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の

す
べ
て
の
部
屋
か
ら
は
緑
が
望
め
、
郊
外
型
の
美
し
い
環
境

と
静
か
な
生
活
空
間
の
楽
し
め
る
魅
力
あ
る
ア
パ
ー
ト
メ
ン

ト
だ
。
ビ
ル
内
に
は
ジ
ム
、
サ
ウ
ナ
、
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
、

学
区
は
国
内
の
ト
ッ
プ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
グ
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク

サ
ウ
ス
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
た
地
区
で
、
学
齢
期
の
子
供

が
い
る
家
族
に
は
常
に
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
が
高
く
、
街
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
や
駅
に
は
徒
歩
で
行
け
る
便
利
な
位
置
に
あ

る
。
価
格
は
69
万
9
０
０
０
ド
ル
、管
理
費
は
１
７
０
５
ド
ル
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ルhakutsu@kw.com

　

阿
久
津
さ
ん

（
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
不
動
産
）

グレートネックの優雅な郊外生活

　

米
国
立
海
洋
大
気
庁
（
Ｎ

Ｏ
Ａ
Ａ
）
は
５
月
22
日
、

２
０
２
５
年
大
西
洋
ハ
リ
ケ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
予
報
を
発
表
し

た
。
同
庁
に
よ
る
と
今
年
６
月

１
日
か
ら
11
月
30
日
の
期
間
、

大
西
洋
沿
岸
で
は
16
〜
19
回
の

熱
帯
低
気
圧
が
上
陸
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
、
う
ち
６
〜
10
個

は
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
発
達
し
、
３

〜
５
個
は
風
速
で
１
１
１
マ
イ

ル
（
１
７
９
キ
ロ
）
毎
時
以
上

の
突
風
を
伴
う
可
能
性
が
あ

る
。
風
呂
温
度
並
み
の
高
い
大

西
洋
の
海
水
温
、
低
層
ウ
ィ
ン

ド
シ
ア
（
風
向
や
風
速
の
急

変
）、
西
ア
フ
リ
カ
モ
ン
ス
ー

ン
の
活
動
活
発
化
な
ど
の
条
件

が
重
な
り
、
発
生
率
は
昨
年
比

で
60
％
以
上
を
見
込
ん
で
い

る
。

　

米
国
立
気
象
局
の
ケ
ン
・
グ

レ
ア
ム
局
長
は
、
シ
ー
ズ
ン
が

到
来
す
る
前
に
十
分
な
災
害
対

策
を
と
っ
て
お
く
よ
う
注
意
を

促
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
は
予

報
体
制
を
強
化
し
て
お
り
、
地

滑
り
発
生
に
関
し
て
は
早
く

と
も
72
時
間
前
に
暴
風
警
報

を
発
し
、
新
レ
ー
ダ
ー
シ
ス

テ
ム
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
で
特

別
航
空
機
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ハ

ン
タ
ー
が
収
集
し
た
ハ
リ
ケ

ー
ン
中
心
部
の
情
報
を
精
査

で
き
る
と
い
う
。
同
報
告
の

詳
細
はhttps://www.noaa.

gov/news-release/noaa-
predicts-above-normal-
2025-atlantic-hurricane-
season

、
日
本
外
務
省

https://www.anzen.mofa.
go.jp/od/ryojiMailDetail.
html?keyCd=157369

を
参

照
す
る
。

例
年
よ
り
厳
し
い
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
シ
ー
ズ
ン
に

国立海洋大気庁

ロッカウェー行きフェリー

今夏も値上げ
　

Ｎ
Ｙ
市
フ
ェ
リ
ー
は
、
夏
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
メ
モ

リ
ア
ル
・
デ
ー
週
末
の
5
月
24

日
か
ら
ロ
ッ
カ
ウ
ェ
ー
・
ビ
ー

チ
航
路
の
夏
シ
ー
ズ
ン
の
チ
ケ

ッ
ト
予
約
販
売
を
始
め
た
。

　

同
「
ロ
ッ
カ
ウ
ェ
ー
・
リ
ザ

ー
ブ
」
は
、
9
月
7
日
ま
で
の

週
末
と
祝
日
の
往
路
午
前
9
時

か
ら
午
後
2
時
、
復
路
午
後
3

か
ら
8
時
の
各
路
チ
ケ
ッ
ト
を

2
週
間
前
か
ら
予
約
で
き
、
優

先
乗
船
と
座
席
保
障
付
き
で
1

人
12
ド
ル
と
昨
年
比
で
2
ド
ル

高
く
な
っ
た
。
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
シ
テ
ィ
ー
と
グ
リ
ー
ン
ポ

イ
ン
ト
発
の
直
行
「
ロ
ッ
カ
ウ

ェ
ー
・
ロ
ケ
ッ
ト
」
は
7
月
4

日
か
ら
運
航
す
る
。
予
約
不
要

の
一
般
チ
ケ
ッ
ト
は
片
道
4
ド

ル
50
セ
ン
ト
、
10
枚
セ
ッ
ト
は

29
ド
ル
、
シ
ニ
ア
や
障
害
者
、

学
生
な
ど
対
象
の
割
引
チ
ケ
ッ

ト
は
1
ド
ル
45
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
は

Ｎ
Ｙ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー
の
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。
無
料
の

自
転
車
持
ち
込
み
チ
ケ
ッ
ト
も

同
ア
プ
リ
で
予
約
が
必
要
と
な

る
。
同
フ
ェ
リ
ー
を
運
営
す
る

Ｎ
Ｙ
市
経
済
開
発
公
社
（
Ｎ
Ｙ

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）
に
よ
る
と
、
昨
年

の
乗
船
者
数
は
一
昨
年
比
で
5

％
増
の
16
万
７
０
０
０
人
を
超

え
た
。
そ
の
ほ
か
同
フ
ェ
リ

ー
に
関
す
る
詳
細
はhttps://

www.ferry.nyc

を
参
照
す
る
。

夏
シ
ー
ズ
ン
海
水
浴

チ
ケ
ッ
ト
予
約
開
始

https://www.redacinc.com/
mailto:hakutsu@kw.com
https://www.noaa
https://www.noaa
https://www.noaa
https://www.anzen.mofa
https://www.anzen.mofa
https://www.anzen.mofa
https://www.anzen.mofa
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.ferry.nyc%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
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前
回
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
児
童
の
教
室

内
で
の
問
題
行
動
へ
の
対
応
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

今
回
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
含
む
発
達

障
害
の
特
性
（
不
注
意
、
多

動
・
衝
動
性
、
自
己
制
御
力
の

弱
さ
他
）
が
あ
る
こ
と
で
起
こ

り
や
す
い
問
題
へ
の
対
応
と
し

て
、
研
究
に
よ
り
そ
の
効
果
が

実
証
さ
れ
て
い
る
行
動
修
正
法

（Behavior M
odification

）

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
行
動
修
正

法
は
世
界
中
の
学
校
や
精
神
医

療
施
設
他
、
数
多
く
の
場
で
活

用
さ
れ
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

行
動
修
正
法
は
学
習
理
論
に

基
づ
き
作
ら
れ
た
行
動
療
法
と

い
う
心
理
療
法
の
１
つ
で
す
。

先
に
触
れ
た
よ
う
な
特
性
か
ら

起
こ
り
や
す
い
問
題
行
動
（
落

ち
着
き
が
な
く
授
業
中
何
度
も

席
を
立
つ
、
過
度
に
し
ゃ
べ
り

授
業
の
妨
げ
と
な
る
等
）
を
軽

減
し
、
適
切
で
望
ま
し
い
行
動

を
増
や
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

発
達
障
害
が
な
く
て
も
、
家
庭

や
学
校
で
「
ゲ
ー
ム
が
約
束
の

時
間
内
に
や
め
ら
れ
な
い
」、

「
課
題
や
宿
題
が
な
か
な
か
終

え
ら
れ
な
い
」
等
何
ら
か
の
問

題
が
見
ら
れ
、
対
応
し
て
も
続

い
て
い
る
と
い
う
場
合
に
是
非

試
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

行
動
修
正
法
の
原
理
は
至
っ

て
シ
ン
プ
ル
で
す
。
オ
ペ
ラ
ン

ト
条
件
付
け
理
論
に
よ
れ
ば
、

人
の
行
動
は
、
そ
れ
が
も
た
ら

す
結
果
に
よ
り
、
そ
の
後
再
び

同
じ
行
動
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
か
否
か
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
い
結
果

が
あ
れ
ば
、
そ
の
後
同
じ
行
動

を
す
る
頻
度
が
増
え
ま
す
。
例

え
ば
新
し
い
シ
ャ
ツ
を
着
た
ら

（
あ
る
行
動
）
人
か
ら
褒
め
ら

れ
た
（
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し

い
結
果
が
あ
っ
た
、「
正
の
強

化
子
」
と
呼
ば
れ
る
）、
そ
の

後
同
じ
シ
ャ
ツ
を
着
る
回
数
が

増
え
た
（
そ
の
行
動
が
強
化
さ

れ
た
）。
こ
れ
は
日
常
ど
こ
に

で
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
原

理
は
簡
単
で
す
が
、
実
際
に
こ

の
理
論
を
用
い
た
行
動
修
正
法

を
正
し
く
行
う
の
は
そ
う
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
い
や

り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

①
具
体
的
で
達
成
可
能
な
目

標
を
決
め
る
。
②
そ
の
目
標
が

で
き
た
時
に
与
え
る
強
化
子

（
褒
め
る
、
ご
ほ
う
び
を
与
え

る
他
）
を
決
め
る
。
③
行
動
チ

ャ
ー
ト
を
作
成
す
る
。
④
実
際

に
始
め
、
目
標
が
達
成
で
き
た

ら
強
化
子
を
与
え
る
。
⑤
一
定

期
間
試
し
、
目
標
や
強
化
子
が

適
切
か
ど
う
か
検
討
し
、
必
要

な
ら
修
正
す
る
。

　

行
動
修
正
法
の
目
標
は
「
人

に
優
し
く
す
る
」
の
よ
う
な
漠

然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
授

業
中
は
手
を
挙
げ
て
か
ら
話

す
」、「
〇
時
ま
で
に
宿
題
を
終

え
る
」
の
よ
う
に
具
体
的
で
明

確
な
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た

目
標
が
子
供
に
と
っ
て
達
成
可

能
な
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
で

な
け
れ
ば
努
力
し
て
も
目
標
達

成
で
き
ず
、
そ
れ
が
続
け
ば
や

る
気
や
自
信
が
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。
大
き
な
目
標
は
細
分

化
し
て
行
い
ま
す
。例
え
ば「
帰

宅
後
６
時
ま
で
に
宿
題
を
終
え

る
」
が
現
時
点
で
難
し
け
れ

ば
、
ま
ず
「
４
時
ま
で
に
必
要

な
も
の
を
机
に
出
し
宿
題
を
始

め
る
」
を
目
標
に
し
ま
す
。
そ

し
て
時
間
を
か
け
徐
々
に
最
終

目
標
に
近
づ
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
一
度
に
行
う
目
標
が
多
す

ぎ
る
と
成
功
し
に
く
い
で
す
。

同
時
に
行
う
目
標
は
３
つ
程
度

を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
の
中
の

１
つ
は
す
で
に
ほ
ぼ
で
き
て
い

る
こ
と
を
含
む
と
達
成
し
や
す

く
、
自
信
も
沸
き
や
る
気
が
持

続
し
や
す
い
で
す
。
大
切
な
の

は
、
子
供
が
「
目
標
達
成
の
た

め
に
努
力
し
た
こ
と
」
と
、
そ

れ
が
で
き
た
時
の
「
で
き
た
、

褒
め
ら
れ
た
、
嬉
し
い
」
と
い

う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
分
と
の
関

係
を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
に
よ
り
自
信
が
つ
き
「
も
っ

と
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
や
る
気

に
つ
な
が
り
ま
す
。子
供
が「
こ

れ
な
ら
で
き
そ
う
、
や
っ
て
み

た
い
」
と
思
え
る
目
標
を
親
子

で
相
談
し
て
決
め
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
楽
し
く
行
え
る
こ
と

が
成
功
の
鍵
の
１
つ
で
す
。

　

次
に
強
化
子
を
決
め
ま
す
。

子
供
が
適
切
な
望
ま
し
い
行
動

を
し
た
ら
（
目
標
を
達
成
し
た

ら
）、
そ
の
後
ま
た
同
じ
行
動

が
起
こ
る
こ
と
を
促
す
（
強
化

す
る
）
た
め
に
用
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
①
子
供
の
達
成
を
心

か
ら
褒
め
る
、
②
行
動
チ
ャ
ー

ト
に
記
録
す
る
（
１
つ
目
標
が

達
成
で
き
る
ご
と
に
に
シ
ー
ル

を
貼
る
な
ど
）、
③
ほ
う
び
を

与
え
る
。
ご
ほ
う
び
は
な
る
べ

く
物
や
お
金
で
は
な
く
、「
ゲ

ー
ム
を
し
て
よ
い
時
間
が
15
分

増
え
る
」、「
普
段
行
け
な
い
公

園
に
行
き
家
族
で
遊
べ
る
」
な

ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
お
勧

め
で
す
。
現
地
校
で
は
「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
時
間
が
15
分
増

え
る
」、「
先
生
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
」
な
ど
の
強
化
子
が
よ

く
使
わ
れ
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
過
度
な
も
の
で
は
な
く
、

年
齢
に
適
し
て
い
て
子
供
が
嬉

し
い
と
思
え
る
強
化
子
が
望
ま

し
い
で
す
。
次
回
は
行
動
チ
ャ

ー
ト
と
行
動
修
正
法
を
行
う
際

の
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
（
７
月
５
日
号
へ
続
く
）。
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問題行動を減らし適切で望
ましい行動を増やすのに効
果的な行動修正法（前編）

　

仮
想
通
貨
強
盗
で
拷
問

　

容
疑
者
を
Ｎ
Ｙ
で
逮
捕

 　

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン（
仮
想
通
貨
）

投
資
家
の
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ル
ツ

容
疑
者
（
37
歳
）
が
イ
タ
リ
ア

人
男
性
マ
イ
ケ
ル
・
バ
レ
ン
テ

ィ
ー
ノ
・
テ
オ
フ
ラ
ス
ト
・
カ

ー
ツ
ー
ラ
ン
氏
（
28
歳
）
を
誘

拐
し
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
高
級

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
に
監
禁
、
カ
ー

ツ
ー
ラ
ン
氏
の
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン

の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
白
状
さ
せ
る

目
的
で
数
週
間
に
わ
た
っ
て
暴

行
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
、
拷
問
を

加
え
た
と
し
て
５
月
24
日
起
訴

さ
れ
た
。
そ
の
後
指
名
手
配
中

だ
っ
た
ウ
ォ
ル
ツ
容
疑
者
の
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
共
犯
者

と
さ
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
デ
ュ

プ
レ
シ
ー
容
疑
者
（
33
歳
）
も
、

27
日
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
第
13

分
署
へ
自
首
し
、
誘
拐
、
暴
行
、

不
法
監
禁
、
銃
器
の
不
法
所
持

の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
24
日
に

ウ
ォ
ル
ツ
容
疑
者
と
現
場
に
居

合
わ
せ
た
ベ
ア
ト
リ
ス
・
フ
ォ

ル
チ
容
疑
者
（
24
歳
）
も
誘
拐

と
不
法
監
禁
の
疑
い
で
起
訴
さ

れ
て
い
る
。
５
月
27
日
付
Ｎ
Ｙ

タ
イ
ム
ズ
紙
や
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー

ス
も
相
次
い
で
報
じ
た
。

　

ウ
ォ
ル
ツ
容
疑
者
は
24
日
に

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
刑
事
裁
判
所

で
暴
行
、
誘
拐
、
不
法
監
禁
、

銃
器
の
不
法
所
持
な
ど
の
罪
で

起
訴
さ
れ
た
。
同
容
疑
者
は
保

釈
な
し
で
拘
留
さ
れ
た
。
共
犯

者
と
見
ら
れ
る
デ
ュ
プ
レ
シ
ー

容
疑
者
は
最
低
15
年
か
ら
終
身

刑
、
誘
拐
罪
で
最
低
25
年
か
ら

終
身
刑
に
直
面
す
る
と
報
じ
ら

れ
た
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
）
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前
回
に
引
き
続
き
、
昭
和
レ

ト
ロ
系
の
博
物
館
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
生
野
銀
山
で

有
名
な
兵
庫
県
朝
来
市
生
野
町

に
、
２
０
１
５
年
4
月
に
開
館

し
た「
思
い
出
の
記
憶
博
物
館
」

で
す
。
一
見
す
る
と
普
通
の
民

家
の
よ
う
で
す
が
、
玄
関
先
で

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
「
シ
ル
バ
ー
い
っ
く
ん
」

の
看
板
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

東
京
か
ら
移
住
し
た
館
長
の
後

藤
良
史
さ
ん
が
、
30
年
以
上
か

け
て
コ
ツ
コ
ツ
集
め
た
ソ
フ
ト

ビ
ニ
ー
ル
製
の
怪
獣
の
人
形
を

中
心
と
し
た
お
も
ち
ゃ
や
、
特

撮
、
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
、
映
画

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ

ー
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
な

ど
1
万
点
以
上
が
所
狭
し
と
並

ん
で
い
る
個
人
博
物
館
で
、
同

館
を
目
当
て
に
全
国
か
ら
来
館

す
る
客
も
少
な
く
な
い
と
い
い

ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
初

回
は
５
０
０
円
で
す
が
、
2

回
目
以
降
は
入
館
証
を
示
せ
ば

２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
入
館

証
に
は
休
館
日
は
不
定
期
と
あ

り
、「
お
じ
さ
ん
一
人
で
や
っ

て
い
る
の
で
、
体
調
を
崩
し
た

り
、
急
用
が
で
き
た
時
に
は
休

み
ま
す
。
心
配
な
方
は
事
前
に

Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た
は
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
に
て

ご
確
認
下
さ
い
。」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

後
藤
館
長
は
、
兵
庫
県
西
宮

市
の
出
身
で
、
短
大
時
代
か
ら

美
術
を
学
び
、
ジ
ャ
ン
ル
を

問
わ
ず
1
年
で
２
５
０
本
以

上
の
映
画
を
鑑
賞
し
た
そ
う

で
す
。
短
大
を
中
退
し
て
松
竹

芸
能
の
俳
優
養
成
所
に
約
5
年

所
属
し
、
大
阪
の
舞
台
や
お
笑

い
芸
人
の
コ
ン
ト
、
デ
パ
ー
ト

屋
上
で
行
わ
れ
る
ヒ
ー
ロ
ー
シ

ョ
ー
な
ど
に
出
演
し
た
こ
と
も

あ
る
と
の
こ
と
。
東
京
で
は
広

告
代
理
店
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
転

身
し
、
ペ
ッ
ト
販
売
専
門
店
の

広
報
を
経
て
、
印
刷
会
社
に
就

職
し
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
間

も
特
撮
や
映
画
の
イ
ベ
ン
ト
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
な
ど
で
興
味
の
あ
る
グ

ッ
ズ
を
集
め
続
け
た
と
い
う
か

ら
、
そ
の
情
熱
の
ほ
ど
が
わ
か

り
ま
す
。
２
０
１
４
年
1
月
頃

に
印
刷
会
社
を
退
職
し
、
再
就

職
先
を
探
す
中
で
田
舎
で
の
生

活
を
考
え
始
め
た
頃
、
出
身
地

と
同
じ
兵
庫
県
内
で
、
美
し
い

歴
史
あ
る
街
並
み
が
残
さ
れ
て

い
る
生
野
の
ま
ち
に
興
味
を
持

ち
、市
の
空
き
家
仲
介
制
度「
空

き
家
バ
ン
ク
」
で
見
つ
け
た
芸

術
一
家
が
住
ん
で
い
た
と
い
う

古
民
家
を
改
装
し
、
移
住
し
た

と
の
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
昭
和
レ
ト
ロ
系

の
博
物
館
で
は
、
ほ
と
ん
ど
解

説
（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
が
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
こ

で
は
館
長
自
身
に
よ
る
、
と
て

も
小
さ
な
こ
だ
わ
り
あ
ふ
れ
る

解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
す
ぎ
て
読
む
の
が
困
難
な

の
で
す
が
、
し
っ
か
り
分
類
さ

れ
て
展
示
し
て
い
る
様
子
を
見

る
限
り
、
一
点
一
点
こ
だ
わ
り

と
美
学
を
持
っ
て
展
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
圧

巻
は
「
漫
画
の
部
屋
」
で
、
後

藤
館
長
が
サ
イ
ン
会
に
参
加
し

た
り
、懸
賞
で
入
手
し
た
レ
ア
・

グ
ッ
ズ
な
ど
が
た
く
さ
ん
展
示

さ
れ
て
お
り
、
マ
ン
ガ
を
自
由

に
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
常
設

の
展
示
と
は
別
に
、
企
画
展
も

年
4
回
行
っ
て
い
ま
す
。
家
の

ほ
と
ん
ど
は
展
示
品
で
埋
め
尽

く
さ
れ
て
い
る
た
め
、
後
藤
館

長
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
は
一
部
屋

の
み
で
す
が
、「
今
ま
で
段
ボ

ー
ル
に
入
っ
て
い
た
も
の
を
眺

め
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い
」
と

の
こ
と
。
最
近
は
地
元
の
人
た

ち
に
も
認
知
さ
れ
始
め
、
孫
を

連
れ
て
訪
れ
た
り
、
野
菜
を
差

し
入
れ
て
く
れ
た
り
す
る
こ
と

も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

ん
な
生
活
も
楽
し
そ
う
だ
と
思

い
ま
し
た
。（
栗
原
祐
司　

国

立
科
学
博
物
館
副
館
長
）

2025年（令和 7年）6月 7日（土） ［旅のページ］　　（18）
　

さ
て
、
３
日
間
を
過
ご
し

た
シ
チ
リ
ア
の
州
都
パ
レ
ル

モ
を
後
に
し
て
、
今
日
は
ラ

カ
ル
ム
ー
ト
（Racalmuto

）

経
由
で
ア
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト

（Agrigento
）
へ
向
か
う
。
お

世
話
に
な
っ
た
ア
パ
ー
ト
を
掃

除
し
て
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
Ｂ

Ｍ
Ｗ
１
１
８
ｄ
に
荷
物
を
詰
め

込
ん
で
出
発
。 

ア
グ
リ
ジ
ェ

ン
ト
は
シ
チ
リ
ア
指
折
り
の
観

光
名
所
だ
が
、
何
故
に
ラ
カ

ル
ム
ー
ト
経
由
な
の
か
？
そ

れ
に
は
、Chiaramonte

城
の

存
在
と
今
回
の
シ
チ
リ
ア
旅
行

の
き
っ
か
け
と
な
っ
たJohn 

Keahey

の
本
に
も
登
場
し
、

Steri

で
勧
め
ら
れ
た
本
の
著

者
、Leonardo Sciascia

が

あ
っ
た
。
そ
う
、
彼
の
出
身
地

な
の
だ
。
シ
チ
リ
ア
は
多
く
の

国
の
占
領
下
に
あ
る
が
、
ギ
リ

シ
ャ
の
植
民
地
の
後
に
長
い
間

ア
ラ
ビ
ア
の
支
配
が
あ
っ
た
。

ラ
カ
ル
ム
ー
ト
の
語
源
は
ア

ラ
ビ
ア
語
のrahl Hammūd

、

Sciascia

も
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ラ

テ
ン
化
で
あ
る
。

　

Chiaramonte

城
は
、
ノ
ル

マ
ン
の
遠
征
に
伴
っ
て
や
っ
て

き
た
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
者
で
、

私
の
生
徒
の
末
裔
で
あ
る
。
そ

の
名
を
翳
し
た
中
世
の
城
が
あ

る
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で

は
山
道
を
ひ
た
す
ら
２
時
間
の

行
程
で
あ
る
が
、
１
週
間
の
シ

チ
リ
ア
滞
在
で
賢
く
な
っ
た
私

は
、
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
ダ
Ａ
19

を
出
来
る
だ
け
走
っ
て
最
後
の

み
山
道
と
い
う
経
路
を
編
み
出

し
た
。
こ
れ
で
運
転
が
随
分
と

楽
に
な
る
は
ず
だ
。

　

２
時
間
の
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ

の
末
に
、
ラ
カ
ル
ム
ー
ト
に
着

い
た
。
い
き
な
りLeonardo Sciascia

の
銅
像
が
道
の
真
ん

中
に
あ
っ
た
。
で
も
、
人
が
ほ

と
ん
ど
外
に
出
て
い
な
い
眠
っ

た
街
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
か

や
っ
て
い
る
カ
フ
ェ
を
探
し

て
ト
イ
レ
休
憩
。
し
か
し
暑

い
。歩
く
の
が
超
困
難
で
あ
る
。

Chiaramonte

城
は
探
す
ま
で

も
な
く
街
の
中
に
あ
る
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
は
「
い
つ
も
閉
ま

っ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
行
っ

て
み
る
と
地
元
の
お
ば
さ
ん
が

２
人
で
受
付
を
し
て
有
料
で
入

る
こ
と
が
で
き
た
。
客
は
私
た

ち
だ
け
で
あ
る
。
大
き
な
塔
と

強
固
な
石
の
城
壁
、
ま
さ
に
中

世
の
城
だ
。
私
は
近
世
の
城
館

も
好
き
だ
が
、
断
然
中
世
の
城

の
方
が
肌
感
覚
が
合
う
（
笑
）。

前
世
が
中
世
の
フ
ラ
ン
ス
貴

族
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

（
笑
）。
城
か
ら
の
景
色
は
い
つ

も
素
晴
ら
し
い
。
こ
こ
も
そ
う

だ
。
た
っ
ぷ
り
と
観
て
回
る
と

な
ん
と
も
い
え
な
い
達
成
感
が

湧
い
て
き
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
ア
グ
リ
ジ

ェ
ン
ト
に
向
か
う
の
で
あ
る

が
、
ま
だ
随
分
と
時
間
が
あ
る

の
で
、Naro

と
言
う
も
う
一

つ
近
く
の
中
世
の
城
を
観
る
こ

と
に
し
て
、
そ
こ
に
車
を
走
ら

せ
た
。
街
を
去
ろ
う
と
し
た
時

に
、
ア
ラ
ビ
ア
風
の
建
物
を
見

つ
け
た
。
や
は
り
そ
う
だ
。
こ

こ
は
昔
ア
ラ
ビ
ア
だ
っ
た
の

だ
。

　

さ
て
、
ラ
ン
チ
も
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
中
々
い
い
店

が
無
い
時
の
救
世
主
は
ガ
ソ
リ

ン
・
ス
タ
ン
ド
の
カ
フ
ェ
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
と
違
っ
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
特
に
イ
タ
リ
ア
で
は

カ
フ
ェ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
高

い
。
給
油
も
兼
ね
て
立
ち
寄
っ

た
の
は
、Eni Cafe

。
店
の
お

じ
さ
ん
が
私
た
ち
を
珍
し
が
っ

て
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
聞
い

て
き
た
。
Ｎ
Ｙ
に
住
む
日
本
人

だ
と
言
う
と
、
何
故
か
感
動
し

て
く
れ
て
、
別
れ
際
に
は
「
Ｎ

Ｙ
は
大
き
な
素
晴
ら
し
い
街

だ
。
会
え
て
光
栄
だ
」
と
出
会

い
を
喜
ん
で
く
れ
た
。

　

Naro

は
小
高
い
丘
の
街
で
、

車
で
ど
ん
ど
ん
登
っ
て
ゆ
く
。

細
君
は
ま
た
し
て
も
車
が
狭
い

路
地
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま

う
の
を
心
配
し
て
い
た
が
、
私

は
大
丈
夫
だ
（
笑
）。
丘
を
登

り
切
っ
て
城
の
麓
ま
で
来
た
。

え
ら
い
！
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は

「
い
つ
も
閉
ま
っ
て
い
る
」
と

書
い
て
あ
る
が
、
こ
こ
は
そ
の

通
り
閉
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
で

も
外
観
と
正
面
の
入
り
口
を
外

か
ら
眺
め
る
だ
け
で
感
動
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
照
り
つ
け

る
太
陽
が
暑
い
！

　

２
か
所
の
中
世
の
城
が
観
れ

た
の
は
、
通
り
道
と
し
て
は
最

高
だ
。
こ
こ
か
ら
改
め
て
、
こ

れ
か
ら
３
日
間
の
滞
在
地
、
ア

グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
に
向
か
う
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ
は
便
利
だ
。
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
古
い
街
は
最
後
は
土
地

勘
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

こ
も
そ
う
だ
っ
た
。
本
当
に
入

っ
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
道

を
随
分
と
走
り
、
最
後
は
歩

い
て
ア
パ
ー
ト
を
見
つ
け
る
。

が
、
こ
こ
は
滞
在
中
随
一
の
ロ

ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
キ
ー

の
コ
ー
ド
が
送
ら
れ
て
来
な
い

し
電
話
は
繋
が
ら
な
い
。
仕
方

な
い
の
で
、
有
名
な
ギ
リ
シ
ャ

の
神
殿
で
も
見
よ
う
か
と
思
っ

た
１
時
間
後
に
初
め
て
電
話
が

通
じ
た
が
今
度
は
英
語
が
通
じ

な
い
。「
カ
ピ
ー
ト
？
」「
ノ
ー
」

っ
て
な
感
じ
で
、
頑
張
っ
て
キ

ー
コ
ー
ド
を
聞
き
出
し
て
や
っ

と
入
室
可
能
。
窓
が
ほ
と
ん
ど

な
い
洞
窟
の
よ
う
な
ア
パ
ー
ト

で
あ
っ
た
。
が
、
泊
ま
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
満
足

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

も
う
す
で
に
盛
り
だ
く
さ
ん

の
観
光
を
し
て
い
た
１
日
で
あ

っ
た
が
、
夕
方
労
い
に
山
を
10

分
歩
い
て
降
り
て
良
さ
げ
な
レ

ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
た
。
シ
チ
リ

ア
の
郷
土
料
理
が
食
べ
た
い
。

が
、
や
は
り
郷
土
料
理
は
イ
タ

リ
ア
ン
で
あ
っ
た
。
プ
リ
モ
に

パ
ス
タ
、
セ
コ
ン
ド
に
豚
肉
、

な
か
な
か
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
は
紀
元
前
ギ
リ
シ
ャ
の

支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
シ
チ

リ
ア
で
最
も
ギ
リ
シ
ャ
な
街

だ
。
昨
年
は
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿

が
熱
波
で
閉
鎖
さ
れ
た
の
で
、

こ
こ
の
神
殿
で
リ
ベ
ン
ジ
。
明

日
が
楽
し
み
だ
。　
　
（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
シ
チ
リ
ア
・
マ
ル
タ
旅
日
記

第
９
話 
ラ
カ
ル
ム
ー
ト
経
由
で
ア
グ
リ
ジ
ェ
ン
ト
へ

1

 第 520 回

思い出の
記憶博物館

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeIEefrvA2MHMuzaRG2neH1v-Dm7ztN1Ty0w-Dy8FTAX4LiIA/viewform
https://artofhaiku.org/
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
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日
本
の
ラ
イ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
や

ド
ラ
マ
、
映
画
な
ど
が
定
額
見

放
題
で
楽
し
め
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

「Jme

（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
）」
は
、

６
月
17
日
（
火
）
午
前 

９
時

か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ 

10
「
舟

を
編
む
〜
私
、
辞
書
つ
く
り
ま

す
〜
」
を 

配
信
す
る
。
こ
の

ド
ラ
マ
は
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ

ン
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド

メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
で
金
賞
を
受
賞
。
言

葉
に
こ
だ
わ
る
辞
書
作
り
の
魅

力
を
通
し
、「
言
葉
は
誰
か
を

傷
つ
け
る
た
め
で
は
な
く
、
誰

か
を
守
り
、
誰
か
と
つ
な
が
る

た
め
に
あ
る
」
と
い
う
未
来
へ

の
希
望
を
伝
え
た
い
思
い
が
込

め
ら
れ
た
作
品
。
主
演
は
池
田

エ
ラ
イ
ザ
、
全
10
話
。

　

ま
た
、
６
月
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー

で
は
、
綾
瀬
は
る
か
主
演
の
土

曜
ド
ラ
マ
「
ひ
と
り
で
し
に
た

い
」、
主
演 

風
吹
ジ
ュ
ン
と
夏

木
マ
リ
が
主
演
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
ド
ラ
マ
「
照
子
と
瑠
衣
」
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
ま
た
、
22

日
（
日
）
午
前
６
時
30
分
か
ら

は
東
京
都
議
選
開
票
速
報
を
ラ

イ
ブ
で
放
送
す
る
。
番
組
表
・

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

www.jme.tv/

を
参
照
。

Jme6月の番組

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ブ
ロ
ン
ク

ス
区
の
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
墓
地
で

5
月
21
日
、
日
本
が
生
ん
だ
世

界
的
細
菌
学
者
、
野
口
英
世
の

墓
参
会
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野
口

英
世
記
念
会
（
Ｈ
Ｍ
Ｎ
Ｓ
、
本

間
俊
一
代
表
）
の
主
催
で
行
わ

れ
た
。
今
回
は
「
98
回
忌
野
口

英
世
墓
参
会
」
お
よ
び
「
第
8

回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野
口
英
世
記

念
奨
学
金
授
与
式
」
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。
式
典
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大

使
、
野
口
博
士
が
黄
熱
病
の
ワ

ク
チ
ン
開
発
を
目
的
に
派
遣
さ

れ
た
西
ア
フ
リ
カ
（
現
ガ
ー
ナ

共
和
国
）
の
ジ
ョ
ン
・
ア
モ
ラ

Ｎ
Ｙ
総
領
事
ら
40
人
余
り
が
参

列
し
て
挨
拶
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
生
憎
の
雨
だ

っ
た
が
、
式
典
が
始
ま
る
午
後

４
時
に
は
雨
が
止
ん
だ
。
森
大

使
は
２
０
０
８
年
、
在
ガ
ー
ナ

日
本
国
領
事
時
代
に
日
本
政
府

が
「
野
口
ア
フ
リ
カ
医
学
賞
」

を
創
設
し
た
際
、
自
ら
、
こ
の

設
立
に
深
く
関
わ
っ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
自
身
と
の
深
い
所
縁

に
触
れ
た
。

　

ア
モ
ラ
・
ガ
ー
ナ
Ｎ
Ｙ
総
領

事
は
「
野
口
英
世
は
、
ガ
ー
ナ

国
民
の
英
雄
だ
。
野
口
英
世
の

偉
大
な
功
績
は
、
す
べ
て
の
ガ

ー
ナ
国
民
の
心
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
式
典
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
、
野
口
英

世
生
誕
の
地
、
福
島
県
猪
苗
代

の
野
口
英
世
記
念
会
倉
根
一
郎

理
事
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

米
国
日
本
人
医
師
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｓ

Ａ
）
加
納
麻
紀
・
ル
ケ
ラ
ス
会

長
が
代
読
し
た
。　

　

こ
の
日
会
場
で
は
、「
第
８

回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野
口
英
世
記

念
奨
学
金
授
与
式
」
が
行
わ
れ

た
。
今
年
の
受
賞
者
は
羽
場
優

紀
（
は
ば
・
ゆ
う
き
）
さ
ん

（
32
）
＝
写
真
＝
。
羽
場
さ
ん

は
東
京
生
ま
れ
の
進
化
生
態
学

者
。
２
０
１
５
年
東
京
大
学
農

学
部
を
卒
業
後
単
身
来
米
。
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
修
士
号
、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
博
士
号
を

取
得
。
そ
の
後
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
博
士
研
究
員
を
経
て
、
現
在

は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ザ
ッ
カ
ー

マ
ン
研
究
所
に
博
士
研
究
員
と

し
て
所
属
し
、
人
間
を
含
む
動

物
の
行
動
の
進
化
を
ゲ
ノ
ミ
ク

ス
・
神
経
科
学
・
行
動
生
態
学

な
ど
を
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を

用
い
て
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
野
口
英
世

記
念
奨
学
金
授
賞
式
の
ス
ピ
ー

チ
で
は
、「
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
な
ど

の
社
会
行
動
の
遺
伝
・
神
経
・

進
化
基
盤
の
研
究
が
、
ひ
い
て

は
人
間
の
行
動
や
感
情
の
進
化

を
解
明
す
る
成
果
に
繋
が
る
も

の
と
信
じ
て
い
る
」
と
熱
意
を

も
っ
て
語
っ
た
。
羽
場
さ
ん
に

は
２
０
０
０
ド
ル
が
贈
ら
れ

た
。

　

グ
レ
ー
タ
ー
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー

ド
日
本
人
協
会
主
催
の
夏
祭
り

が
６
月
28
日
（
土
）
正
午
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
ウ
エ
ス
ト
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー

ド
の
中
心
に
あ
る
ブ
ル
ー
バ
ッ

ク
ス
ク
エ
ア
（65 Memorial 

Rd, 

）
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

今
年
で
10
周
年
を
迎
え
る
夏

祭
り
で
は
、
和
太
鼓
、
柔
術
、

太
極
拳
、
獅
子
舞
な
ど
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ

体
操
と
盆
踊
り
も
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
書

道
体
験
、
折
り
紙
教
室
、
寿
司

や
和
小
物
、
日
本
語
書
籍
の
屋

台
ブ
ー
ス
で
の
販
売
も
あ
り
、

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
で「
日
本
の
夏
」

を
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
。
参
加
費
無
料
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

jsofgh.org

を
参
照
す
る
。

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ

リ
ソ
ン
で
８
日
（
日
）
午
前
11

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
ハ
リ

ソ
ン
駅
前
公
園
で
「
ハ
リ
ソ
ン

日
本
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
る
。

同
地
域
の
地
元
高
校
に
通
う
日

本
人
生
徒
45
人
で
作
る
学
年
を

超
え
た
交
流
ク
ラ
ブ
「
い
ち
し

ぶ
」
が
主
催
す
る
。
日
本
の
伝

統
文
化
を
地
域
社
会
に
紹
介
し

文
化
的
多
様
性
の
理
解
を
求
め

て
、
住
民
、
学
校
、
地
元
企
業
、

日
系
企
業
、
ハ
リ
ソ
ン
の
協
力

を
得
て
地
域
社
会
の
絆
を
深
め

る
こ
と
が
目
的
。

　

当
日
は
、
日
本
の
夏
祭
り
で

楽
し
ま
れ
る
日
本
の
伝
統
的
な

遊
び
、
日
本
舞
踊
、
現
代
舞

踊
、
音
楽
、
芸
能
を
披
露
す
る

ほ
か
、
焼
き
鳥
屋
、
お
好
み

焼
き
、
た
こ
焼
き
、
和
牛
バ

ー
ガ
ー
、
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン

ク
、
抹
茶
な
ど
日
本
の
お
祭

り
縁
日
フ
ー
ド
の
屋
台
が
並

ぶ
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル　

harrisonjapanesefestival@
gmail.com

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
で

28
日
に
日
本
祭
り

ハリソン日本祭り
6月８日（日）開催へ 野

口
英
世
の
墓
参
会

記
念
奨
学
金
は
羽
場
さ
ん
に

https://shopnyseikatsu.com/
https://jsofgh.org
https://jsofgh.org
https://jsofgh.org
https://www.jme.tv/
https://www.jme.tv/
https://www.jme.tv/
https://www.jme.tv/
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星
の
島
句
会

も
の
の
声
す
べ
て
制
し
て
瀑
布
か
な 

長
谷
川
久
美
子

一
心
に
蒔
い
て
芒
種
の
雨
烈
し 

原
ヤ
ス
子

向
日
葵
は
い
つ
蘇
る
瓦
礫
原 

森
本
由
美
子　

黴
の
楽
譜
か
ら
名
曲
流
れ
だ
す  

月
野
ぽ
ぽ
な

涼
し
さ
や
植
物
図
鑑
お
く
ホ
テ
ル 

江
坂
衣
代

hoshinoshima819@gmail.com

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
廃
棄
物
ピ
ッ

カ
ー
（
カ
タ
ド
ー
ラ
）
た
ち

の
証
言
を
も
と
に
制
作
さ
れ

た
オ
フ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

の
演
劇
作
品
『RIVEN

』
が
12

日
（
木
）
か
ら
27
日
（
金
）
ま

で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
「Sure 

W
e Can

」（219 M
cKibbin 

St

）
で
上
演
さ
れ
る
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
で

働
く
２
人
の
黒
人
女
性
の
視
点

か
ら
、
日
々
の
作
業
の
中
で
彼

女
た
ち
が
向
き
合
う
内
面
の
葛

藤
や
連
帯
が
繊
細
に
描
か
れ

る
。
日
本
人
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

浅
井
賢
美
が
ア
フ
ロ
ブ
ラ
ジ
リ

ア
ン
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル

ー
プMambembe NY 

の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
出
演
す
る
。 

　

公
演
は
木
〜
土
曜
が
午
後
７

時
か
ら
、 

日
曜
は
午
後
２
時
と

７
時
か
ら
。
入
場
料
は
28
ド
ル

52
セ
ン
ト
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細

はhttps://www.eventbrite.
com

/e/riven-tickets-
1306945211309?aff=ebd
ssbdestsearch

を
参
照
す
る
。

演
劇
作
品RIVEN

12
日
か
ら
上
演

　

沖
縄
県
那
覇
市
出
身
の
姉
・

奈
津
子
、
妹
・
真
希
の
赤
嶺
姉

妹
に
よ
る
琉
球
舞
踊
の
単
独
公

演
「
志
舞
（
し
ま
い
）」
が
、

6
月
20
日
（
金
）
午
後
８
時
か

ら
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
（
57

丁
目
と
７
番
街
の
角
）
で
上
演

さ
れ
る
。
琉
球
舞
踊
と
最
先
端

の
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
技
術
を

融
合
さ
せ
た
舞
台
で
、
沖
縄
の

美
と
精
神
を
世
界
に
発
信
し
、

戦
後
80
年
の
節
目
に
、
琉
球
舞

踊
の
持
つ
「
癒
し
」
と
「
祈
り
」

の
力
を
世
界
へ
届
け
る
。

　

琉
球
舞
踊
は
沖
縄
が
琉
球
国

だ
っ
た
時
代
に
宮
中
で
催
さ
れ

る
儀
式
や
海
外
か
ら
の
使
節
を

も
て
な
す
た
め
に
演
じ
ら
れ
た

宮
廷
舞
踊
で
、
伝
統
芸
能
と
し

て
能
や
歌
舞
伎
と
並
ぶ
奥
深

い
表
現
を
有
す
る
舞
台
芸
術
。

２
０
０
９
年
に
は
国
指
定
重
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
赤

嶺
姉
妹
は
「
能
・
歌
舞
伎
・
バ

レ
エ
に
匹
敵
す
る
新
た
な
芸
術

の
形
」
と
し
て
、
琉
球
舞
踊
を

世
界
の
舞
台
芸
術
と
し
て
確
立

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

akaminesisters.net

を
参
照
。

琉
球
舞
踊
家
が

『
志
舞
』
公
演

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
6
月
20
日

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
相
撲
ク
ラ
ブ

（
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｃ
）
主
催
の
エ
ン
パ

イ
ア
杯
第
1
回
相
撲
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
が
5
月
17
日
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
に
あ
る
日
本
文
化
発
信
の

複
合
施
設
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

の
中
庭
で
開
催
さ
れ
た
。
一
般

募
集
に
よ
り
相
撲
好
き
な
腕
自

慢
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
有
志

約
50
人
が
集
結
。
軽
量
級
、
中

量
級
、
重
量
級
な
ど
の
体
重
別

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
勝
ち
抜

き
戦
で
競
技
に
参
加
し
た
。
ま

た
、「
小
よ
く
大
を
制
す
」
と

い
う
日
本
の
格
言
に
ち
な
ん

で
、
技
術
で
サ
イ
ズ
を
上
回
る

無
差
別
級
の
ク
ラ
ス
も
儲
け

た
。 

Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｃ
公
認
の
行
司

が
登
場
し
、
ビ
デ
オ
判
定
方
式

も
導
入
。
厳
格
な
ル
ー
ル
の
も

と
、
本
格
的
な
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

形
式
で
競
技
を
行
っ
た
。　

     

　

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
中
庭

に
あ
る
ス
テ
ー
ジ
上
に「
土
俵
」

が
設
置
さ
れ
、
和
装
姿
の
行
事

が
登
場
。「
は
っ
け
よ
い
」「
の

こ
っ
た
の
こ
っ
た
」
な
ど
行
司

の
威
勢
の
良
い
掛
け
声
で
、
大

相
撲
の
本
番
さ
な
が
ら
の
熱
の

入
っ
た
取
り
組
み
が
続
い
た
。

土
俵
の
周
り
に
は
大
勢
の
見
物

客
が
集
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
の
「
関
取
衆
」
に
大
歓
声
を

送
っ
た
。　

    

　

同
ク
ラ
ブ
の
創
設
者
で
あ
る

オ
ス
カ
ー
・
ド
ー
ラ
ン
氏
は
、

取
り
組
み
後
の
勝
者
に
よ
る
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
な
ど
の
セ
レ
ブ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
禁
止
す
る
な
ど
、

土
俵
の
上
で
は
勝
敗
に
関
わ
ら

ず
相
手
を
敬
う
と
い
う
日
本
の

武
士
道
精
神
も
指
導
し
、
単
な

る
格
闘
技
の
戦
い
の
み
と
し
て

で
は
な
く
、「
相
撲
道
」
の
作

法
や
美
徳
も
伝
え
た
。
記
念
す

べ
き
第
1
回
目
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
無
差
別
級
で
見
事
優
勝
を
果

た
し
た
の
は
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
リ

ザ
ル
デ
ィ
さ
ん
。
優
勝
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
高
く
掲
げ
喜
び
を
噛
み

締
め
た
。 

初の相撲トーナメント

約
50
人
が
参
加

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で

土俵の周りで大歓声を送る見物客
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